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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、空間的な分布としての少なくとも１つ以上の原子
炉心パラメータの分布の取得と、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する空間的な分布としての初
期燃料注入の分布の生成であって、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心が、原子炉の
シミュレートされた寿命初期（ＢＯＬ）炉心を含んでいる、生成と、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位置の１組
の選択と、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の空間的な分布としての少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの
分布の計算と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組と
して、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラメー
タの分布と、参照原子炉の炉心の状態と関連する取得された少なくとも１つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布との間の偏差測定基準を、選択された許容量未満にまで低減する
ような原子炉心パラメータの分布を持つ位置の１組である目標の位置の１組が得られるま
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で、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なくとも１つ以上
の摂動工程として、上記領域の１組の空間的配置の変化、空間的配置の変化後の原子炉心
パラメータの分布の計算、および、空間的配置の変化後の計算された原子炉心パラメータ
の分布と参照原子炉心パラメータの分布との比較を実行することによって、空間的な分布
としての注入分布の生成を行うことと、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置とを含むことを特徴とする方
法。
【請求項２】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得は、
　参照原子炉の炉心の均衡状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得は、
　参照熱原子炉、参照高速原子炉、参照増殖燃焼原子炉、および参照進行波炉のうちの少
なくとも１つの炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、出力密度分布、出力密度分布の変化率、反応度分
布、および反応度分布の変化率のうちの少なくとも１つの取得を含むことを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項５】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得を含み、上記炉心は少なくとも１つ以上の燃料集合体を含むことを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項６】
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、再利用核燃料、未燃焼核燃料、および濃
縮核燃料のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成は、
　原子炉のシミュレートされた初期寿命（ＢＯＬ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記原子炉のシミュレートされた上記初期運転（ＢＯＣ）炉心は複数のシミュ
レートされた燃料集合体を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位置の１組
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の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含み、それぞれの領域は少なくとも１つ以上の燃料集
合体を取り囲むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含み、それぞれの上記領域の１組は、領域の選択され
た体積、選択された形状、選択された数のうちの少なくとも１つを有する、三次元領域で
あることを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　１組の上記領域それぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、それぞれ
が上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の１つと関連する、
上記初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域それぞれの熱力学変数を使用する、初期燃料設計パラメータ値の１組の
生成を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、それぞ
れが上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の１つと関連する
、上記初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラメータ値
の１組の生成を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラメータ値
の１組の生成は、
　領域それぞれの１組の無限増倍率（ｋ∞）値を使用する、初期燃料設計パラメータ値の
１組の生成を含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期濃
縮値の１組の生成を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン寸法値の１組の生成を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン寸法値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
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ン配置値の１組、初期ピン形状値の１組、および初期ピン構成値の１組のうちの少なくと
も１つの生成を含むことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用し、上記原子
炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料設計パラメー
タ値の１組の生成を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　１組の上記領域のそれぞれに対する、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心
の上記領域の１組のうちの１つと関連する、少なくとも１つ以上の設計変数を利用し、上
記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料設計パ
ラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域の１組のピンのそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用
し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料
設計パラメータ値の１組の生成を含むことを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布、出力密度分布の変化率、反応度分布、および反応
度分布の変化率のうちの少なくとも１つの計算を含むことを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項２１】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも１つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の決定は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも１つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成を含み、次の上記位置の１
組は、上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布を規定することを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項２２】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置は、
　上記注入分布の決定に応じた、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の
、上記次の位置の１組に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設
置を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、熱原子炉、高速原子炉、増殖燃焼原子炉および進行波炉のうちの少なくとも１つの炉心
の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置を含むことを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項２４】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置は、
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　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、初期位置から次の位置への、原子炉の炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体の移動を
含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２５】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の交換を含むことを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項２６】
　プログラム命令を含む、非一過性記録媒体であって、上記プログラム命令は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、空間的な分布としての少なくとも１つ以上の原子
炉心パラメータの分布の取得と、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する空間的な分布としての初
期燃料注入の分布の生成であって、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心が、原子炉の
シミュレートされた寿命初期（ＢＯＬ）炉心を含んでいる、生成と、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位置の１組
の選択と、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の空間的な分布としての少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの
分布の計算と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組と
して、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラメー
タの分布と、参照原子炉の炉心の状態と関連する取得された少なくとも１つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布との間の偏差測定基準を、選択された許容量未満にまで低減する
ような原子炉心パラメータの分布を持つ位置の１組である目標の位置の１組が得られるま
で、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なくとも１つ以上
の摂動工程として、上記領域の１組の空間的配置の変化、空間的配置の変化後の原子炉心
パラメータの分布の計算、および、空間的配置の変化後の計算された原子炉心パラメータ
の分布と参照原子炉心パラメータの分布との比較を実行することによって、空間的な分布
としての次の注入分布の生成を行うことと、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置とを実行可能であることを特
徴とする非一過性記録媒体。
【請求項２７】
　取得された少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照原子炉の炉心
の均衡状態に関連することを特徴とする請求項２６に記載の非一過性記録媒体。
【請求項２８】
　取得された少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照熱原子炉、参
照高速原子炉、参照増殖燃焼原子炉、および参照進行波炉のうちの少なくとも１つの炉心
の状態に関連することを特徴とする請求項２６に記載の非一過性記録媒体。
【請求項２９】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも１つ以上の上記原子炉心パ
ラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、出力密度分布、出力密度分布の変化率、反応度分
布、および反応度分布の変化率のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項２
６に記載の非一過性記録媒体。
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【請求項３０】
　上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、再利用核燃料、未燃焼核燃料、および濃縮核燃料
のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項２６に記載の非一過性記録媒体。
【請求項３１】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置は、
　上記注入分布の決定に応じた、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の
、上記次の位置の１組に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設
置を含むことを特徴とする請求項２６に記載の非一過性記録媒体。
【請求項３２】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布、出力密度分布の変化率、反応度分布、および反応
度分布の変化率のうちの少なくとも１つの計算を含むことを特徴とする請求項２６に記載
の非一過性記録媒体。
【請求項３３】
　制御部と、原子炉とを備え、
　上記制御部は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、空間的な分布としての少なくとも１つ以上の原子
炉心パラメータの分布の取得と、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する空間的な分布としての初
期燃料注入の分布の生成であって、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心が、原子炉の
シミュレートされた寿命初期（ＢＯＬ）炉心を含んでいる、生成と、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連し、上記領域の１組の
うちの１つとそれぞれが一致する、初期位置の１組の選択と、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用し、上記原子
炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組のうちの１つとそれぞれが関連
する、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の空間的な分布としての少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの
分布の計算と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組と
して、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラメー
タの分布と、参照原子炉の炉心の状態と関連する取得された少なくとも１つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布との間の偏差測定基準を、選択された許容量未満にまで低減する
ような原子炉心パラメータの分布を持つ位置の１組である目標の位置の１組が得られるま
で、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なくとも１つ以上
の摂動工程として、上記領域の１組の空間的配置の変化、空間的配置の変化後の原子炉心
パラメータの分布の計算、および、空間的配置の変化後の計算された原子炉心パラメータ
の分布と参照原子炉心パラメータの分布との比較を実行することによって、空間的な分布
としての次の注入分布の生成を行うことと
を行うために構成され、
　上記原子炉は、上記制御部によって決定された次の上記注入分布にしたがって設置可能
な、複数の燃料集合体を含む原子炉心を含むことを特徴とする原子炉システム。
【請求項３４】
　取得された少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照原子炉の炉心の均
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衡状態に関連することを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項３５】
　取得された少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照熱原子炉、参照高
速原子炉、参照増殖燃焼原子炉、および参照進行波炉のうちの少なくとも１つの炉心の状
態に関連することを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項３６】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも１つ以上の上記原子炉心パ
ラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、出力密度分布、出力密度分布の変化率、反応度分
布、および反応度分布の変化率のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項３
３に記載の原子炉システム。
【請求項３７】
　上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、再利用核燃料、未燃焼核燃料、および濃縮核燃料
のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項３８】
　上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心は複数のシミュレートされた燃料集合
体を含むことを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項３９】
　上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する選択され
た１組の上記初期位置のそれぞれは、上記領域の１組のうちの１つに一致することを特徴
とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項４０】
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、上記初
期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの熱力学変数を使用する、初期燃料設計パラメータ値の１組
の生成を含むことを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項４１】
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、上記初
期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラメータ値
の１組の生成を含むことを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項４２】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布、出力密度分布の変化率、反応度分布、および反応
度分布の変化率のうちの少なくとも１つの計算を含むことを特徴とする請求項３３に記載
の原子炉システム。
【請求項４３】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも１つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも１つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成を含み、次の上記位置
の１組は、上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布を規定することを特徴とする請求項３３に記
載の原子炉システム。
【請求項４４】
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　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがっ
て、上記原子炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、燃料
集合体取扱装置をさらに含むことを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項４５】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがっ
て、上記原子炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、上記
燃料集合体取扱装置は、
　上記制御部と通信可能に連結され、次の上記注入分布の決定に応じて、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがって、上記原子炉心
の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、燃料集合体取扱装置を
含むことを特徴とする請求項４４に記載の原子炉システム。
【請求項４６】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがっ
て、上記原子炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、上記
燃料集合体取扱装置は、
　上記制御部と通信可能に連結され、ユーザ入力装置からの信号に応じて、シミュレート
された上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがって、上記原子炉
心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、燃料集合体取扱装置
を含むことを特徴とする請求項４４に記載の原子炉システム。
【請求項４７】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがっ
て、上記原子炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、上記
燃料集合体取扱装置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、熱原子炉、高速原子炉、増殖燃焼原子炉および進行波炉のうちの少なくとも１つの炉心
の、少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために設計された燃料集合体取扱装置を
含むことを特徴とする請求項４４に記載の原子炉システム。
【請求項４８】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがっ
て、上記原子炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、上記
燃料集合体取扱装置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、初期位置から次の位置への、原子炉の炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体の移動を
行うために設計された燃料集合体取扱装置を含むことを特徴とする請求項４４に記載の原
子炉システム。
【請求項４９】
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがっ
て、上記原子炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、上記
燃料集合体取扱装置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の交換を行うために設計された燃料
集合体取扱装置を含むことを特徴とする請求項４４に記載の原子炉システム。
【請求項５０】
　上記初期燃料注入の分布および上記原子炉心パラメータの分布はそれぞれ、原子炉の炉
心内部の位置の関数として、核燃料の構成物質の分布を表示するマップから構成されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５１】
　上記初期燃料注入の分布および上記原子炉心パラメータの分布はそれぞれ、原子炉の炉
心内部の位置の関数として、核燃料の構成物質の分布を表示するマップから構成されるこ
とを特徴とする請求項２６に記載の非一過性記録媒体。
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【請求項５２】
　上記初期燃料注入の分布および上記原子炉心パラメータの分布はそれぞれ、原子炉の炉
心内部の位置の関数として、核燃料の構成物質の分布を表示するマップから構成されるこ
とを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【請求項５３】
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得は、
　参照原子炉の炉心の均衡状態、均衡状態に近い状態、均衡に近づく状態、又は均衡開始
状態のうちの少なくとも１つに関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分
布の取得を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５４】
　取得された少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照原子炉の炉心
の均衡状態、均衡状態に近い状態、均衡に近づく状態、又は均衡開始状態のうちの少なく
とも１つに関連することを特徴とする請求項２６に記載の非一過性記録媒体。
【請求項５５】
　取得された少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照原子炉の炉心の均
衡状態、均衡状態に近い状態、均衡に近づく状態、又は均衡開始状態のうちの少なくとも
１つに関連することを特徴とする請求項３３に記載の原子炉システム。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　〔関連出願の相互参照〕
　本願は、以下のリストの出願（「関連出願」）に関連し、それらからの最も早く利用可
能な有効な出願日の利益を主張する（例えば、仮出願以外の最も早く利用可能な優先日を
主張する。または、関連出願の仮出願、任意かつ全ての特許、祖父母、曾祖父母等の出願
の３５ＵＳＣ１１９条（ｅ）下の利益を主張する）。
【０００２】
　〔優先出願〕
　〔関連出願〕
　米国特許出願第１４／０９２，２１１号（２０１３年１１月２７日出願）、および、米
国特許出願第１４／０９２，２６６号（２０１３年１１月２７日出願）、および、米国特
許出願第１４／０８６，４７４号（２０１３年１１月２１日出願）。
【０００３】
　米国特許庁（ＵＳＰＴＯ）は、シリアル番号、および、出願が継続若しくは一部継続の
いずれであるかの示唆の両方を特許出願人が参照することを、ＵＳＰＴＯのコンピュータ
プログラムが要求する旨の通知を公開している。Ｓｔｅｐｈｅｎ　Ｇ.Ｋｕｎｉｎ先行分
野の出願の利益、http://www.uspto.gov/web/offices/com/sol/og/2003/week11/patbene.
htmで入手可能な２００３年３月１８日の米国特許庁公報。本出願の団体（以下、「出願
人」）は、法によって記載される通り、優先権が主張される出願を上述の特定の参照文献
に規定する。出願人は、法が、特定の参照言語において不明瞭であり、米国特許出願への
優先権を主張するにあたり、シリアル番号または「継続出願」もしくは「一部継続出願」
等の任意の特徴のいずれも必要としないことを出願人は理解する。これにかかわらず、出
願人は、ＵＳＰＴＯのコンピュータプログラムが或るデータ入力を要することを理解し、
それ故に、出願人は、上述の親出願の一部継続出願として本願を指定しているが、親出願
の事項に追加される新規事項を本願が含むか否かについては、このような指定が、いかな
る形式の注釈および／または容認があっても、決して考慮されないということを明白に示
す。
【０００４】
　〔技術分野〕
　本開示は、原子炉心に対する核燃料注入分布の測定、特に、初期運転（ＢＯＣ）原子炉
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心に対する核燃料注入分布の測定に一般的に関する。
【０００５】
　〔概要〕
　一態様において、これに限られないが、本発明の方法は、参照原子炉の炉心の状態に関
連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の取得と、原子炉のシミュレー
トされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生成と、原子炉のシミュ
レートされたＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期位置の１組の選択と、１組の上記
領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期燃料設計パラメ
ータ値の１組の生成と、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置
する上記領域の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用
する、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの
分布の計算と、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の
位置の１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組に
おける少なくとも１つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成とを含む。
【０００６】
　他の態様において、これに限られないが、本発明の方法は、参照原子炉の炉心の状態に
関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の取得と、原子炉のシミュレ
ートされたＢＯＣ炉心に対する初期燃料注入の分布の生成と、原子炉のシミュレートされ
たＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期位置の１組の選択と、１組の上記領域のそれ
ぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初期燃料設計パラメータ値の１
組の生成と、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領
域の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミ
ュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算
と、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組
を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少な
くとも１つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成と、シミュレートされた
上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく、原子炉の炉心の、少
なくとも１つ以上の燃料集合体の設置とを含む。
【０００７】
　他の態様において、これに限られないが、本発明の方法は、シミュレートされたＢＯＣ
原子炉心を生成する、ＢＯＣシミュレーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入
分布の決定と、シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートさ
れた位置の１組にしたがう、上記原子炉の上記炉心の少なくとも１つ以上の燃料集合体の
設置と、選択された時間間隔に対する上記原子炉の上記炉心の操作と、上記原子炉の上記
炉心内部の１つ以上の位置における、少なくとも１つ以上の炉心パラメータの少なくとも
一回以上の測定を使用する、測定された炉心パラメータ分布の生成と、測定されて生成さ
れた炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働する原子炉心の少なくとも１つ以上の
炉心パラメータ分布との比較と、測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュ
レートされた稼働する上記原子炉心の少なくとも１つ以上の上記炉心パラメータ分布との
比較を利用した、上記原子炉の上記炉心の操作順応状態の決定とを含む。
【０００８】
　１つ以上の様々な態様において、これに限られないが、本発明に関係するシステムは、
ここで言及される方法の態様に対して効果を奏する回路および／またはプログラムを含み
、上記回路および／または上記プログラムは、システム設計者の設計選択にしたがって、
ここで言及される方法の態様に対して効果を奏するように構成された、ハードウェア、ソ
フトウェア、および／またはファームウェアの実質的な何れかの組み合わせであってもよ
い。
【０００９】
　一態様において、これに限られないが、本発明の非一過性記録媒体は、参照原子炉の炉
心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の取得と、原子炉
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のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生成と、原
子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位置の１組の選
択と、１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初
期燃料設計パラメータ値の１組の生成と、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期
位置の１組に位置する上記領域の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメー
タ値の１組を利用する、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の原子
炉心パラメータの分布の計算と、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１
組に対する、次の位置の１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、
上記領域の１組における少なくとも１つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分
布の生成とを実行可能であるプログラム命令を含む。
【００１０】
　一態様において、これに限られないが、本発明の非一過性記録媒体は、参照原子炉の炉
心の状態に関連する、少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の取得と、原子炉
のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生成と、原
子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位置の１組の選
択と、１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用する、初
期燃料設計パラメータ値の１組の生成と、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期
位置の１組に位置する上記領域の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメー
タ値の１組を利用する、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の原子
炉心パラメータの分布の計算と、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１
組に対する、次の位置の１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、
上記領域の１組における少なくとも１つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分
布の生成と、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１
組に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも１つ以上の燃料集合体の設置とを実行可能であ
るプログラム命令を含む。
【００１１】
　他の態様において、これに限られないが、本発明の非一過性記録媒体は、シミュレート
されたＢＯＣ原子炉心を生成する、ＢＯＣシミュレーション工程を使用した、原子炉の炉
心の初期注入分布の決定と、シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シ
ミュレートされた位置の１組にしたがう、上記原子炉の上記炉心の少なくとも１つ以上の
燃料集合体の設置と、上記原子炉の上記炉心内部の１つ以上の位置における、少なくとも
１つ以上の炉心パラメータの少なくとも一回以上の測定を使用する、測定された炉心パラ
メータ分布の生成と、測定されて生成された、炉心パラメータ分布と、シミュレートされ
た、稼働する原子炉心の少なくとも１つ以上の炉心パラメータ分布との比較と、測定され
て生成された、上記炉心パラメータ分布と、シミュレートされた、稼働する上記炉心の少
なくとも１つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した、上記原子炉の上記炉心
の操作順応状態の決定とを実行可能であるプログラム命令を含む。
【００１２】
　他の態様において、これに限られないが、本発明のシステムは、非一過性記録媒体に保
持されたプログラム命令を実行するように操作可能な１つ以上の処理装置を含む制御部を
含み、上記プログラム命令は、参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つ以上
の原子炉心パラメータの分布の取得と、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心に対する
初期燃料注入の分布の生成と、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組
に関連し、上記領域の１組のうちの１つとそれぞれが一致する、初期位置の１組の選択と
、１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用し、上記原子
炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組のうちの１つとそれぞれが関連
する、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成と、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の
上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計
パラメータ値の１組を利用する、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以
上の原子炉心パラメータの分布の計算と、上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布を規定し、シ
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ミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラメータの分布
と、取得された少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラメータの分布との間の、選択され
た許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する偏差を低減する、シミュレートされ
た上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する次の位置の１組を決定するために、シミ
ュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なくとも１つ以上の摂動工
程を実行することによる次の注入分布の生成とを行うために構成されている。
【００１３】
　他の態様において、これに限られないが、本発明のシステムは、非一過性記録媒体に保
持されたプログラム命令を実行するように操作可能な１つ以上の処理装置を含む制御部と
、原子炉とを含み、上記プログラム命令は、参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なく
とも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の取得と、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ
炉心に対する初期燃料注入の分布の生成と、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部
の領域の１組に関連し、上記領域の１組のうちの１つとそれぞれが一致する、初期位置の
１組の選択と、１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも１つ以上の設計変数を利用
し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組のうちの１つとそ
れぞれが関連する、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成と、シミュレートされた上記
ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と関連する、生成された上記
初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少な
くとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算と、上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布
を規定し、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラ
メータの分布と、取得された少なくとも１つ以上の上記原子炉心パラメータの分布との間
の、選択された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する偏差を低減する、シミ
ュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する次の位置の１組を決定する
ために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なくとも１つ
以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成とを行うために構成され、上記
原子炉は、上記制御部によって決定された次の上記注入分布にしたがって設置可能な、複
数の燃料集合体を含む。
【００１４】
　他の態様において、これに限られないが、本発明のシステムは、原子炉心を含む原子炉
と、制御部とを含み、上記原子炉心は、複数の燃料集合体を含み、上記制御部は、シミュ
レートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、ＢＯＣシミュレーション工程を使用した、上記
原子炉心の初期注入分布の決定と、選択された時間間隔に対する上記原子炉の上記炉心の
操作にしたがう、上記原子炉の上記炉心内部の１つ以上の位置における、少なくとも１つ
以上の炉心パラメータの少なくとも一回以上の測定を使用する、測定された炉心パラメー
タ分布の生成と、測定されて生成された炉心パラメータ分布と祝なくとも上記初期注入分
布を利用し生成され、シミュレートされた稼働する原子炉心の少なくとも１つ以上の炉心
パラメータ分布との比較と、測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレー
トされた稼働する上記原子炉心の少なくとも１つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較
を利用した、上記原子炉の上記炉心の操作順応状態の決定とを実行可能であり、上記原子
炉心の複数の上記燃料集合体はシミュレートされた少なくとも１つ以上の上記ＢＯＣ原子
炉心の領域の1組のシミュレートされた位置の１組と、追加でシミュレートされた稼働す
る原子炉心にしたがって設置可能である。
【００１５】
　前述に加え、様々な別の方法および／またはシステムおよび／またはプログラムプロダ
クトの態様は、本開示の文言（例えば、請求項および／または詳細な説明）および／また
は図面等の教示において示され、記載される。
【００１６】
　前述の記載は概要であるため、簡略化、一般化、詳細の包括および／または省略を含み
得、それ故に、当業者は、概要が単に例証としかならず、決して限定されることを意図し
ないということを理解している。装置および／もしくは工程、ならびに／または、ここに
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記載される別の内容の、別の態様、特徴および利点は、ここに示される教示において明ら
かになる。
【００１７】
　〔図面の簡単な説明〕
　図１Ａは、本発明の一実施形態に基づく、ＢＯＣの原子炉心においてシミュレートされ
た注入分布を生成するためのシステムのブロック図の概略である。
【００１８】
　図１Ｂは、本発明の一実施形態に基づく、ＢＯＣの原子炉心においてシミュレートされ
た注入分布を生成するためのシステムによって実行可能なプログラミングモジュールのブ
ロック図の概略である。
【００１９】
　図１Ｃは、本発明の一実施形態に基づく、ＢＯＣの原子炉心においてシミュレートされ
た注入分布を生成するためのシステムによって実行可能なデータベースのブロック図の概
略である。
【００２０】
　図１Ｄは、本発明の一実施形態に基づく、原子炉心パラメータの分布のタイプのブロッ
ク図の概略である。
【００２１】
　図１Ｅは、本発明の一実施形態に基づく、複数の燃料集合体から形成された原子炉心の
横断面図である。
【００２２】
　図１Ｆは、本発明の一実施形態に基づく、複数の燃料集合体から形成された原子炉心の
等角図である。
【００２３】
　図１Ｇは、本発明の一実施形態に基づく、複数の燃料ピンを含む燃料集合体の横断面図
である。
【００２４】
　図１Ｈは、本発明の一実施形態に基づく、シミュレートされたＢＯＣの原子炉心の、原
子炉の燃料のタイプのブロック図の概略である。
【００２５】
　図１Ｉは、本発明の一実施形態に基づいて表された、本発明のシミュレーションを実行
するために選択された領域を有する複数の燃料集合体から形成された原子炉心の横断面図
である。
【００２６】
　図１Ｊは、本発明の一実施形態に基づく、原子炉心の複数の燃料集合体を取り囲む、本
発明のシミュレーションを実行するために選択された領域を有する複数の燃料集合体から
形成された原子炉心の横断面図である。
【００２７】
　図１Ｋは、本発明の一実施形態に基づいて表される、複数の代替となる組立体のシミュ
レーション領域を有する燃料集合体の等角図である。
【００２８】
　図１Ｌは、統計的統合を介して単一の領域に対して１つ以上の特性を計算するための複
数の領域の利用を表す、複数の燃料集合体から形成された原子炉心の横断面図である。
【００２９】
　図１Ｍは、本発明の一実施形態に基づく、設計変数のタイプのブロック図の概略である
。
【００３０】
　図１Ｎは、本発明の一実施形態に基づく、核燃料設計パラメータのタイプのブロック図
の概略である。
【００３１】
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　図１Ｏは、本発明の一実施形態に基づく、原子炉心パラメータの分布のタイプのブロッ
ク図の概略である。
【００３２】
　図１Ｐは、本発明の一実施形態に基づく、ＢＯＣの原子炉心においてシミュレートされ
た注入分布を生成するシステムによって実行可能な摂動工程を表す工程フロー図である。
【００３３】
　図２Ａは、本発明の一実施形態に基づく、原子炉心に１つ以上の燃料集合体を設置する
ためのシステムのブロック図の概略である。
【００３４】
　図２Ｂは、本発明の一実施形態に基づく、原子炉心に１つ以上の燃料集合体を設置する
ためのシステムの概略図である。
【００３５】
　図２Ｃは、本発明の一実施形態に基づく、原子炉心に１つ以上の燃料集合体を設置する
ためのシステムによって、実行可能なプログラミングモジュールのブロック図の概略であ
る。
【００３６】
　図２Ｄは、本発明の一実施形態に基づく、本発明において利用するための原子炉のタイ
プのブロック図の概略である。
【００３７】
　図３Ａは、本発明の一実施形態に基づく、原子炉心の操作順応状態を決定するためのシ
ステムのブロック図の概略である。
【００３８】
　図３Ｂは、本発明の一実施形態に基づく、原子炉心の操作順応状態を決定するためのシ
ステムによって実行可能なプラグラミングモジュールのブロック図の概略である。
【００３９】
　図３Ｃは、本発明の一実施形態に基づく、本発明における利用に適した原子炉心を測定
するシステムのタイプのブロック図の概略である。
【００４０】
　図３Ｄは、本発明の一実施形態に基づく、原子炉心の操作順応状態を決定するためのシ
ステムの作業運転を表す作業フロー図である。
【００４１】
　図４Ａは、ＢＯＣの原子炉心においてシミュレートされた注入分布を生成するための方
法の高レベルのフローチャートである。
【００４２】
　図４Ｂ～２６は、図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【００４３】
　図２７Ａは、原子炉心に１つ以上の燃料集合体を設置するための方法の高レベルのフロ
ーチャートである。
【００４４】
　図２７Ｂ～５４は、図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである
。
【００４５】
　図５５は、原子炉心の操作順応状態を決定するための方法の高レベルのフローチャート
である。
【００４６】
　図５６～６８は、図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【００４７】
　〔詳細な説明〕
　以下の詳細な説明においては、一部の明細書を形成する、付随する図面を参照する。図
面において、同様の符号は、前後関係から別のものであることが指示されない限り、一般
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的に同様の部材を特定する。詳細な説明に記載された例証的な実施形態、図面および特許
請求の範囲は、限定されることを意味しない。ここに存在する発明の内容の精神または範
囲から離れなければ、別の実施形態は利用され得、別の変形例は作成され得る。
【００４８】
　図１Ａ～１Ｐを概ね参照すると、原子炉心のシミュレートされた核燃料注入分布を生成
するためのシステム１００は、本発明に基づいて記載されている。増殖燃焼原子炉等の原
子炉は、原子炉心の組成物が初期寿命（ＢＯＬ）の状態から均衡状態または均衡状態に近
い状態になるので、反応度を維持するために、再注入すること、および、点火特性を移し
替えることを必要とする、移行期に直面することが理解される。この移行期の間、原子炉
の作業者は、入念に予定され、極めて繊細な、燃料を移し替える機械的作業を実行する必
要がある。
【００４９】
　本発明は、参照原子炉に関連する参照原子炉心パラメータの分布から、選択された許容
量以下の等級だけ離れている原子炉心パラメータの分布を生成する、新たに注入した核燃
料の分布を決定することを目的とする。本発明の一実施形態において、システム１００は
、選択されたレベルの精度以下の等級で均衡状態にある、操作された参照原子炉心（すな
わち、少なくとも部分的に燃焼する核燃料で構成された）パラメータの分布（例えば、出
力密度分布または反応度分布）から離れている原子炉心パラメータの分布を生成するのに
適した、新たな、または、再利用された燃料の濃縮分布を決定するために実行され得る。
したがって、本発明は、第一世代の原子炉における均衡状態のような利益を提供すること
ができ、その結果、初期寿命の状態から均衡状態までの移行期の時間の消費の必要性を無
くすか、少なくとも低減することができる。
【００５０】
　図１Ａは、本発明の一実施形態に基づく、注入分布生成システム１００のブロック図の
概略を示す。本発明の一態様において、注入分布生成システム１００は、制御装置１０２
を含み得る。本発明の別の態様において、制御装置１０２は、炉心パラメータ分布源１０
４（例えば、記憶装置に維持された炉心パラメータの分布のデータベース）に通信可能に
連結されている。本発明の別の態様において、制御装置１０２は、炉心パラメータ分布源
１０４から原子炉心の状態（例えば、均衡状態）に関連する、１つ以上の原子炉心パラメ
ータ分布１０３（例えば、出力分布）を取得するために構成されている。本発明のさらな
る態様において、制御装置１０２は、原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉
心に対する初期燃料注入の分布を生成するために構成されている。本発明の別の態様にお
いて、制御装置１０２は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関
連する初期位置の１組を選択するために構成されている。本発明の別の態様において、制
御装置１０２は、１組の領域のそれぞれに対して、少なくとも１つの設計変数を利用する
初期熱設計パラメータ値の１組を生成するために構成されている。本発明の別の態様にお
いて、制御装置１０２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の初期位置の１組に位置する領
域の１組に関して、生成された初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレー
トされたＢＯＣ炉心の原子炉心パラメータの分布を計算するために構成されている。本発
明の別の態様において、制御装置１０２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の
１組に対する次の位置の１組を決定するために、シミュレートされたＢＯＣ炉心の領域の
１組において、１つ以上の摂動工程を行うことによって注入の分布を生成するために構成
されている。この点において、次、または最後の位置の１組は、シミュレートされたＢＯ
Ｃ炉心が参照原子炉心の核燃料分布と異なる核燃料分布から構成されていても、シミュレ
ートされたＢＯＣ炉心の原子炉炉心パラメータの分布を、所定の許容量内で、参照原子炉
から取得された原子炉パラメータの分布に集中させることを実行する。
【００５１】
　図１Ｂは、（図１Ａに示されるような）記憶装置１０８に維持され、本開示に渡って記
載されている、１つ以上のステップを実行するために構成されたプログラム命令１０５の
１つ以上の組のブロック図を示す。図１Ｃは、記憶装置１０８（または本技術分野におい
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て周知である、任意の別の周知の記憶装置）において維持され、本発明の１つ以上のステ
ップの結果を格納するために構成されたデータベース１０７の１組のブロック図を示す。
これらのステップのそれぞれは、この開示の残りに渡って、さらに詳細に説明される。
【００５２】
　本発明の一実施形態において、制御装置１０２は、本開示に渡って記載されている様々
な１つ以上のステップを実行するために構成された、１つ以上のコンピュータ処理装置１
０６を含み得るが、これに限定されない。この点において、１つ以上の処理装置１０６に
、本開示に渡って記載されている１つ以上の様々なステップを実行させるのに適した非一
過性記録媒体（例えば、制御装置１０２の記憶装置１０８）に維持されたプログラム命令
１０５を、１つ以上の処理装置１０６は検索し得る。一実施形態において、制御装置１０
２は、本技術分野において周知の任意の計算装置を含み得る。制御装置１０２は、パーソ
ナルコンピュータシステム、大型コンピュータシステム、ワークステーション、画像コン
ピュータ、パラレルプロセッサ、または、本技術分野において周知である任意の別の計算
装置を含み得るが、これらに限定されない。一般的に、「計算装置」という用語は、情報
処理能力を有する任意の装置を包含するために、大雑把に定義され得る。例えば、計算装
置は、非一過性記録媒体からのコンピュータプログラムの命令を実行するのに適した、１
つ以上の処理装置を含み得るが、これらに限定されない。非一過性記録媒体は、読み出し
専用記憶装置、ランダムアクセス記憶装置、磁性または光ディスク、半導体メモリ、磁気
テープ等を含み得るが、これらに限定されない。
【００５３】
　図１Ａを再び参照すると、本発明の一実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の
処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に通信可能に連結され、炉心パラメータ
分布源１０４から、１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３を取得するために構成され
ている。一実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、データベ
ースの形式という所定の状態で、参照原子炉心に対する原子炉心パラメータの分布を取得
し得る。別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、参照原
子炉心内部の位置の関数としての原子炉心のパラメータを示す、二次元マップまたは三次
元マップ等のマップを代表する１組のデータの形式という所定の状態で、原子炉心に対す
る原子炉心パラメータの分布を取得し得るが、これに限定されない。
【００５４】
　一実施形態において、炉心パラメータ分布源１０４は、原子炉心の状態に関連する１つ
以上の原子炉心パラメータ分布１０３を格納および／または維持するために構成された、
１つ以上の記憶装置を含み得るが、これに限定されない。炉心パラメータ分布源１０４は
、本技術分野において周知の任意の記憶装置を含み得る。一実施形態において、炉心パラ
メータ分布源１０４は、１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３を格納するのに適した
携帯用の記憶装置を含む。例えば、炉心パラメータ分布源１０４は、携帯用フラッシュ素
子、光ディスク、半導体素子等を含み得るが、これらに限定されない。別の実施形態にお
いて、炉心パラメータ分布源１０４は、１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３を格納
するのに適した遠隔記憶装置およびシステムを含み得る。例えば、炉心パラメータ分布源
１０４は、データネットワーク（例えば、インターネット）を介して、制御装置１０２を
通信可能に連結した遠隔サーバを含み得るが、これに限定されない。別の例として、炉心
パラメータ分布源１０４は、ローカルデータネットワーク（例えば、インターネット）を
介して制御装置１０２に通信可能に連結されたローカルサーバを含み得るが、これに限定
されない。別の実施形態において、炉心パラメータ分布源１０４は、制御装置１０２の記
憶媒体１０８を含み得るが、これに限定されない。
【００５５】
　一実施形態において、１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３は、測定された原子炉
心パラメータの分布を含み得る。例えば、原子炉心パラメータの分布は、所望の状態（例
えば、均衡もしくは均衡に近い状態、均衡に近づいている状態、または、均衡開始状態）
の間に、稼働する原子炉の、原子炉心パラメータの分布を測定することによって取得され
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得る。別の実施形態において、１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３は、シミュレー
トされた原子炉心パラメータの分布を含み得る。例えば、原子炉心パラメータの分布は、
所望の状態（例えば、均衡もしくは均衡に近い状態、均衡に近づいている状態、または、
均衡開始状態）の間に、選択された原子炉（例えば、「新品でない」燃料を注入した原子
炉）のコンピュータシミュレーションを介して取得され得る。
【００５６】
　一実施形態において、１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３は、原子炉の均衡状態
の原子炉心パラメータの分布を含む。例えば、参照原子炉心の均衡状態に関連する１つ以
上の原子炉パラメータの分布１０３は、炉心パラメータ分布源１０４において維持され得
る。このとき、原子炉心の均衡状態に関連する１つ以上の格納された原子炉心パラメータ
の分布は、炉心パラメータ分布源１０４から制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６
へ送信され得る。
【００５７】
　別の実施形態において、１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３は、原子炉の均衡に
近づいている状態の原子炉心パラメータの分布を含む。例えば、参照原子炉心における均
衡に近づいている状態に関連する、１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３は、炉心パ
ラメータ分布源１０４において維持され得る。このとき、原子炉心の均衡に近づいている
状態に関連する、１つ以上の格納された原子炉心パラメータ分布１０３は、炉心パラメー
タ分布源１０４から制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６へ送信され得る。
【００５８】
　別の実施形態において、１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３は、原子炉の均衡開
始状態の原子炉心パラメータの分布を含む。例えば、参照原子炉心の均衡開始状態に関連
する、１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３は、炉心パラメータ分布源１０４におい
て維持され得る。このとき、原子炉心の均衡開始状態に関連する、１つ以上の格納された
原子炉心パラメータ分布１０３は、炉心パラメータ分布源１０４から制御装置１０２の１
つ以上の処理装置１０６へ送信され得る。
【００５９】
　図１Ｄは、本発明の１つ以上の実施形態に基づく炉心パラメータ分布源１０４から取得
された原子炉心パラメータ分布１０３のブロック図を示す。炉心パラメータ分布源１０４
から取得された１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３は、本技術分野において周知で
ある、任意の原子炉心パラメータの分布を含み得る。一実施形態において、炉心パラメー
タ分布源１０４から取得された１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３は、原子炉心の
出力密度分布１０９、または、出力密度分布の変化率１１０を含み得るが、これらに限定
されない。例えば、参照原子炉心の状態に関連する出力の分布１０９（または出力密度分
布の変化率１１０）は、炉心パラメータ分布源１０４に格納され得る。このとき、参照原
子炉心の状態に関連する、格納された炉心出力密度分布１０９（または出力密度分布の変
化率１１０）は、炉心パラメータ分布源１０４から制御装置１０２の１つ以上の処理装置
１０６へ送信され得る。
【００６０】
　別の実施形態において、炉心パラメータ分布源１０４から取得された１つ以上のパラメ
ータの分布は、原子炉心の反応度分布１１１または反応度分布の変化率１１２を含むが、
これらに限定されない。例えば、参照原子炉心の状態に関連する反応度分布１１１（また
は反応度分布の変化率１１２）は、炉心パラメータ分布源１０４に格納され得る。このと
き、参照原子炉心の状態に関連する、格納された原子炉心の反応度分布１１１（または反
応度分布の変化率１１２）は、炉心パラメータ分布源１０４から制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６へ送信され得る。
【００６１】
　１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３は、本技術分野において周知である、任意の
原子炉心の状態に関し得る。いくつかの実施形態において、１つ以上の原子炉心パラメー
タ分布１０３は、熱原子炉（例えば、軽水炉）、高速原子炉、増殖燃焼原子炉および進行
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波炉のうちの少なくとも１つの炉心の状態に関し得る。例えば、参照熱原子炉心の状態に
関連する１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３は、炉心パラメータ分布源１０４に格
納され得る。このとき、参照熱原子炉心の状態に関連する格納されたパラメータの分布は
、炉心パラメータ分布源１０４から制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６へ送信さ
れ得る。別の例として、参照高速原子炉心の状態に関連する１つ以上の原子炉心パラメー
タの分布は、炉心パラメータ分布源１０４に格納され得る。このとき、参照高速原子炉心
の状態に関連する、格納されたパラメータの分布は、炉心パラメータ分布源１０４から制
御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６へ送信され得る。別の例として、参照増殖燃焼
原子炉心の状態に関連する１つ以上の原子炉心パラメータの分布は、炉心パラメータ分布
源１０４に格納され得る。このとき、参照増殖燃焼原子炉心の状態に関連する、格納され
たパラメータの分布は、炉心パラメータ分布源１０４から制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６へ送信され得る。別の例として、参照進行波炉の状態に関連する１つ以上の
原子炉心パラメータの分布は、炉心パラメータ分布源１０４に格納される。このとき、参
照進行波炉の炉心の状態に関連する、格納されたパラメータの分布は、炉心パラメータ分
布源１０４から制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６に送信され得る。
【００６２】
　別の実施形態において、１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３は、１つ以上の燃料
集合体を有する原子炉心の状態に関し得る。例えば、１つ以上の燃料集合体を有する参照
原子炉心の状態に関連する１つ以上の原子炉パラメータの分布は、炉心パラメータ分布源
１０４に格納され得る。このとき、１つ以上の燃料集合体を有する参照原子炉心の状態に
関連する、格納されたパラメータ分布は、炉心パラメータ分布源１０４から制御装置１０
２の１つ以上の処理装置１０６へ送信され得る。
【００６３】
　さらなる実施形態において、１つ以上の原子炉心のパラメータ分布１０３は、１つ以上
の燃料ピンを備えた１つ以上の燃料集合体を有する原子炉心の状態に関し得る。例えば、
１つ以上の燃料ピンを備えた１つ以上の燃料集合体を有する参照原子炉心の状態に関連す
る１つ以上の原子炉心パラメータの分布は、炉心パラメータ分布源１０４に格納され得る
。このとき、１つ以上の燃料ピンを備えた１つ以上の燃料集合体を有する参照原子炉心の
状態に関連する、格納されたパラメータの分布は、炉心パラメータ分布源１０４から制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６へ送信され得る。当業者は、所定の燃料集合体が
、アレイ構造に結集した、かなりの数の燃料ピンを含むということを理解する。燃料集合
体内部の選択されたピン／燃料の配置が、中性子の性能を最適化するために選択され得る
ということに、さらに留意する。増殖炉の六角形の燃料集合体における燃料ピンの配置は
、Alan E. Waltar and Albert B. Reynolds, Fast Breeder Reactors、第１版、Pergamon
 Press Inc.、１９８１年、第１１９頁に概して記載されており、これは、そのまま参考
文献として、ここに組み込まれる。原子炉の所定の燃料集合体の構造内部では、任意の周
知であるピンの配置を有する炉心パラメータの分布が、本発明を実施するのに適している
ということが、ここで理解される。
【００６４】
　１つ以上格納された原子炉心パラメータ分布１０３が、本技術分野において周知である
任意の核分裂性、または、核分裂可能な物質を含む参照原子炉心の状態に関連し得るとい
うことに、ここでは留意する。一実施形態において、１つ以上の原子炉心パラメータ分布
１０３は、プルトニウムを含む原子炉心の状態に関し得る。例えば、参照原子炉のプルト
ニウムを含有する炉心の状態に関連する、１つ以上の炉心パラメータの分布は、炉心パラ
メータ分布源１０４に格納され得る。このとき、参照原子炉のプルトニウムを含有する炉
心の状態に関連する、格納されたパラメータの分布は、炉心パラメータ分布源１０４から
制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６へ送信され得る。別の実施形態において、１
つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３は、ウランを含む原子炉心の状態に関し得る。例
えば、参照原子炉のウランを含む炉心の状態に関連する１つ以上の原子炉心パラメータの
分布は、炉心パラメータ分布源１０４に格納され得る。このとき、参照原子炉のウランを
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含む炉心の状態に関連する、格納されたパラメータの分布は、炉心パラメータ分布源１０
４から制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６へ送信され得る。
【００６５】
　図１Ａおよび１Ｂを再び参照すると、本発明の一実施形態において、制御装置１０２の
１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心に対する初期燃料
注入の分布を生成するために構成されている。初期燃料注入の分布（または、ここに記載
されている任意の燃料注入の分布）が、原子炉心（例えば、シミュレートされた炉心また
は本物の炉心）内部における核燃料の様々な構成物質の空間的配置の代替であるというこ
とに、ここでは留意する。この点において、本発明の所定の核燃料注入の分布（例えば、
初期燃料注入の分布）は、原子炉の炉心内部の位置の関数として、核燃料の構成物質の分
布を表示するデータベースまたはマップ（例えば、二次元または三次元マップ）から構成
され得る。
【００６６】
　例えば、図１Ｂに示されるように、記憶装置１０８のプログラム命令１０５は、制御装
置１０２の１つ以上の処理装置１０６に、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心に対す
る初期燃料注入の分布を生成させるために構成された、初期核燃料注入分布生成器１３０
を含み得る。さらなる実施形態において、図１Ｃに示されるように、制御装置１０２は、
記憶装置１０８または本技術分野において周知である、任意の別の周知の記憶装置に維持
された１つ以上のデータベース１０７における、生成された初期燃料注入の分布１３９を
格納し得る。
【００６７】
　一実施形態において、炉心パラメータ分布源１０４から取得された１つ以上の原子炉心
パラメータ分布１０３に基づく、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉
のシミュレートされたＢＯＣ炉心に対する初期核燃料注入の分布を生成し得る。例えば、
１つ以上の処理装置１０６は、制御装置１０２の記憶装置１０８（または遠隔データ源か
らの記憶装置）に格納された過去のデータを、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心に
対する初期核燃料注入分布を生成するために、炉心パラメータ分布源１０４から取得され
た１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３と比較し得る。このとき、１つ以上の処理装
置１０６は、生成された初期核燃料注入分布１３９を、格納のために、記憶装置１０８に
おける１つ以上のデータベース１０７に送信し得る。
【００６８】
　別の実施形態において、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心に対する初期燃料注入
の分布は、ユーザの入力を介して制御装置１０２に選択されるか、入力され得る。例えば
、ユーザーインターフェース１１４のユーザ入力装置１１８は、原子炉のシミュレートさ
れたＢＯＣ炉心に対する初期燃料注入の分布（例えば、記憶装置１０８への入力分布）を
、制御装置１０２に入力するためにユーザによって利用され得る。別の例として、制御装
置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、ユーザーインターフェース１１４のディスプレ
イ１１６を介して、初期燃料注入の分布の選択肢の１組をユーザに示し得る。このとき、
ユーザは、１つ以上のディスプレイ１１４上に表示された初期燃料注入の分布の１組を選
択し得る。さらなる実施形態において、初期燃料注入の分布の選択肢は、炉心パラメータ
分布源１０４から取得された１つ以上の炉心パラメータの分布１０３に基づいて取得され
得る。
【００６９】
　別の実施形態において、制御装置１０２は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心に
対する初期燃料注入の分布を無作為に生成するために構成されている。例えば、炉心パラ
メータ分布源の１０４から取得された１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３に基づき
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉
心に対する初期核燃料注入分布を無作為に生成し得る。
【００７０】
　図１Ｅ～Ｆは、本発明の一実施形態に基づく、シミュレートされた原子炉心１２０のグ
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ラフ表示を示す。一実施形態において、初期燃料注入の分布は、図１Ｅおよび図１Ｆに示
されるように、複数のシミュレートされた燃料集合体１２４を含み得るが、これらに限定
されない原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０についての制御装置１０２によっ
て生成され得る。さらなる実施形態において、炉心パラメータ分布源１０４から取得され
た１つ以上の原子炉パラメータの分布１０３に基づき、制御装置１０２の１つ以上の処理
装置１０６は、複数の燃料集合体１２４を有する、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉
心１２０に対する初期核燃料注入分布を生成し得る。本発明のシミュレートされたＢＯＣ
炉心１２０は、任意の数の形態を取り得るということに、ここでは留意する。図１Ｅおよ
び図１Ｆは、六角形の配列に設置された複数の六角形状（hexagonoid-shape）の燃料集合
体１２４を備えた炉心１２０を表す。図１Ｅおよび図１Ｆにおいて表された配置は、限定
されず、単に例図のために提示されているということに、さらに留意する。本発明のシミ
ュレートされた炉心１２０は、円筒、平行六面体、三角柱、円錐構造、螺旋構造等の代替
となる燃料集合体の構造を含み得るが、これらに限定されないということに留意する。さ
らに、本発明のシミュレートされた炉心１２０の燃料集合体のアレイ構造は、長方形のア
レイ、正方形のアレイ、円筒形の緊密に詰めたアレイ、同心円等の代替となるアレイ構造
を含み得るが、これらに限定されない。
【００７１】
　図１Ｇに示されるように、さらなる実施形態において、１つ以上のＢＯＣ炉心１２０の
シミュレートされた燃料集合体１２４は、複数の燃料ピン１２５を含み得るが、これに限
定されない。一実施形態において、炉心パラメータ分布源１０４から取得された１つ以上
の原子炉心パラメータ分布１０３に基づき、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６
は、複数の燃料ピン１２５をそれぞれ備えた複数の燃料集合体１２４を有する、原子炉の
シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０に対する初期核燃料注入分布を生成し得る。
【００７２】
　シミュレートされた炉心１２０のそれぞれの燃料集合体１２４内部で、燃料ピンの構造
および配置は、本技術分野において周知で任意の形態をとり得るということに、ここでは
留意する。例えば、図１Ｇに示されるように、燃料ピンは、円筒型の形をしており、燃料
集合体１２４内部に緊密に詰めた六角形のアレイ内部に設置され得る。別の実施形態にお
いて、図示されていないが、炉心のシミュレートされた燃料ピンは、六角形状、平行六面
体、三角柱、螺旋形状、円錐形状等を有し得る。別の実施形態において、図示されていな
いが、炉心のシミュレートされた燃料ピンは、長方形のアレイ、正方形のアレイ、同心円
のアレイ等に設置され得る。
【００７３】
　別の実施形態において、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０のシミュレートされた燃
料集合体１２４における複数の燃料ピン１２５のそれぞれは、選択された核燃料を含み得
る。この点において、初期燃料注入の分布は、本技術分野において周知である任意の核燃
料を含む、シミュレートされたＢＯＣ炉心に対する制御装置１０２によって生成され得る
。一実施形態において、制御装置１０２は、ＢＯＣ炉心のそれぞれの燃料集合体のうちの
それぞれのピンに対する核燃料組成物を選択することによって、結果的に全面的に炉心の
広い核燃料分布となる、シミュレートされたＢＯＣ炉心を形成し得る。例えば、図１Ｈに
示されるように、シミュレートされたＢＯＣ炉心の核燃料１２６の一部は、再利用核燃料
１２７、未燃焼核燃料１２８、または、濃縮核燃料１２９を含み得るが、これらに限定さ
れない。
【００７４】
　例えば、炉心パラメータ分布源１０４から取得された１つ以上の原子炉心の分布１０３
に応じて、１つ以上の処理装置１０６は、再利用核燃料１２７を含む、原子炉のシミュレ
ートされたＢＯＣ炉心に対する初期燃料注入の分布を生成するために構成されている。例
えば、シミュレートされた炉心１２０の１つ以上の燃料集合体１２４のうちの１つ以上の
燃料ピン１２５は、選択された量およびタイプの再利用核燃料１２７を含み得る。
【００７５】
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　別の例として、炉心パラメータ分布源１０４から取得された１つ以上の原子炉心パラメ
ータ分布１０３に応じて、１つ以上の処理装置１０６は、未燃焼核燃料１２８を含む、原
子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心に対する初期燃料注入の分布を生成するために構成
されている。例えば、シミュレートされた炉心１２０の１つ以上の燃料集合体１２４のう
ちの１つ以上の燃料ピン１２５は、選択された量およびタイプの未燃焼核燃料１２８を含
み得る。
【００７６】
　別の例として、炉心パラメータ分布源１０４から取得された１つ以上の原子炉心パラメ
ータ分布１０３に応じて、１つ以上の処理装置１０６は、濃縮核燃料１２９を含む、原子
炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心に対する初期燃料注入の分布を生成するために構成さ
れている。例えば、シミュレートされた炉心１２０の１つ以上の燃料集合体１２４のうち
の１つ以上の燃料ピン１２５は、選択された量およびタイプの濃縮核燃料１２９を含み得
る。シミュレートされたＢＯＣ炉心が、本技術分野において周知である任意の濃縮原子炉
を含むことに、ここでは留意する。例えば、濃縮原子炉は、濃縮ウラン燃料を含み得るが
、これに限定されない。
【００７７】
　別の実施形態において、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心は、原子炉のＢＯＬの
原子炉心を含み得るが、これに限定されない。したがって、原子炉のシミュレートされた
ＢＯＣ炉心に対する、生成された初期燃料注入の分布は、原子炉のシミュレートされたＢ
ＯＬの原子炉心に対する初期燃料注入の分布を含み得るが、これに限定されない。例えば
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＬの
原子炉心に対する初期燃料注入の分布を生成するために構成され得る。例えば、炉心パラ
メータ分布源１０４から取得された１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３に基づき、
制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＬの原
子炉心に対する初期核燃料注入分布を生成し得る。
【００７８】
　図１Ａ～１Ｃを再び参照すると、本発明の一実施形態において、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内部の１組の領
域のそれぞれに関連する、初期位置の１組を選択するために構成されている。例えば、図
１Ｂに示されるように、記憶装置１０８に維持されたプログラム命令１０５は、制御装置
１０２の１つ以上の処理装置１０６に、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内
部の１組の領域のそれぞれに関連する初期位置の１組を選択させるために構成された初期
位置選択アルゴリズム１３２を含み得る。一実施形態において、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、格納および後の利用のために、選択された初期位置１４０（例え
ば、ｘ、ｙ、ｚの位置、Ｒ、θ、Φの位置等）の１組を、記憶装置１０８の１つ以上のデ
ータベース１０７に送信し得る。
【００７９】
　図１Ｉ～１Ｋは、本発明の一実施形態に基づくシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０、
および、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６によって選択された領域１２２の１
組の図解を示す。一実施形態において、図１Ｉに示されるように、それぞれの領域１２２
は、ＢＯＣ炉心１２０の単一の燃料集合体１２４と一致し得る。この点において、制御装
置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、初期位置１４０の１組を選択するために構成さ
れており、それによって、選択された１組の初期位置１４０のそれぞれは、それぞれの単
一の組立体を取り囲む領域１２２の燃料集合体１２４の位置（例えば、相対的な位置）と
一致している。
【００８０】
　別の実施形態において、図１Ｊに示されるように、それぞれの領域１２２は、シミュレ
ートされたＢＯＣ炉心１２０の２つ以上の燃料集合体１２４と一致し得る。例えば、図１
Ｊに示されるように、領域１２２の面は、燃料集合体１２４ａ、１２４ｂおよび１２４ｃ
を取り囲み得る。この点において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子
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炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の、１組の領域１２２のそれぞれの内部に含まれ
る２つ以上の燃料集合体１２４ａ～ｃと一致する、初期位置１４０の１組を選択するため
に構成されている。領域１２２が、図１Ｊにおいて３つの燃料集合体１２４を取り囲むよ
うに表されているが、これは、限定として解釈されるべきではないということに、ここで
は留意する。それぞれの領域１２２は、任意の適切な数の燃料集合体１２４を取り囲み得
るということが、ここで理解される。
【００８１】
　別の実施形態において、図１Ｋに示されるように、それぞれの領域１２２は、単一の組
立体１２４の一部と一致し得る。例えば、それぞれの領域１２２の面は、単一の組立体１
２４の単一の一部を取り囲み得る。例えば、図１Ｋに示されるように、六角形状の燃料集
合体１２４の場合、複数の「平面の」六角形状の領域１２２ａ～１２２ｇは、異なる燃料
集合体１２４の一部を、それぞれ取り囲み得る。燃料集合体の形状が、（熱力学的要因に
よって生じる膨張および歪みが予想されるが）固定されたままでいるように、代替となる
組立体の領域１２２ａ～１２２ｇの位置が、互いに比較的固定されているということが、
ここで理解されるが、代替となる組立体の領域１２２ａ～１２２ｇは、さらに明細書に記
載されているように、以後の、本発明のシミュレートされた炉心１２０の特性の計算およ
びモデリング（例えば、燃料設計パラメータ等の計算）に利用され得る。また、図１Ｋに
おける六角形状の燃料集合体等、実質的に大きな軸方向の寸法を有する燃料集合体１２４
の場合、堆積された代替となる組立体の領域１２２ａ～１２２ｇの利用は、軸方向に沿っ
て原子炉心１２０の形状の造形を洗練させることを可能にするということが、ここで理解
される。図１Ｋに表されるように、代替となる組立体の領域１２２ａ～１２２ｇの特定の
形状および配置は、これに限定されず、単に例として提示されているということにさらに
留意する。
【００８２】
　例えば、代替となる組立体の領域１２２ａ～ｇは、１つ以上の燃料集合体１２４を含む
１つ以上の燃料ピンと同様に延伸する領域を含み得るが、これに限定されない。例えば、
図１Ｉ～１Ｋには示されていないが、選択された１組の初期位置のそれぞれが、それぞれ
の複数のピンを取り囲む領域と一致することによって、それぞれの領域は、所定の燃料集
合体のうちの複数の燃料ピンを取り囲み得る。この点において、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の１組の領域のそれ
ぞれの内部に含まれる核燃料ピンの１組と一致する、初期位置１４０の１組を選択するた
めに構成されている。この点において、所定の燃料集合体の複数のピンを取り囲むそれぞ
れの代替となる組立体の領域は、以後の、特性の計算およびモデリング（例えば、燃料設
計パラメータ等の計算）に利用され得る。別の例において、図１Ｉ～１Ｋには示されてい
ないが、選択された１組の初期位置のそれぞれが、単一のピンを取り囲む領域の１組と一
致することによって、それぞれの領域は、単一の燃料ピンを取り囲み得る。この点におい
て、所定の燃料集合体の単一のピンを取り囲む、代替となる組立体のそれぞれの領域は、
以後の、特性の形成およびモデリングに利用され得る。
【００８３】
　本発明の別の実施形態において、１組の領域１２２のそれぞれは、選択された体積を有
する三次元領域を含み得るが、これに限定されない。この点において、制御装置１０２の
１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内部の選択
された大きさの三次元体積によって規定された領域１２２の１組に関連する初期位置１４
０の１組を選択するために構成されている。例えば、１つ以上の処理装置１０６は、基準
となるプログラムされた１組に基づく、それぞれの領域の選択された体積の大きさを規定
し得る。例えば、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内部の構成物質の領域の選択され
た体積は、原子炉心の体積、原子炉内部の燃料集合体および燃料ピンの数、シミュレーシ
ョンに必要な速度等を含む様々な要素に依存し得るが、これらに限定されない。別の例と
して、１つ以上の処理装置１０６は、ユーザーインターフェース１１４のユーザーインタ
ーフェース装置１１８を介して取得されたユーザの選択に基づく、それぞれの領域の体積
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を選択し得る。
【００８４】
　本発明の別の実施形態において、１組の領域それぞれは、選択された形状を有する三次
元領域を含むが、これに限定されない。この点において、制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６は、選択された形状を有する三次元体積によって規定された、それぞれの領
域を有する、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部における領域の１組に関連する
初期位置１４０の１組を選択し得る。例えば、図１Ｉに示されるように、選択された形状
は、六角形状を含み得る。また、図１Ｉに示されるように、領域１２２の選択された形状
は、図１Ｉおよび１Ｊにそれぞれ示されるように、単一の六角形状の燃料集合体または複
数の六角形状の燃料集合体の輪郭を示し得る。選択された領域および燃料集合体の形状は
、図１Ｉおよび１Ｊにおいて六角形状を有するように示されているが、これは、本発明の
限定として解釈されるべきではない。領域（および燃料集合体の形状）のうちの１つ以上
の組の体積の選択された形状は、任意の周知である三次元の幾何学的形状を含み得る。例
えば、体積の形状は、円筒、平行六面体（例えば、直平行六面体）、六角形状、楕円、球
体、円板、円形等を含み得るが、これらに限定されない。選択された領域は、燃料集合体
、または、ＢＯＣ炉心の燃料集合体全体と同一の一般的な形状をとるという必要がないと
いうことに、さらに留意する。別の実施形態において、１つ以上の処理装置１０６は、基
準となるプログラムされた１組に基づく、それぞれの領域の選択された体積の形状を規定
し得る。別の実施形態において、１つ以上の処理装置１０６は、ユーザーインターフェー
ス１１４のユーザーインターフェース装置１１８を介して取得されたユーザの選択に基づ
く、それぞれの領域の、それぞれの体積の形状を選択し得る。
【００８５】
　本発明の別の実施形態において、シミュレートされたＢＯＣの原子炉心１２０内部の領
域の１組に含まれる領域の数は選択可能である。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内部の選択された領域の
数から成る領域の１組に関連する、初期位置の１組を選択するために構成されている。ま
た、１つ以上の処理装置１０６は、基準となるプログラムされた１組に基づく領域の数を
選択し得る。さらに、１つ以上の処理装置１０６は、ユーザーインターフェース１１４の
ユーザーインターフェース装置１１８を介して取得されたユーザの選択に基づく数または
領域を選択し得る。
【００８６】
　図１Ａ～１Ｃを再び参照すると、本発明の一実施形態において、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、１つ以上の設計変数に基づく、初期燃料設計パラメータ値の１
組を生成するために構成されている。この点において、制御装置１０２の１つ以上の処理
装置１０６は、所定の領域１２２内部のシミュレートされた核燃料に関連する、１または
設計変数（例えば、熱力学変数、中性子パラメータ値等）に基づく所定の領域１２２内部
で、シミュレートされた核燃料に対する燃料設計パラメータ値を生成し得る。例えば、図
１Ｂに示されるように、記憶装置１０８に維持されたプログラム命令１０５は、制御装置
１０２の１つ以上の処理装置１０６に、１つ以上の設計変数に基づく初期燃料設計パラメ
ータの１組を生成させるために構成された、初期燃料設計プログラム生成アルゴリズム１
３４を含み得る。さらなる実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０
６は、生成された初期燃料設計パラメータ１４１の１組を格納および利用のために、記憶
装置１０８の１つ以上のデータベース１０７に送信し得る。
【００８７】
　一実施形態において、図１Ｉに図式的に表されるように、制御装置１０２の１つ以上の
処理装置１０６は、第一の領域１２２によって取り囲まれた核燃料に関連する、１つ以上
の設計変数を利用する第一の領域１２２に対する初期燃料設計パラメータ値１４１を生成
し得る。この点において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレート
されたＢＯＣ炉心１２０内部のそれぞれの領域１２２に対して、この工程を反復的に繰り
返すことによって、初期燃料設計パラメータ値１４１の１組を形成し得る。
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【００８８】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、所定の領域１
２２に隣接するそれぞれの領域に対して１つ以上の設計変数を利用する、それぞれの領域
１２２に対する初期燃料設計パラメータ値１４１を生成するために構成されている。図１
Ｌに示されるように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、領域１２２および
領域１２２を囲む領域１２３ａ～１２３ｆに対して１つ以上の設計変数を利用する、領域
１２２に対する初期燃料設計パラメータ値１４１を生成し得る。例えば、制御装置１０２
の１つ以上の処理装置１０６は、領域１２３ａ～１２３ｆに対して１つ以上の設計変数の
統計的特性を利用する、領域１２２に対する初期設計パラメータ値１４１を生成し得る。
例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、領域１２３ａ～１２３ｆに対し
て１つ以上の設計変数の平均値、中央値、最大値、最小値等を使用する、領域１２２に対
する初期燃料設計パラメータ値１４１を生成し得る。一例において、制御装置１０２の１
つ以上の処理装置１０６は、領域１２３ａ～１２３ｆに対して１つ以上の設計変数の平均
値を使用する、領域１２２に対する初期燃料設計パラメータ値１４１を生成し得る。別の
例において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、領域１２３ａ～１２３ｆに
対して１つ以上の設計変数の値の統計的中央値を使用する、領域１２２に対する初期燃料
設計パラメータ値１４１を生成し得る。領域１２２および／または１２３ｆの１つ以上の
設計変数の任意の値の統計的配置または選択が、領域１２２に対する初期燃料設計パラメ
ータ値１４１を生成するために利用され得るということに、ここでは留意する。また、制
御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０にお
けるそれぞれの領域に対して、この工程を反復的に繰り返すことによって、初期燃料設計
パラメータ値１４１の１組を形成し得る。１つの領域１２２のみが図１Ｌに計算のために
描かれているが、初期燃料設計パラメータ値１４１の１組が、シミュレートされたＢＯＣ
炉心１２０においてそれぞれ規定された領域１２２に対して、この工程を繰り返すことに
よって生成され得るということに留意する。
【００８９】
　別の実施形態において、１つ以上の設計変数は、初期燃料設計パラメータ値の１組を生
成するために、ピンレベル（例えば、図１Ｇのピン１２５）で利用され得る。この点にお
いて、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの内
部における１組のピンのそれぞれの内部に含まれる核燃料に関連する１つ以上の設計変数
に基づく、初期核燃料設計パラメータの１組を生成し得る。さらなる実施形態において、
制御装置１０２の１つ以上の設計装置１０６によって生成された初期燃料設計パラメータ
値の組立体のそれぞれは、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の領域１２２の
組のうちの１つに関連する。別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装
置１０６によって生成された１組の初期燃料設計パラメータ値のそれぞれは、原子炉のシ
ミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の領域１２２の組のうちの１つの内部に含まれるピン
のうちの１つに関連する。
【００９０】
　図１Ｍは、制御装置１０２の利用によって本発明の１つ以上の実施形態に基づく初期燃
料設計パラメータの１組を生成するのに適した、設計変数１４４のタイプのブロック図を
示す。一実施形態において、制御装置１０２によって生成された初期燃料設計パラメータ
値１４１の１組は、１組の領域１２２のそれぞれに関連する、１つ以上の熱力学変数１４
５に基づき得る。この点において、初期燃料設計パラメータの値は、複数の組それぞれの
領域に対する１つ以上の熱力学変数１４５に基づき得る。例えば、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内部の１組の領
域１２２のそれぞれに対する熱力学変数１４５の値を使用する初期熱設計パラメータ値の
１組を生成するために構成され得る。
【００９１】
　別の実施形態において、制御装置１０２によって生成された初期熱設計パラメータ値１
４１の１組は、問題となる所定の領域に隣接するそれぞれの領域に関連する、１つ以上の
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熱力学変数１４５に基づき得る。この点において、初期燃料設計パラメータ値の１組の所
定の領域のそれぞれにおける初期燃料の設計パラメータは、所定の領域に隣接するそれぞ
れに対する１つ以上の熱力学変数の値に基づき得る。例えば、制御装置１０２の１つ以上
の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内部の領域１２２に
隣接する領域１２２および領域１２３ａ～１２３ｆに対して熱力学変数１４５の値を使用
する、それぞれの領域１２２に対する初期熱設計パラメータ値を生成するために構成され
得る。
【００９２】
　初期熱設計パラメータ値の１組を生成するために使用される１つ以上の熱力学変数が、
本技術分野において周知である任意の熱力学変数を含み得るということに、ここでは留意
する。例えば、熱力学変数は、１組の領域のそれぞれの温度１４６（例えば、中央値の温
度、平均温度、最大温度、最小温度等）を含み得るが、これらに限定されない。別の実施
形態として、初期燃料設計パラメータ値の１組を生成するために使用される熱力学変数は
、１組の領域のそれぞれの圧力１４７（例えば、中央値の圧力、平均圧力、最大圧力、最
小圧力等）を含み得るが、これらに限定されない。
【００９３】
　本発明の別の実施形態において、制御装置１０２によって生成された初期燃料設計パラ
メータ値の１組は、１組の領域のそれぞれに関連する１つ以上の中性子パラメータ１４８
に基づき得る。この点において、初期燃料設計パラメータの１組は、１組の領域１２２の
それぞれの領域に対する１つ以上の中性子パラメータ１４８の値に基づき得る。例えば、
制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心
１２０内部の１組の領域１２２のそれぞれに対して中性子パラメータ１４８の値を使用す
る、初期燃料設計パラメータ値の１組を生成するために構成され得る。
【００９４】
　別の実施形態において、制御装置１０２によって生成された初期燃料設計パラメータ値
１４１の１組は、所定の領域および問題となる所定の領域に隣接するそれぞれの領域に関
連する１つ以上の中性子パラメータに基づき得る。この点において、初期燃料設計パラメ
ータ値の１組の所定の領域１２２それぞれの初期燃料設計パラメータ値１４１は、所定の
領域１２２、および、所定の領域１２２に隣接する領域１２３ａ～１２３ｆの１つ以上の
中性子パラメータ１４８の値に基づき得る。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装
置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内部の領域１２２および領域
１２２に隣接する領域１２３ａ～１２３ｆに対して中性子パラメータ１４８の値を利用す
る、それぞれの領域１２２に対する初期燃料設計パラメータを生成するために構成され得
る。
【００９５】
　初期燃料設計パラメータ値の１組を生成するために使用される１つ以上の中性子パラメ
ータは、本技術分野において周知である任意の中性子パラメータを含み得るということに
、ここでは留意する。例えば、中性子パラメータは、無限倍増率（ｋ∞）の値１４９を含
み得るが、これに限定されない。別の例として、初期燃料設計パラメータ値の１組を生成
するために使用される中性子パラメータは、１組の領域のそれぞれに対して中性子束１５
０を含み得るが、これに限定されない。別の例として、初期燃料設計パラメータ値の１組
を生成するために使用される中性子パラメータは、１組の領域のそれぞれに対して中性子
生成率１５１を含み得るが、これに限定されない。別の例として、初期燃料設計パラメー
タ値の１組を生成するために使用される中性子パラメータは、１組の領域のそれぞれに中
性子吸収率１５２を含み得るが、これに限定されない。
【００９６】
　図１Ｎは、本発明の１つ以上の実施形態に基づく、制御装置１０２によって生成された
燃料設計パラメータ１５３のタイプのブロック図を示す。制御装置１０２によって生成さ
れた初期燃料設計パラメータ１４１は、本発明の実施に適した任意の燃料設計パラメータ
を含み得る。一実施形態において、制御装置１０２によって生成された初期燃料設計パラ
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メータ値１４１の１組は、核燃料濃縮値１５４の１組を含み得るが、これに限定されない
。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそれぞれに対し
て１つ以上の設計変数を利用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０における初期位
置の１組に設置された領域の１組に関連する初期核燃料濃縮値１５４の１組を生成し得る
。
【００９７】
　別の実施形態において、制御装置１０２によって生成された燃料設計パラメータの１組
は、燃料ピン寸法値１５５を含み得るが、これに限定されない。例えば、制御装置１０２
の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそれぞれに対して１つ以上の設計変数を利
用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心における初期位置の１組に位置する１組の領域の
それぞれによって取り囲まれた燃料ピンに関連する、初期燃料ピンの寸法値１５５の１組
を生成し得る。
【００９８】
　核燃料ピン寸法値１５５は、本技術分野において周知である任意の核燃料ピン寸法値を
含み得る。例えば、核燃料ピン寸法値１５５の１組は、単一の燃料集合体または複数の燃
料集合体における複数の燃料ピンの配置に基づく燃料ピン配置値１５６（例えば、ピン間
隔値、ピンの数等）を含み得る。別の例として、核燃料ピン寸法値の１組は、単一の燃料
集合体または複数の燃料集合体における複数の燃料ピンのうちの代表する燃料ピンの空間
的な特徴に基づく燃料ピン形状値１５７（例えば、ピン直径値、ピンの形状等）を含み得
る。別の例において、核燃料ピン直径値１５５の１組は、単一の燃料集合体または複数の
燃料集合体における複数の燃料ピン内部に含まれる核燃料の化学的組成に基づく燃料ピン
構成値１５８（例えば、１つ以上の燃料集合体の１つ以上の燃料ピンにおける核分裂性物
質に対する親物質の比率）を含み得る。
【００９９】
　一実施形態において、核燃料ピン寸法値１５５の１組は、ピン間隔値を含み得るが、こ
れに限定されない。例えば、ピン間隔値は、原子炉心の１つ以上の燃料集合体内部におけ
るピン１組のピン間隔値を含み得る。この点において、ピン間隔値は、１つ以上の燃料集
合体に渡ってピンの間隔によって規定され得、それぞれが原子炉心における複数の燃料ピ
ンを含む。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそれぞ
れに対して１つ以上の設計変数を利用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心における初期
位置の１組に位置する領域の１組に関連する、初期ピン間隔値の１組を生成し得る。別の
実施形態において、核燃料ピン寸法値は、ＢＯＣ炉心１２０内部の燃料ピンの数を含み得
るが、これに限定されない。
【０１００】
　別の実施形態において、核燃料ピン寸法値１５５の１組は、ピン直径値を含み得るが、
これに限定されない。例えば、ピン直径値は、原子炉心内部のピン１組の、ピン直径値を
含み得る。この点において、ピン直径値は、原子炉心の１つ以上の燃料集合体内部に含ま
れる、燃料ピンのピン直径（例えば、ピンの直径の平均値、ピンの直径の中間値等）によ
って規定され得る。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域
のそれぞれに対して、１つ以上の設計変数を利用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心に
おける初期位置の１組に位置する領域の１組に関連する、ピンの初期直径値の１組を生成
し得る。原子炉心における、所定の燃料集合体内部の冷却チャネルの大きさが、所定の燃
料集合体内部に含まれるピンの１組の、ピン間隔およびピン直径によって一般的に規定さ
れるということに、ここでは留意する。
【０１０１】
　別の実施形態において、核燃料ピンの寸法１５５の値の１組は、ピンサイズの値を含み
得るが、これに限定されない。例えば、ピンサイズの値は、原子炉心の１つ以上の燃料集
合体内部の燃料ピンにおける、ピンの長さ、ピンの半径（もしくはピンの幅）またはピン
の体積を含み得るが、これらに限定されない。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理
装置１０６は、１組の領域のそれぞれに対して１つ以上の設計変数を利用する、シミュレ
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ートされたＢＯＣ炉心１２０における初期位置１４０の１組に位置する領域１２２の１組
に関連する初期ピンサイズの値の１組を生成し得る。
【０１０２】
　別の実施形態において、核燃料ピン寸法値１５５の１組は、ピン形状を含み得るが、こ
れに限定されない。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域
のそれぞれに対して１つ以上の設計変数を利用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２
０における初期位置１４０の１組に位置する、領域１２２の１組に関連する初期ピン形状
の１組を形成し得る。いくつかの実施形態において、明細書に既に記載されているように
、ピン形状は、六角形状、円筒、平行六面体、三角柱、円錐形状、螺旋形状等の本技術分
野において周知である任意の幾何学的形状を含み得るが、これらに限定されない。別の実
施形態において、ピンの形状は、異形を含み得る。例えば、ピンの形状は、歪んでいるか
、歪曲している規則的な幾何学的形状を含み得る。
【０１０３】
　別の実施形態において、核燃料ピン寸法値１５５の１組は、ＢＯＣ炉心１２０内部のピ
ンの位置を含み得るが、これに限定されない。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理
装置１０６は、１組の領域のそれぞれに対して１つ以上の設計変数を利用する、シミュレ
ートされたＢＯＣ炉心１２０における初期位置の１組に位置する１組の領域１２２のそれ
ぞれによって取り囲まれた複数の燃料ピンの初期位置１４０の１組を生成し得る。
【０１０４】
　別の実施形態において、核燃料ピン寸法値１５５の１組は、燃料スミア密度の値を含み
得るが、これに限定されない。例えば、燃料スミア密度値は、原子炉心内部の燃料ピンの
１組の内部に含まれる燃料に関連する核燃料スミア密度値を含み得る。この点において、
燃料スミア密度値は、原子炉心の１つ以上の燃料集合体内部に含まれる燃料ピンに関連す
る燃料スミア密度によって規定され得る。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置
１０６は、１組の領域のそれぞれに対して１つ以上の設計変数を利用する、シミュレート
されたＢＯＣ炉心の初期位置に位置する領域の１組に関連する初期燃料スミア密度値の１
組を生成し得る。当業者は、「スミア密度」が、燃料の外装材の表面内部に渡って均一に
「スミアされる」場合と同様の核燃料の密度であるということを理解する。核燃料スミア
密度は、Alan E. Waltar and Albert B. Reynolds, Fast Breeder Reactors、第１版、Pe
rgamon Press Inc.、１９８１年、第１２１頁に概ね記載されており、これは、そのまま
参照することによって、上述の記載に組み込まれている。
【０１０５】
　別の実施形態において、核燃料ピン寸法値１５５の１組は、ＢＯＣ炉心の１つ以上の燃
料集合体のうちの１つ以上のピンに関連する、核分裂ガス充満体積を含み得るが、これに
限定されない。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそ
れぞれに対して１つ以上の設計変数を利用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１つ以
上の燃料集合体のうちのそれぞれの燃料ピンに対する初期核分裂ガス充満体積を生成し得
る。当業者は、本開示の目的のために、「核分裂ガスの充満」が、炉心の運転の間に燃料
ピンの内部に含まれる核燃料から放出された核分裂ガスの生成物を収集するために、所定
の燃料ピンに位置する貯蔵器を構成するということが理解する。核分裂ガスは、Alan E. 
Waltar and Albert B. Reynolds, Fast Breeder Reactors、 第１版、 Pergamon Press I
nc.、１９８１年、第２５４頁に概ね記載されており、これは、そのまま参照することに
よって、上述の記載に組み込まれている。
【０１０６】
　別の実施形態において、核燃料ピン寸法値１５５の１組は、シミュレートされたＢＯＣ
炉心１２０の１つ以上の燃料集合体のうちの１つ以上のピンの内部に含まれる核燃料組成
物を含み得るが、これに限定されない。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、１組の領域のそれぞれに対して１つ以上の設計変数を利用する、シミュレートさ
れたＢＯＣ炉心１２０の初期位置の１組に位置する領域１２２の１組によって取り囲まれ
た、１つ以上の燃料に関連する初期燃料組成物の１組を生成し得る。この点において、制
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御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそれぞれに対して１つ以上の
設計変数を利用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心の初期位置の１組に位置する領域１
２２の１組によって表された、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０に渡って、初期燃料
組成物の空間的分布を生成し得る。
【０１０７】
　１つ以上の処理装置１０６によって生成された燃料構成値は、本技術分野において周知
である任意の燃料構成測定基準を含み得る。当業者は、一般的に「核燃料」が、核分裂性
および非核分裂性の物質（例えば、親物質または非核分裂性／非親物質（例えば、合金化
物質、減速物質等）の両方ともを含み得るということを、当業者は認識すべきである。し
たがって、本開示の目的のために、「核燃料」という用語は、核分裂物質に限定されず、
目的物、または、原子炉の設置において燃料源として利用される物質の全体の体積を包含
し得る。この点において、核燃料の体積は、核分裂性物質の領域、親物質の領域、および
／または、限定されないが、中性子減速物質および合金化物質等の別の物質（すなわち、
非核分裂性物質）を含み得る。
【０１０８】
　一実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそ
れぞれに対して１つ以上の設計変数を利用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心における
初期位置の１組に位置するそれぞれの内部に核分裂性物質の相対量を含む初期核燃料構成
値の１組を生成し得る。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の
領域のそれぞれに対して１つ以上の設計変数を利用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心
１２０の初期位置の１組に位置する１組の領域１２２のそれぞれの内部にウラン２３５の
相対量を含む初期核燃料構成値の１組を生成し得る。別の例として、制御装置１０２の１
つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそれぞれに対して１つ以上の設計変数を利用す
る、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０における初期位置の１組に位置する１組の領域
１２２のそれぞれの内部にプルトニウム２３９の相対量を含む初期核燃料組成の値の１組
を生成し得る。
【０１０９】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１
２２のそれぞれに対して１つ以上の設計変数を利用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心
１２０における初期位置の１組に位置する１組の領域１２２のそれぞれの内部に核分裂物
質の相対量を含む初期核燃料構成値の１組を生成し得る。例えば、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれに対して１つ以上の設計変数を利
用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０における初期位置の１組に位置する１組の
領域１２２のそれぞれの内部にウラン２３８の相対量を含む初期核燃料構成値の１組を生
成し得る。別の例として、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１
２２のそれぞれに１つ以上の設計変数を利用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０
の初期位置の１組に位置する１組の領域１２２のそれぞれの内部にトリウム２３２の相対
量を含む初期核燃料構成値の１組を生成し得る。
【０１１０】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１
２２のそれぞれに１つ以上の設計変数を利用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０
の初期位置の１組に位置する１組の領域１２２のそれぞれの内部に、核燃料合金における
構成物質の相対量を含む初期核燃料構成値の１組を生成し得る。当業者は、限定されない
が、ジルコニア等の合金化物質が、金属核燃料の相を安定させる（例えば、構成物質の移
動を安定させる）ために利用され得るということを理解する。一実施形態において、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれに対して１つ以
上の設計変数を利用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０における初期位置の１組
に位置する１組の領域のそれぞれの内部に含まれる、ウラン－ジルコニア合金におけるウ
ランおよびプルトニウムの相対量を含む初期核燃料構成値の１組を生成し得る。別の実施
形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれ



(29) JP 6866158 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

ぞれに１つ以上の設計変数を利用する、シミュレートされたＢＯＣ炉心の初期位置の１組
に位置する１組の領域のそれぞれの内部に含まれるウラン－プルトニウム－ジルコニアの
合金におけるウラン、プルトニウム、および、ジルコニアの相対量を含む初期核燃料構成
値の１組を生成し得る。
【０１１１】
　上述した核分裂性および非核分裂性の物質のタイプが、限定として解釈されるべきでな
いということが、理解されるべきである。より正確には、上述した核分裂および非核分裂
物質のタイプは、例証の目的でのみ提示されており、付加的な、または、代替となる物質
が、本発明の実施に適し得るということが予想される。
【０１１２】
　図１Ｏは、本発明の１つ以上の実施形態に基づく制御装置１０２の１つ位以上の処理装
置１０６による、計算に適した原子炉心パラメータの分布１５９のブロック図を示す。一
実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされた
ＢＯＣ炉心１２０の初期位置の１組に位置する領域１２２の１組に関連する、生成された
初期燃料設計パラメータ値の１組に基づく、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１つ
以上の原子炉心パラメータの分布を計算するために構成されている。例えば、図１Ｂに示
されるように、記憶装置１０８に維持されたプログラム命令１０５は、制御装置１０２の
１つ以上の処理装置１０６に、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の初期位置の１組に
位置する領域１２２の１組に関連する、生成された初期燃料設計パラメータ値１４１の１
組に基づく、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１つ以上の原子炉心パラメータの分
布を計算させるために構成された、シミュレートされた炉心パラメータ分布計算アルゴリ
ズム１３６を含み得る。さらなる実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装
置１０６は、計算された１つ以上の原子炉心パラメータの分布１５９を、格納または後の
利用のために記憶装置１０８に維持された１つ以上のデータベース１０７に送信され得る
。
【０１１３】
　１つ以上の処理装置１０６を介して計算された１つ以上の原子炉心パラメータの分布１
５９は、本技術分野において周知である任意の原子炉心パラメータの分布を含み得る。一
実施形態において、１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣの原子炉心
１２０の出力密度分布１６０を計算し得る。別の実施形態において、１つ以上の処理装置
１０６は、シミュレートされたＢＯＣの原子炉心１２０の出力密度分布の変化率１６１を
計算し得る。出力密度および原子炉心の出力密度の変化率は、Elmer E. Lewis, Fundamen
tals of Nuclear Reactor Physic、第１版、 Elsevier Inc., ２００８年、第１９９～２
１３頁に概ね記載されており、これは、そのままここに組み込まれている。
【０１１４】
　一実施形態において、１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣの原子
炉心１２０の反応度分布１６２を計算し得る。別の実施形態において、１つ以上の処理装
置１０６は、シミュレートされたＢＯＣの原子炉心１２０の反応度分布の変化率１６３を
計算し得る。原子炉心における反応度および反応度の変化率は、Elmer E. Lewis, Fundam
entals of Nuclear Reactor Physics、第１版、Elsevier Inc., ２００８年、第１１５～
２３４頁に概ね記載されており、これは、そのまま上述の記載に組み込まれている。
【０１１５】
　図１Ａ～１Ｃを再び参照すると、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、本発
明の一実施形態に基づく、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の領域１２２の１組にお
いて、１つ以上の摂動工程を行うことによって、注入の分布を生成するために構成されて
いる。この点において、実行する摂動工程は、システム１００に、シミュレートされたＢ
ＯＣ炉心内部の領域１２２の１組に対する次の位置の１組を決定させることを可能にする
。
【０１１６】
　図１Ｂに示されるように、一実施形態において、記憶装置１０８に維持されたプログラ
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ム命令１０５は、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６に、シミュレートされたＢ
ＯＣ炉心１２０の領域１２２の１組において１つ以上の摂動工程を行うことによって注入
分布を生成させるために構成された、シミュレートされた注入分布生成アルゴリズム１３
８を含み得る。別の実施形態において、図１Ｃにおいて示されるように、制御装置１０２
の１つ以上の処理装置１０６は、格納および後の利用のために、記憶装置１０８の１つ以
上のデータベース１０７に、生成された注入分布１４３(例えば、シミュレートされた原
子炉心１２０に渡る核燃料組成物の分布）を送信し得る。
【０１１７】
　一実施形態において、次の位置の１組は、１つ以上の計算された原子炉のシミュレート
されたＢＯＣ炉心の分布と、選択された許容量を下回る原子炉（すなわち、参照原子炉）
の炉心の状態に関する、取得された１つ以上の原子炉心パラメータの分布との間で、偏差
測定基準（例えば、差分、空間的な平均差分、最大差分、最小差分、グローバルな測定基
準等）を低減するのに役立つ。
【０１１８】
　別の実施形態において、次の位置の１組は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０に適
した注入分布を規定し得る。例えば、次の領域の位置の１組は、シミュレートされた炉心
内部の領域の１組の次の位置の１組（すなわち、１つ以上の摂動運転後の領域の位置）が
、炉心パラメータ分布源１０４から１つ以上の参照原子炉心パラメータ分布１０３へ向け
て十分に集中する（例えば、選択された許容量を下回る量に十分に集中する）１つ以上の
計算された注入分布１４３を生成する状況に適した炉心の注入分布を規定し得る。この状
況において、次の位置の１組は、関連する原子炉心（さらに明細書に記載されている炉心
２０２参照）における１つ以上の領域１２２の「最後の」位置の１組として利用され得る
。
【０１１９】
　図１Ｐは、本発明の一実施形態に基づく、シミュレートされた原子炉心１２０の領域１
２２の次の位置の１組を決定するのに適した摂動工程１７０のステップを表すフロー図を
示す。第１のステップ１７１において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、
１つ以上の原子炉心パラメータの分布を取得し得る。例えば、本開示に渡って記載されて
いるように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０
４から、１つ以上の原子炉心パラメータ分布１０３を取得し得る。例えば、１つ以上の原
子炉心パラメータの分布は、参照原子炉心（例えば、運転される原子炉心）の均衡分布を
含み得る。
【０１２０】
　第２のステップ１７２において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、第一
の原子炉心パラメータの分布（または第一の原子炉心パラメータの分布の１組）を計算し
得る。例えば、本開示に渡って記載されているように、様々な方法および実施形態を利用
して、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされた原子炉心１２
０に渡って、「新品の」核燃料（例えば、未燃焼核燃料、または、濃縮核燃料）、または
、再利用した核燃料を含む、領域１２２（例えば、１つ以上の燃料集合体１２４を含む領
域）の分布に基づく、第一の原子炉心パラメータの分布を計算し得る。
【０１２１】
　第３のステップ１７３において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、ステ
ップ１７２において計算された、第一の計算された原子炉心パラメータの分布を、ステッ
プ１７１において、取得された参照原子炉心パラメータの分布と比較し得る。例えば、制
御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、（ステップ１７２において計算された）第
一の計算された原子炉心の出力密度分布を、（ステップ１７１において取得された）取得
された参照原子炉心の出力密度分布と比較し得る。
【０１２２】
　また、１つ以上の処理装置１０６は、第一の計算された原子炉心パラメータの分布の一
部と、取得された参照原子炉心パラメータの分布の一部との間で、少なくとも１つの偏差



(31) JP 6866158 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

測定基準を計算し得る。１つ以上の処理装置１０６によって計算された偏差測定基準が、
第一の計算された原子炉心パラメータの分布と、取得された原子炉心パラメータの分布と
の全てまたは一部の間での差分または偏差を定量化するのに適した、本技術分野において
周知である任意測定基準を含み得るということに、ここでは留意する。例えば、偏差測定
基準は、差分（例えば、共通の位置での差分）、相対的差分、比率、平均差分（例えば、
空間的に平均化された差分）、最大差分（例えば、任意の２つ以上の共通の位置での最大
差分）、最大差分（例えば、２つ以上の共通位置での最大差分）、統合された偏差（例え
ば、グローバルな偏差測定基準）または、本技術分野において周知である任意の別の偏差
測定基準を含み得るが、限定されない。
【０１２３】
　第一の計算された原子炉心パラメータの分布、および、取得された参照原子炉心パラメ
ータの分布の両方とも、原子炉心に渡って、所定の原子炉心のパラメータの三次元分布か
らそれぞれ構成され得るということが、ここで理解されている。したがって、第一の計算
された原子炉心パラメータの分布と、取得された参照原子炉心パラメータの分布との比較
１７３は、２つ以上の三次元に変化する分布を比較するのに適した本技術分野において周
知である任意の比較技術を含み得る。
【０１２４】
　一実施形態において、比較は、シミュレートされた炉心と、参照炉心とにおいて、選択
された方向に沿って原子炉心パラメータの分布を比較することを含み得る。例えば、比較
は、シミュレートされた炉心と、参照炉の炉心とを通して、少なくとも同様の放射部のあ
る並びに沿って、原子炉心パラメータの分布を比較することを含み得る。この方法は、三
次元の比較から１次元の比較まで効率的に低減するということに、ここでは留意する。そ
れぞれの異なる方向に沿って、かなりの数の比較が、シミュレートされた炉心と、参照炉
心との間でなされ得るということに、さらに留意する。このとき、複数の１次元の比較は
、第一の計算された原子炉心パラメータの分布と、参照原子炉心パラメータの分布との間
での全体的な偏差のグローバルな偏差測定基準を提供するために、統合され得る。
【０１２５】
　別の実施形態において、比較は、シミュレートされた炉心と参照炉心とにおいて、選択
された面、または、横断面の全域で、原子炉心パラメータの分布を比較することを含み得
る。例えば、比較は、シミュレートされた炉心と、参照炉の炉心とを通して、少なくとも
同様の横断面の全域で、原子炉心パラメータの分布を比較することを含み得る。この方法
は、三次元の比較を二次元の比較に効率的に低減するということに、ここでは留意する。
異なる横断面におけるそれぞれで、かなりの数の比較が、シミュレートされた炉心と、参
照炉心との間でなされ得るということに、ここではさらに留意する。このとき、複数の二
次元の比較は、第一の計算された原子炉心パラメータの分布と、参照原子炉心パラメータ
の分布との間で、全体的な偏差のグローバルな偏差測定基準を提供するために、統合され
得る。
【０１２６】
　別の実施形態において、比較は、シミュレートされた炉心と、参照炉心とにおいて、１
組の領域１２２（例えば、図１Ｉ～１Ｋにおける領域１２２）のそれぞれにおける分布を
比較することを含み得る。例えば、比較は、１組の領域１２２のそれぞれの２つの分布間
で偏差測定基準を計算することによって、第一の計算された原子炉心パラメータの分布と
、取得された原子炉心パラメータの分布との間で統合された偏差測定基準を生成すること
を含み得る。このとき、複数の比較においてそれぞれの領域から収集された偏差測定基準
は、第一の計算された原子炉心パラメータの分布と、参照原子炉心パラメータの分布との
間での全体的な偏差のうちの、グローバルな偏差測定基準の代表値を提供するために、統
計的に統合され得る。別の実施形態において、比較は、参照炉心と、シミュレートされた
炉心とで、選択された値（例えば、領域１２２または領域１２２の１組）から抽出された
、１つ以上の原子炉心パラメータの分布に対する平均偏差値（例えば、平均差分値）を比
較することを含み得る。
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【０１２７】
　第一の計算された原子炉心パラメータの分布と、参照原子炉心パラメータの分布との比
較において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、第一の計算された原子炉心
パラメータの分布と、参照原子炉心パラメータの分布との間で計算された偏差測定基準が
、選択された許容量を上回るか、同程度であるか、下回る量であるかどうかを決定し得る
。偏差測定基準が、選択された許容量以下である場合、摂動工程は、終了（１７４）する
。偏差測定基準が、選択された許容量を上回る場合、摂動工程は、ステップ１７５へと移
動する。
【０１２８】
　第４のステップ１７５において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミ
ュレートされたＢＯＣ炉心１２０の領域１２２（例えば、１つ以上のシミュレートされた
燃料集合体１２４を含む領域）の１組のうちの１つ以上の空間的配置を変化させ得る。こ
の点において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、領域１２２を「摂動」さ
せ得る。領域１２２の位置が、本技術分野において周知である、どんな方法でも、１つ以
上の方向によって摂動し得るということが、ここで理解されている。
【０１２９】
　第５のステップ１７６において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、ステ
ップ１７５において行われた、領域１２２の摂動位置に基づく、付加的な原子炉心パラメ
ータの分布（または原子炉心パラメータの分布の付加的な１組）を計算し得る。例えば、
本開示に渡って記載されているように、様々な方法および実施形態を利用する制御装置１
０２の１つ以上の処理装置１０６は、ステップ１７５において行われた、それらの新しい
位置（ステップ１７２の位置に関して「新しい」）において、新品または運転された核燃
料を含む領域１２２の分布に基づく付加的な原子炉心パラメータの分布を計算し得る。
【０１３０】
　第６のステップ１７７において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、ステ
ップ１７６において検出された、付加的に計算された原子炉心パラメータの分布を、ステ
ップ１７１において取得された、参照原子炉心パラメータの分布と比較し得る。例えば、
制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、（ステップ１７６において計算された）
付加的に計算された原子炉心パラメータの分布を、（ステップ１７１で取得された）参照
原子炉心パラメータの分布と、上述のステップ１７３に記載されたものと同様の方法で比
較し得る。
【０１３１】
　付加的に計算された原子炉心パラメータの分布を、参照原子炉心パラメータの分布と比
較するとき、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、付加的に計算された原子炉
心パラメータの分布と、参照原子炉心パラメータの分布との間で、偏差測定基準が、上述
に記載されているような、選択された許容量を上回るか、同程度であるか、下回る量であ
るかどうかを決定し得る。偏差測定基準が選択された許容量以下である場合、摂動工程は
、終了（１７８）する。測定基準が、選択された許容量の量を上回る場合、第Ｎ番目の、
計算された原子炉心パラメータの分布が、参照炉心パラメータの分布に対して、選択され
た閾値以下の量に集中するまで、摂動工程は、ステップ１７５を再開することを繰り返し
得る。この点において、領域１２２の位置は、マグニチュードの等しい原子炉心パラメー
タの分布（例えば、均衡分布）から、選択された許容量（例えば、選択された精度）以下
まで離れる原子炉心パラメータの分布を生成する新品または再利用した燃料の分布を規定
する。
【０１３２】
　別の実施形態において、摂動工程１７０は、第１の繰り返しステップの後に、繰り返し
ステップにおける一次変化率の変化の分析を実行し得る。例えば、摂動工程１７０は、第
２の繰り返しステップにおいて、繰り返しステップにおける一次変化率の変化の分析を実
行し得る。例えば、繰り返しステップにおいて、摂動の結果は、第一の繰り返しの結果と
比較され得る。第一と第二のステップとの間で観測された差に基づき、領域１２２に対す
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る一次変化率は、計算され得る。その後、一次変化率の変化は、次の摂動のステップにお
いて利用される。また、この工程は、選択された許容量（例えば、選択された精度の量）
以下のマグニチュードだけ、原子炉心パラメータの分布が、参照原子炉心パラメータの分
布（例えば、均衡分布）から離れるまで繰り返され得る。
【０１３３】
　反応度分布および出力密度分布等の原子炉心パラメータの分布が、一般的に特有のもの
ではないということに、ここではさらに留意する。したがって、複数の原子炉の状態は、
同様の結果を提供し得る。一実施形態において、本発明は、十分に臨界近くであることに
より、ｋｅｆｆ＝１である、溶液を優先的に選択することを実行し得る。この点において
、第２のレベルの繰り返しは、シミュレートされた炉心が、臨界または少なくとも臨界に
近いため、シミュレートされた炉心１２０内部の濃縮分布を調整するために、（上述の）
第１の繰り返しを次に集中させることを実行し得る。また、本発明は、選択された状態（
例えば均衡）における参照原子炉の分布を映し出す臨界分布上に正確に集中させるために
、複数回これらのステップを実行し得る。
【０１３４】
　図１Ａを再び参照すると、１つ以上の処理装置１０６は、摂動工程において抽出された
シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の領域の１組の次の位置の１組を含む、生成された
注入分布を、１つ以上の関連する装置またはシステムに報告し得る。
【０１３５】
　一実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートさ
れたＢＯＣ炉心の領域１２２の１組の次の位置の１組を、ディスプレイ装置１１６に報告
し得る。別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュ
レートされたＢＯＣ炉心の摂動工程それぞれの繰り返しステップにおいて、領域１２２の
１組の位置の１組を、ディスプレイ装置１１６に報告し得る。
【０１３６】
　ディスプレイ装置は、本技術分野において周知である任意の画像ディスプレイを含み得
る。例えば、ディスプレイ装置１１６は、制御装置１０２に通信可能に連結されたユーザ
ーインターフェース装置１１４のディスプレイ装置１１６を含み得るが、これに限定され
ない。ディスプレイ装置１１６は、本技術分野において周知である任意の画像または音声
ディスプレイを含み得る。例えば、画像ディスプレイの場合、ディスプレイ装置は、液晶
ディスプレイ（ＬＣＤ）、１つ以上の発光素子（ＬＥＤ）、１つ以上の有機ＬＥＤ（ＯＬ
ＥＤ）、陰極線管（ＣＲＴ）等を含み得るが、これらに限定されない。また、インターフ
ェース装置１１４は、本技術分野において周知である任意のユーザ入力装置１１８を含み
得る。例えば、１つ以上のユーザ入力装置１１８は、キーボード、ディスプレイ装置が内
蔵されたタッチスクリーン、デバイス、マウス等を含み得る。
【０１３７】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレート
されたＢＯＣ炉心の領域１２２の１組の次の位置の１組を含む注入分布の結果を、１つ以
上の記憶装置に報告し得る。例えば、１つ以上の処理装置１０６は、摂動工程の注入の分
布の結果１４３を、制御装置１０２の記憶装置１０８に維持されたデータベース１０７へ
送信し得る。別の例として、１つ以上の処理装置１０６は、摂動工程の注入の分布の結果
１４３を、制御装置１０２に通信可能に連結された遠隔システム（例えば、遠隔サーバ）
の記憶装置に維持されたデータベースへ送信し得る。
【０１３８】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレート
されたＢＯＣ炉心の摂動工程それぞれの繰り返しステップにおいて、領域１２２の１組の
位置の１組を、１つ以上の記憶装置に報告し得る。例えば、１つ以上の処理装置１０６は
、シミュレートされたＢＯＣ炉心の、摂動工程それぞれの繰り返しステップにおいて、領
域１２２の１組の位置の１組を制御装置１０２の記憶装置１０８に維持されたデータベー
ス１０７に送信し得る。別の例として、１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされ
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たＢＯＣ炉心の摂動工程それぞれの繰り返しステップにおいて領域１２２の１組の位置の
１組を、制御装置１０２に通信可能に連結された遠隔システム（例えば、遠隔サーバ）の
記憶装置に維持されたデータベースへ送信し得る。
【０１３９】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレート
されたＢＯＣ炉心の領域１２２の１組の次の位置の１組を含む注入分布の結果を、関連す
る原子炉１０１の運転システムに報告し得る。例えば、１つ以上の処理装置１０６は、摂
動工程の注入の分布の結果１４３を、原子炉１０１の制御システム１８０に送信し得る。
【０１４０】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレート
されたＢＯＣ炉心の摂動工程それぞれの繰り返しステップにおいて、領域１２２の１組の
位置の１組を、関連する原子炉１０１の制御システム１８０に報告し得る。例えば、１つ
以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の摂動工程それぞれの繰り返し
ステップにおいて、領域１２２の１組の位置の１組を、原子炉１０１の制御システム１８
０へ送信し得る。
【０１４１】
　図２Ａ～２Ｄを概して参照すると、注入分布を生成する能力を備えた原子炉のシステム
２００が本発明の一実施形態に基づいて記載されている。一態様において、システム２０
０は、（既に明細書に記載されているように）注入分布を生成するのに適している。その
後、システム２００によって生成された注入分布は、それから、システム２００の制御装
置１０２に関連する原子炉心２０２を構成する（例えば、炉心２０２の１つ以上の燃料集
合体２０８を設置するか、炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を初期注入する）の
に利用され得る。この点において、原子炉心２０２の設置は、原子炉心２０２が、参照原
子炉心の選択された状態（例えば、均衡状態）に関連する、取得された原子炉心パラメー
タの分布と一致する状態（すなわち、選択された許容量）における運転動作（例えば、初
期寿命の動作）を開始するために実行される。
【０１４２】
　出願人は、本開示に渡って提示されている様々な実施形態および実施例が、システム２
００に拡張するために解釈されるべきであるということに、ここでは留意する。既に明細
書に記載されているように、システム２００は、炉心パラメータ分布源１０４（例えば、
記憶装置に維持された炉心パラメータの分布のデータベース）に通信可能に連結された制
御装置１０２を含み得る。また、制御装置１０２は、炉心パラメータ分布源１０４からの
参照原子炉（例えば、参照増殖燃焼原子炉）の炉心の均衡状態等の状態に関連する、１つ
以上の原子炉心パラメータ分布１０３（例えば、出力密度分布または反応度分布）を取得
するために構成されている。また、制御装置１０２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心に
対する初期燃料注入の分布を生成するために構成されている。制御装置１０２は、原子炉
のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内部の領域１２２の１組に関連する、初期位置の
１組を選択するためにさらに構成されている。さらに、制御装置１０２は、１組の領域１
２２のそれぞれに、少なくとも１つ以上の設計変数を利用する初期燃料設計パラメータ値
の１組を生成するために構成されている。また、制御装置１０２は、シミュレートされた
ＢＯＣ炉心１２０の初期位置の１組に設置された領域１２２の１組に関連する、生成され
た初期燃料設計パラメータ値の１組に基づくシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の原子
炉心パラメータの分布を計算するために構成されている。また、制御装置１０２は、シミ
ュレートされたＢＯＣ炉心１２０内部の領域１２２の１組の次の位置の１組を決定するた
めに、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の領域１２２の１組において、１つ以上の摂
動工程（例えば、図１Ｐに示される摂動工程）を行うことによって、注入分布を生成する
ために構成されている。
【０１４３】
　本発明のさらなる態様において、システム２００は、制御装置１０２に関連する原子炉
１０１を含み得る。一実施形態、原子炉１０１は、原子炉心２０２を含む。さらなる実施
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形態において、原子炉心２０２は、燃料集合体２０８の１組を含む。さらなる実施形態に
おいて、原子炉心２０２の燃料集合体２０８は、既に明細書に記載されているように、制
御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６によって生成された核燃料注入の分布にしたが
って設置可能である。さらに、既に明細書に記載されているように、原子炉心注入の分布
は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０を備えた領域１２２の、次の位置の１組を含み
得る。既に明細書に記載されているように、領域１２２の次の位置の１組は、シミュレー
トされたＢＯＣ炉心１２０の原子炉心パラメータの分布を、前もって選択された許容量内
で原子炉心から取得された原子炉心パラメータの分布へ集中させることを実行し得る。こ
の点において、領域１２２の次の位置の１組は、均衡状態等の選択された状態における所
定の参照原子炉から原子炉心パラメータの分布に「一致する」原子炉心パラメータの分布
を形成する役割を果たす。
【０１４４】
　一実施形態において、図２Ａ～２Ｂに示されるように、システム２００は、制御装置１
０２の１つ以上の処理装置１０６に通信可能に連結された（例えば、直接または間接的に
連結された）燃料取扱装置２０４を含む。さらなる実施形態において、燃料取扱装置２０
４は、制御装置１０２によって生成された、シミュレートされたＢＯＣ炉心の領域の１組
の次の位置の１組に基づく、原子炉１０１の原子炉心２０２のうちの少なくとも１つの燃
料集合体２０８を設置するために構成されている。燃料取扱装置２０４が、本技術分野に
おいて周知である、任意の核燃料集合体の取扱装置、または、核燃料集合体の取扱システ
ムを含み得るということに、ここでは留意する。例えば、核燃料取扱装置２０４は、燃料
集合体を「しっかりつかまえること」、および、初期位置から、新しい位置まで燃料集合
体を移動することを可能にする任意の核燃料集合体取扱装置／取扱システムを含み得る。
この点において、燃料取扱装置２０４は、原子炉心２０２に既に存在している燃料集合体
を再設置するか、燃料集合体を原子炉心２０２から取り去り、原子炉心２０２の中に燃料
集合体を挿入することを可能にする。
【０１４５】
　図２Ｃは、記憶装置１０８に維持され、本開示に渡って記載されている１つ以上のステ
ップを実行するために構成されたプログラム命令２１０の１つ以上の組のブロック図を示
す。既に明細書に記載されているように、記憶装置１０８に維持されたプログラム命令２
１０は、初期注入分布生成アルゴリズム１３０、初期領域位置選択アルゴリズム１３２、
初期燃料設計パラメータ生成アルゴリズム１３４、シミュレートされた炉心パラメータの
分布計算アルゴリズム１３６およびシミュレートされた注入分布生成アルゴリズム１３８
を含み得る。さらなる実施形態において、システム２００のプログラム命令２１０は、燃
料集合体取扱装置２０４を、シミュレートされた注入分布生成アルゴリズム１３８の出力
に応じて、反応装置１０１のうちの１つ以上の原子炉１０１の炉心２０２の燃料集合体２
０８に導くために構成された燃料集合体設置アルゴリズム２１１を含み得るが、これに限
定されない。
【０１４６】
　図２Ａ～２Ｂを参照すると、システム２００は、燃料取扱制御装置２０６を含み得るが
、これに限定されない。一実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０
６は、取扱制御装置２０６を介して燃料取扱装置２０４と中継通信するように設置されて
いる。この点において、図２Ａおよび２Ｂに示されるように、制御装置１０２の１つ以上
の処理装置１０６は、制御装置１０２によって生成された、シミュレートされたＢＯＣ炉
心１２０の領域の１組の次の位置の１組を示す１つ以上の信号２０７を、燃料取扱制御装
置２０６に送信するために構成されている。その後、燃料取扱制御装置２０６は、制御装
置１０２から１つ以上の信号２０７を取得し、（例えば、信号２０９を介した）燃料取扱
装置２０４に、送信された信号に記号化された、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の
領域１２２の１組の次の位置の１組に基づく、原子炉心２０２のうちの１つ以上の燃料集
合体２０８を設置することを導き得る。この点において、適切な注入分布を生成するとき
、制御装置１０２は、燃料取扱装置２０４に、制御装置１０２によって生成された注入分
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布と一致する炉心２０２の構成物質を再設置することを導き得る。
【０１４７】
　代替となる実施形態において、図示されていないが、制御装置１０２の１つ以上の処理
装置１０６は、原子炉１０１の制御システム１８０を介して燃料取扱装置２０４と中継通
信するように設置される。一実施形態において、制御装置１０２は、原子炉の制御システ
ム１８０を介して、燃料取扱装置２０４に間接的に命令を送信し得る。この点において、
制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、制御装置１０２によって生成されたシミ
ュレートされたＢＯＣ炉心の領域の１組の次の位置の１組を示す１つ以上の信号（図示せ
ず）を、原子炉１０１の制御システム１８０に送信するために構成されている。その後、
原子炉１０１の制御システム１８０は、制御装置１０２から１つ以上の信号を取得し、燃
料取扱装置２０４に、送信された信号に記号化され、シミュレートされたＢＯＣ炉心の領
域の１組の次の位置の１組に関連する、原子炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を
設置することを導き得る。
【０１４８】
　別の実施形態において、図示されていないが、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、燃料取扱装置２０４と直接通信するように設置されている。一実施形態において
、制御装置１０２は、燃料取扱装置２０４に命令を直接送信し得る。この点において、制
御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、制御装置１０２によって生成された、シミ
ュレートされたＢＯＣ炉心の領域の１組の次の位置の１組を示す１つ以上の信号（図示せ
ず）を、燃料取扱装置２０４へ直接的に送信するために構成されている。この態様におい
て、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２０４に、送信された
信号に記号化された、シミュレートされたＢＯＣ炉心での領域の１組の次の位置の１組に
基づく、原子炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を設置することを導き得る。本発
明の開示に渡って記載されている、燃料取扱制御装置２０６（例えば、燃料取扱装置２０
４を制御するためのソフトウェア／ファームウェア）の機能は、制御装置１０２内部に内
蔵され得るということが、ここで理解されている。この点において、取扱制御装置２０６
は、制御装置１０２測定基準として構成され得る。
【０１４９】
　別の実施形態において、制御装置１０２は、原子炉１０１の１つ以上の運転システム内
部に内蔵され得る。例えば、制御装置１０２の様々な機能は、原子炉１０１のシステム１
８０を制御する範囲内で内蔵され得る。この点において、制御装置１０２は、制御システ
ム１８０測定基準として構成され得る。
【０１５０】
　図２Ａ～２Ｂを再び参照すると、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料
取扱装置２０４に、１つ以上の燃料集合体２０８の移動によって、１つ以上の燃料集合体
２０８を設置することを導き得る。一実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６は、燃料取扱装置２０４に、原子炉１０１の炉心２０２のうちの１つ以上の
燃料集合体２０８を初期位置からシミュレートされたＢＯＣ炉心の領域の１組の次の位置
の１組に基づく次の位置へと移動することを導くために構成されている。例えば、図２Ｂ
に示されるように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２０４
に、把持部２１４を介して燃料集合体２１２に機械的に連結することを導き得る。その後
、燃料取扱装置２０４は、炉心２０２から燃料集合体２１２を引出し、燃料集合体２１２
を異なる位置まで移動させ得る。新しい位置に達すると、燃料取扱装置２０４は、それか
ら、燃料集合体２１２を、新しい位置まで挿入し得る。組立体２１２を再挿入することが
できる新しい位置のために、前もって位置を占有する組立体（図示せず）は、第一に取り
除かれなければならない（例えば、燃料取扱装置２０４の第二の把持部、または、付加的
な燃料把持部（図示せず）によって取り除かれる）ということに、ここでは留意する。こ
の点において、燃料取扱装置２０４（または複数の燃料取扱装置）は、制御装置１０２に
よって生成されたシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の領域の１組の次の位置の１組に
基づく、原子炉１０１の炉心２０２の燃料集合体２０８の全てまたは一部を設置（または
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再設置）し得る。
【０１５１】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置
２０４に、１つ以上の燃料集合体２０８を交換することによって、１つ以上の燃料集合体
２０８を設置することを導き得る。一実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６は、燃料取扱装置２０４に、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の領域の
１組の次の位置の１組に基づく、原子炉１０１の炉心２０２のうちの１つ以上の燃料集合
体２０８と交換することを導くために構成されている。例えば、図２Ｂに示されるように
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２０４の把持部２１４に
、燃料集合体２１２に機械的に連結することを導き得る。その後、燃料取扱装置２０４は
、燃料集合体２１２を炉心２０２から引出し、燃料集合体保管部（図示せず）まで燃料集
合体２１２を移動させ得る。このとき、取扱装置２０４（または付加的な燃料取扱装置）
の把持部２１４は、「新しい」燃料集合体（図示せず）に機械的に連結し、新しい組立体
を取り除かれた燃料集合体２１２の位置、または、別の位置へ移動させ得る。この点にお
いて、燃料取扱装置２０４（または複数の燃料取扱装置）は、制御装置１０２によって生
成されたシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の領域の１組の次の位置の１組に基づく、
原子炉１０１の炉心２０２の燃料集合体２０８の全てまたは一部を交換し得る。
【０１５２】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置
２０４を、１つ以上の燃料集合体２０８を炉心２０２の中に注入することによって、１つ
以上の燃料集合体２０８を設置することを導き得る。一実施形態において、制御装置１０
２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２０４に、シミュレートされたＢＯＣ炉
心１２０の領域の１組の次の位置の１組に基づく、原子炉１０１の炉心２０２のうちの１
つ以上の燃料集合体２０８を新たに注入する（すなわち、初めて注入する）ことを導くた
めに構成されている。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱
装置２０４の把持部２１４に、原子炉心２０２の外側に格納された燃料集合体（図示せず
）に機械的に連結することを導き得る。その後、燃料取扱装置２０４は、燃料集合体を、
制御装置１０２によって生成されたシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の領域の１組の
次の位置の１組と一致する位置に移動させ得る。この点において、取扱装置２０４（また
は複数の燃料取扱装置）は、制御装置１０２によって生成されたシミュレートされたＢＯ
Ｃ炉心１２０の領域の１組の次の位置の１組に基づく、原子炉１０１の炉心２０２のうち
の燃料集合体２０８の位置の全てまたは一部を注入し得る。
【０１５３】
　別の実施形態において、燃料取扱装置２０４は、ユーザの入力を介して制御され得る。
例えば、ユーザは、ディスプレイ１１６上の制御装置１０２によって生成された核燃料注
入分布を再検討し得る。核燃料注入分布に応じて、ユーザは、表示された核燃料注入分布
を認容、拒否、または修正し得る。例えば、適切な核燃料注入分布が示されている状態で
、ユーザは、ユーザ入力装置１１８を介して適した核燃料注入分布を認容し得る。その後
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、本発明の開示に渡って記載されている
ように、燃料取扱装置２０４に、認容された核燃料注入分布の実行を導き得る。別の例に
おいて、所望でない核燃料注入分布が示されている状態において、ユーザは、ユーザ入力
装置１１８を介して所望でない核燃料注入分布を拒否し得る。その後、制御装置１０２の
１つ以上の処理装置１０６は、本発明の炉心のシミュレーション／取扱工程を終了するか
繰り返し得る。別の例において、所望でない核燃料注入分布が示されている状態において
、ユーザは、ユーザ入力装置１１８を介して所望でない核燃料注入分布を修正し得る。例
えば、ユーザは、注入分布のうちの１つ以上の別の一部を修正する間に、与えられた注入
分布の一部を認容し得る。例えば、ユーザは、制御装置１０２によって与えられた核燃料
注入分布の燃料全体または燃料集合体の全体の設置を、（例えば、ユーザ入力装置１１８
および／またはディスプレイ１１６を介して）変更または再設置し得る。その後、制御装
置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２０４に、ユーザの変更した核燃
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料注入分布を実行することを導き得る。
【０１５４】
　図２Ｄは、本発明の１つ以上の実施形態に基づく、本発明の炉心の設置に適した原子炉
のタイプを示す。システム２００の原子炉１０１は、本技術分野において周知である任意
の原子炉を含み得る。一実施形態において、原子炉１０１は、熱原子炉２１４を含み得る
が、これに限定されない。別の実施形態において、原子炉１０１は、高速原子炉２１６を
含み得るが、これに限定されない。別の実施形態は、原子炉１０１は、増殖燃焼原子炉２
１８を含み得るが、これに限定されない。別の実施形態において、原子炉１０１は、進行
波炉２２０を含み得るが、これに限定されない。
【０１５５】
　システム２００の原子炉１０１の、原子炉心２０２の燃料集合体の設置は、本技術分野
において周知である任意の設置を取り得るということが、ここで理解されている。したが
って、原子炉１０１の原子炉心２０２内部の燃料集合体２０８の数、形状、大きさ、およ
び、配置は、本技術分野において任意の構成をとり得る。例えば、燃料集合体２０８は、
図２Ａ～２Ｂに示されるように、六角形のアレイの構成で、設置されたヘキサゴノイド形
状（hexagonoid-shaped）の燃料集合体を含み得る。別の実施形態において、システム２
００の原子炉１０１の原子炉心２０２のうちのそれぞれの燃料集合体２０８は、１つ以上
の燃料ピン（図示せず）を含み得る。それぞれの燃料集合体２０８内部の数、形状、大き
さ、配置は、本技術分野において周知である任意の構成をとり得るということが理解され
ている。例えば、それぞれの燃料集合体２０８の燃料ピンは、図１Ｇに示される、シミュ
レートされた配置に類似する、それぞれの燃料集合体内部で近接して詰まった構成で設置
された円筒形状の燃料ピンを含み得る。
【０１５６】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉１０１
の原子炉心２０２の物理的特徴のうちの一部が実質的に類似する、少なくともいくつかの
シミュレートされた物理的特徴を有するシミュレートされた環境の炉心１２０を生成する
ために構成されている。例えば、原子炉心２０２が、六角形のアレイ構造で設置された、
ヘキサゴノイド形状（hexagonoid-shaped）の燃料集合体から成る環境において、プログ
ラム命令２１０は、制御装置１０２の１つ、または、１つ以上の処理装置１０６に、六角
形のアレイの構造で設置されたヘキサゴノイド形状（hexagonoid-shaped）の燃料集合体
を有するシミュレート環境の原子炉心１２０を生成させるのに適し得る。一般的な意味に
おいて、プログラム命令２１０は、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６に、選択
された特徴（例えば、燃料集合体のタイプ（例えば、大きさ、形状等）、燃料集合体の数
、燃料集合体の配置等）に対して、選択された量の範囲内で、関連する原子炉心２０２の
後に、シミュレートされた原子炉心１２０をかたどらせるために構成されている。次に、
一旦、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６が、少なくとも原子炉心２０２に類似
する原子炉心のシミュレート環境を確立すると、１つ以上の処理装置１０６は、本発明に
渡って記載されているような炉心のシミュレーション工程のステップを実行することを続
行し得る。
【０１５７】
　図３Ａ～Ｄを概ね参照すると、操作順応のフィードバックの能力を備えた原子炉のシス
テム３００は、本発明の一実施形態に基づいて記載されている。一実施形態において、本
発明のシステム３００は、システム３００の原子炉の原子炉心の操作順応を測定すること
を、少なくとも１つの目的とする。また、システム３００は、順応状態に原子炉心２０２
をもたらすために、原子炉心２０２の核燃料注入分布を調節することに適した付加的また
は「新品の」核燃料注入分布を提供することを実行し得る。
【０１５８】
　一態様において、システム３００は、炉心パラメータ分布源１０４に通信可能に連結さ
れ、シミュレートされたＢＯＣの原子炉心１２０を生成するためにＢＯＣのシミュレーシ
ョン工程を利用する、原子炉心２０２の初期核燃料注入分布を決定するために構成された
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制御装置１０２を含み得る。出願人は、システム３００が、本開示に渡って記載されてい
る様々なシステムおよび方法を利用する初期注入分布を決定し得るということに留意する
。したがって、本開示に渡って提示された様々な実施形態および例は、システム３００ま
で拡張するように解釈されるべきである。
【０１５９】
　別の態様において、システム３００は、制御装置１０２に通信可能に連結され、原子炉
心２０２のうちの１つ以上の部分を測定するのに適した原子炉心測定システム３００（例
えば、熱測定システム、圧力測定システム等）を含み得る。別の態様において、制御装置
１０２は、原子炉心２０２から取得された、生成され、測定された原子炉心パラメータの
分布を、シミュレートされ、運転された原子炉心のうちの１つ以上の原子炉心パラメータ
の分布と比較する（例えば、偏差測定基準を計算する）ために、さらに構成されている。
別の態様において、制御装置１０２は、原子炉心２０２から取得され、生成され、測定さ
れた原子炉心パラメータの分布と、シミュレートされ、運転された原子炉心１２０の１つ
以上の原子炉心パラメータの分布との間の比較を用いて、原子炉１０１の炉心２０２の操
作順応状態（例えば、操作に順応するか、操作に順応しないか）を決定するためにさらに
構成されている。さらなる態様において、原子炉１０１の原子炉心２０２は、少なくとも
１つのシミュレートされたＢＯＣの原子炉心および１つの付加的にシミュレートされた原
子炉心の領域の１組の、シミュレートされた位置の１組に基づく、設置可能な燃料集合体
２０８の１組を含み得る。一実施形態において、運転の前に、原子炉心２０２の燃料集合
体２０８は、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６によって生成されたシミュレー
トされたＢＯＣの原子炉心１２０の初期燃料注入の分布に基づいて設置可能である。別の
実施形態において、運転期間の後、原子炉心２０２の燃料集合体２０８は、制御装置１０
２の１つ以上の処理装置１０６によって生成された、付加的にシミュレートされた原子炉
心の付加的な燃料注入分布（例えば、操作に順応しない原子炉の運転状態に応じて生成さ
れた付加的な燃料注入分布）に基づいて設置可能である。一実施形態において、システム
３００の燃料取扱装置２０４は、シミュレートされたＢＯＣの原子炉心１２０、または、
付加的にシミュレートされた炉心の付加的な注入分布の初期燃料注入の分布に基づく原子
炉心２０２の１つ以上の燃料集合体を設置するためにさらに構成されている。
【０１６０】
　図３Ｂは、記憶装置１０８に維持され、本開示に渡って記載されている１つ以上のステ
ップを実行するために構成された、プログラム命令３０４の１つ以上の組のブロック図を
示す。一実施形態において、記憶装置１０８に維持されたプログラム命令３０４は、（既
に明細書に記載されているように）シミュレートされたＢＯＣの原子炉心を生成するため
にＢＯＣシミュレーション工程を利用する、原子炉１０１の原子炉心２０２に対する初期
注入分布を生成するために構成された、炉心注入分布生成アルゴリズム３０６を含み得る
。別の実施形態において、プログラム命令３０４は,原子炉心２０２が、所定の時間間隔
に渡って運転された後、原子炉１０１の炉心２０２内部の１つ以上の位置での１つ以上の
原子炉心のパラメータのうちの１つ以上の測定値に基づいて測定された原子炉心パラメー
タの分布を生成するために構成された、測定された原子炉心分布生成アルゴリズム３０８
を含み得る。別の実施形態において、プログラム命令３０４は、生成装置３０８から出力
された、生成され、測定された原子炉心パラメータの分布を、シミュレートされ、運転さ
れた原子炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分布と比較するために構成された、原子
炉心パラメータ分布比較アルゴリズム３１０を含み得る。別の実施形態において、プログ
ラム命令３０４は、生成され、測定された原子炉心パラメータの分布と、シミュレートさ
れ、運転された原子炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分布との比較に基づいて、原
子炉１０１の炉心２０２の操作順応状態を決定するために構成された操作順応決定アルゴ
リズム３１２を含み得る。さらなる実施形態において、プログラム命令３０４は、より詳
細に、さらにここに記載されているシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０および／または
付加的にシミュレートされた炉心に基づく原子炉１０１の原子炉心２０２のうちの１つ以
上の燃料集合体２０８を設置するために構成された燃料集合体取扱アルゴリズム３１３を
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含み得る。
【０１６１】
　図３Ａを再び参照すると、一実施形態において、測定システム３０２は、原子炉心２０
２内部の１つ以上の位置において、原子炉心２０２の１つ以上の可変値を測定するために
構成されている。原子炉心測定システム３０２は、本技術分野において周知であり、原子
炉心２０２の１つ以上の部分の可変状態を測定することができる、任意の測定システムを
含み得る。一実施形態において、図３Ｃに示されるように、原子炉心測定システム３０２
は、原子炉心２０２内部の１つ以上の位置の原子炉心２０２内部で、核燃料物質の一部の
１つ以上の熱特性（例えば、熱、温度の変化率）を測定するために構成された熱測定シス
テム３１４を含み得る。例えば、熱測定システム３１４は、原子炉心２０２内部の１つ以
上選択された位置における温度または温度の変化率を測定するために１つ以上の熱測定装
置を含み得る。例えば、熱測定システム３１４は、１つ以上の熱電対装置、または、原子
炉心２０２内部で１つ以上選択された位置における温度、または、温度の変化率を測定す
るために構成された熱探知装置（すなわち、ＲＴＤ）に基づく１つ以上の抵抗を含み得る
が、これらに限定されない。
【０１６２】
　別の実施形態において、図３Ｃに示されるように、原子炉心測定システム３０２は、原
子炉心２０２内部の１つ以上の位置において原子炉心２０２内部で核燃料物質の一部の１
つ以上の圧力特性（例えば、圧力、または、圧力の変化率）を測定するために構成された
圧力測定システム３１６を含み得る。例えば、圧力測定システム３１６は、原子炉心２０
２内部で１つ以上の選択された位置の圧力、または、圧力の変化率を測定するために構成
された１つ以上の圧力測定装置を含み得る。例えば、圧力測定システム３１６は、原子炉
心２０２内部の１つ以上の選択された位置において、圧力、または、圧力の変化率を測定
するために構成された１つ以上の変換機圧力センサを含み得るが、これに限定されない。
【０１６３】
　別の実施形態において、図３Ｃに示されるように、原子炉心測定システム３０２は、原
子炉心２０２内部の１つ以上の位置において、原子炉心２０２内部の核燃料物質の一部の
１つ以上の中性子（例えば、中性子束、または、中性子束の変化率）を測定するために構
成された中性子測定システム３１８を含み得る。例えば、中性子束の測定装置３１８は、
原子炉心２０２内部の１つ以上の選択された位置において、中性子束の中性子、または中
性子束の変化率を測定するために構成された２つ以上の中性子束測定装置を含み得る。例
えば、中性子束測定システム３１６は、原子炉心２０２内部の１つ以上の選択された位置
において、中性子束、または、中性子束の変化率を測定するために構成された、１または
複数の核分裂検出器（例えば、炉内マイクロポケット核分裂検出器）を含み得るが、これ
に限定されない。
【０１６４】
　別の実施形態において、原子炉心測定システム３０２は、原子炉心２０２内部の異なる
位置にそれぞれ位置する測定装置（例えば、熱測定装置、圧力測定装置、中性子束測定装
置等）の１組を含み得る。この点において、測定システム３０２の測定装置の１組は、原
子炉心２０２の空間的広がり（例えば、ｘ軸、ｙ軸、および／またはｚ軸に沿う）に渡っ
て、原子炉心２０２の１つ以上選択された可変状態のうちの１つ以上の値を測定するのに
適した原子炉心２０２内部のアレイを形成し得る。空間的に分解された１つ以上の状態変
数を利用することで、測定システム３０２（または、制御装置１０２の１つ以上の処理装
置１０６）は、原子炉心２０２の１つ以上の可変状態の空間的依存を形成し得る。
【０１６５】
　例えば、原子炉心測定システム３０２は、原子炉心２０２内部の異なる位置にそれぞれ
位置する熱測定システム３１４の熱測定装置の１組を含み得る。この点において、熱測定
装置の１組は、原子炉心２０２の空間的広がりに渡って１つ以上の熱特性を測定するのに
適した原子炉心２０２内部のアレイを形成し得る。１つ以上の空間的に分解された熱特性
の測定方法を利用することで、熱測定システム３１４（または制御装置１０２の１つ以上
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の処理装置１０６）は、原子炉心２０２の１つ以上の熱特性の空間的依存を形成し得る。
【０１６６】
　別の例として、原子炉心測定システム３０２は、原子炉心２０２内部の異なる位置にそ
れぞれ位置する、圧力測定システム３１６の圧力測定装置の１組を含み得る。この点にお
いて、圧力センサの１組は、原子炉心２０２の空間的広がりに渡って１つ以上の圧力特性
を測定するのに適した原子炉心２０２内部のアレイを形成し得る。１つ以上の空間的に分
解された圧力特性の測定装置を利用することで、圧力測定装置３１６（または１つ以上の
制御装置１０２の処理装置１０６）は、原子炉心２０２の１つ以上の圧力特性の空間的依
存を形成し得る。
【０１６７】
　別の例として、原子炉心測定システム３０２は、原子炉心２０２内部の異なる位置にそ
れぞれ位置する中性子束測定システム３１８の、中性子束測定装置の１組を含み得る。こ
の点において、中性子束検出器（例えば、複数の炉心内部のマイクロポケット中性子検出
器（ＭＰＦＤ））の１組は、原子炉心２０２の空間的広がりに渡って１つ以上の中性子束
の特性を測定するのに適した原子炉心２０２内部のアレイを形成し得る。空間的に分解さ
れた１つ以上の中性子束の特性の測定方法を利用して、中性子束測定システム３１８（ま
たは制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６）は、原子炉心２０２の１つ以上の中性
子束の特性の空間的依存を形成し得る。
【０１６８】
　一実施形態において、原子炉心測定システム３０２の１つ以上の測定装置３０３は、２
つ以上の燃料集合体２０８の間の原子炉心２０２の領域に位置し得る。別の実施形態にお
いて、原子炉心測定システム３０２の測定装置３０３のそれぞれは、原子炉心２０２の燃
料集合体２０８の外側の一部に取り付けられ得る。別の実施形態において、原子炉心測定
システム３０２の測定装置３０３のそれぞれは、原子炉心２０２の燃料集合体２０８内部
に位置し得る。例えば、それぞれの測定装置３０３は、燃料集合体２０８の内表面、また
は、所定の燃料集合体２０８の２つ以上の燃料ピンの間に取り付けられ得る。
【０１６９】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉心測定
システム３０２に、原子炉心２０２内部の１つ以上の位置において原子炉心２０２の１つ
以上の状態変数を測定することを導くために構成されている。例えば、１つ以上の処理装
置１０６は、炉心測定命令信号（図示せず）を、開始取得命令を示す炉心測定システム３
０２に送信し得る。その後、炉心測定システム３０２は、原子炉心２０２内部の１つ以上
の位置において、原子炉心２０２の１つ以上の状態変数を測定し得る。別の実施形態にお
いて、原子炉心２０２内部の１つ以上の位置において、１つ以上の状態変数の測定後、炉
心測定システム３０２は、１つ以上の測定された状態変数(例えば、温度、温度の変化率
、圧力、圧力の変化率等）を示す信号３０５を、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６に送信し得る。
【０１７０】
　別の実施形態において、反応装置１０１の原子炉心２０２の運転の時間間隔に渡って、
制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉１０１の炉心２０２内部の１つ以
上の位置において取得された炉心測定システム３０２から、取得された１つ以上の取得さ
れた測定値に基づき、測定された原子炉心パラメータの分布を生成し得る。例えば、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉１０１の炉心２０２内部の１つ以上の
位置で取得された炉心測定システム３０２から１つ以上取得された測定値に基づいて測定
された出力密度分布を生成し得る。別の例として、制御装置１０２の１つ以上の処理装置
１０６は、原子炉１０１の炉心２０２内部の１つ以上の位置において取得された、炉心測
定システム３０２からの１つ以上の測定値に基づく、測定された出力密度分布の変化率を
生成し得る。別の例として、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉１０
１の炉心２０２内部の１つ以上の位置において取得された、炉心測定システム３０２から
１つ以上取得された測定値に基づく、測定された反応度分布を生成し得る。別の例として
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、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉１０１の炉心２０２内部の１つ
以上の位置において取得された、炉心測定システム３０２から１つ以上取得された測定値
に基づく、測定された反応度分布の変化率を生成し得る。様々な原子炉パラメータの分布
が、種々の周知であるパラメータ計算技術を利用して、計算され得るということが、ここ
で理解されている。例えば、原子炉内部で少なくとも中性子束の測定値を利用した出力密
度のグラフの計算は、そのまま参照されることによって明細書に組み込まれた、Kenneth 
Shultis, “Determining axial fuel-rod power-density profiles from in-core neutro
n flux measurements,” Nuclear Instruments and Methods in Physics Research A, 第
５４７版、第６６３頁～６７８頁（２００５年）において概して記載されている。
【０１７１】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレート
され、運転された炉心を生成し得る。別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上
の処理装置１０６は、原子炉心２０２の運転を開始するときに利用される、少なくとも初
期注入分布に基づくシミュレートされ、運転された原子炉を生成し得る。この点において
、原子炉心の初期注入分布は、均衡状態等、選択された状態を維持する、シミュレートさ
れ、運転された炉心を有し、所定の運転の時間の後、シミュレートされた炉心１２０の状
態を生成するのに適したモデリングの機械的作業への入力としての役割を果たし得る。さ
らなる実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレート
され、運転された原子炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分布を生成し得る。例えば
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、少なくとも初期、または開始原子炉１
０１の炉心２０２の注入の分布を利用する、シミュレートされ、運転された原子炉に対す
る出力密度分布を生成し得る。別の例において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、原子炉１０１の炉心２０２の少なくとも初期注入分布を利用する、シミュレート
され、運転された原子炉心に対する出力密度分布の変化率を生成し得る。別の例において
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉１０１の炉心２０２の、少なく
とも初期注入分布を利用する、シミュレートされ、運転された原子炉心に対する反応度分
布を生成し得る。別の例において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子
炉１０１の炉心２０２の、少なくとも初期注入分布を利用する、シミュレートされ、運転
された炉心に対する反応度分布の変化率を生成し得る。別の例において、制御装置１０２
の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉１０１の炉心２０２の、少なくとも初期注入分布
を利用するシミュレートされ、運転された原子炉に対する反応度分布の変化率を生成し得
る。本技術分野において周知である、任意の原子炉心のモデリングの機械的作業が、作業
時間の関数として、初期注入された原子炉心２０２の展開をシミュレートするために実行
され得るということに、ここでは留意する。
【０１７２】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６によって測定され
た原子炉心パラメータの分布の生成後、１つ以上の処理装置１０６は、原子炉心２０２か
ら取得され、測定された原子炉心パラメータの分布を、シミュレートされ、運転された原
子炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分布と比較し得る。
【０１７３】
　別の実施形態において、測定された原子炉心パラメータの分布と、シミュレートされ、
運転された原子炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分布との比較は、生成され、測定
された原子炉心パラメータの分布と、シミュレートされ、運転された原子炉心の１つ以上
の原子炉心パラメータの分布との間での偏差測定基準を計算することを含み得るが、これ
に限定されない。一実施形態において、１つ以上の処理装置１０６は、生成され、測定さ
れた原子炉心パラメータの分布の少なくとも一部と、シミュレートされ、運転された原子
炉心の１つ以上のパラメータの分布の一部との間で、少なくとも１つの偏差測定基準を計
算し得る。１つ以上の処理装置１０６によって計算された偏差測定基準が、生成され、測
定された原子炉心のパラメータの全部または一部と、シミュレートされ、運転された原子
炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分布との間での差分または偏差を規定するのに適
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した本技術分野において周知である任意の測定基準を含み得るということに、ここでは留
意する。例えば、偏差測定基準は、差分（例えば、共通の位置における差分）、相対差、
比率、平均差分（例えば、空間的な平均差分）、最大差分（例えば、任意の２以上の共通
の位置間の最大差分）、最小差分（例えば、２以上の共通の位置間の最小差分）、統合さ
れた偏差（例えば、グローバルな偏差測定基準）、または、本技術分野における任意の別
の偏差測定基準を含み得るが、これらに限定されない。
【０１７４】
　生成され、測定された原子炉心パラメータの分布、および、シミュレートされ、運転さ
れた原子炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分布の両方ともが、所定の原子炉心に渡
る所定の原子炉心のパラメータの三次元分布から、それぞれ構成され得るということが、
ここで理解されている。したがって、生成され、測定された原子炉心パラメータの分布と
、シミュレートされ、運転された原子炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分布の一部
との比較は、２以上の三次元の変化する分布を比較するのに適した、本技術分野において
周知である任意の比較技術を含み得る。
【０１７５】
　一実施形態において、比較は、生成され、測定された原子炉心パラメータの分布と、原
子炉心２０２およびシミュレートされ、運転された炉心において選択された方向に沿って
シミュレートされ、運転された原子炉心のうちの、１つ以上の原子炉心パラメータの分布
との比較を含み得る。例えば、比較は、シミュレートされ、運転された炉心および原子炉
心２０２を通して、少なくとも同様の放射部のある並びに沿って、原子炉心パラメータの
分布を比較することを含み得る。それぞれの異なる方向に沿って、かなりの数の比較が、
シミュレートされ、運転された炉心と、原子炉心２０２との間でなされ得るということに
、留意する。このとき、複数の１次元の比較は、生成され、測定された原子炉心パラメー
タの分布と、シミュレートされ、運転された原子炉心のうちの１つ以上の原子炉心パラメ
ータの分布との間で、全ての偏差のうちのグローバルな偏差測定基準の代表値を提供する
ために統合され得る。
【０１７６】
　別の実施形態において、比較は、シミュレートされ、運転された炉心と、原子炉心２０
２とにおける、原子炉心パラメータの分布における選択された面、または、横面に渡る原
子炉心パラメータの分布を比較することを含み得る。例えば、比較は、シミュレートされ
、運転された炉心と、原子炉心２０２とを通して、少なくとも横面に渡る原子炉心パラメ
ータの分布を比較することを含み得る。かなりの数の比較が、異なる横面においてそれぞ
れシミュレートされ、運転された炉心と、原子炉心２０２との間でなされ得るということ
に、さらに留意する。このとき、複数の二次元の比較は、生成され、測定された原子炉心
パラメータの分布と、シミュレートされ、運転された原子炉心の１つ以上の原子炉心パラ
メータの分布との間で、全ての偏差を代表するグローバルな偏差測定基準を提供するため
に統合され得る。
【０１７７】
　別の実施形態において、比較は、シミュレートされ、運転された炉心と、原子炉心２０
２とにおける１組の領域のそれぞれの分布を比較することを含み得る。例えば、比較は、
１組の領域のそれぞれ（例えば、システム１００の領域１２２に類似する選択された領域
の１組）における２つの分布間で、偏差測定基準を計算することによって、生成され、測
定された原子炉心パラメータの分布と、シミュレートされ、運転された原子炉心の１つ以
上の原子炉心パラメータの分布との間で統合された偏差を生成することを含み得る。例え
ば、領域の１組は、シミュレートされ、運転された炉心および原子炉心２０２内部に含ま
れる燃料集合体と一致し得る。別の例として、領域の１組は、シミュレートされ、運転さ
れた炉心、および、原子炉心２０２内部に含まれる燃料集合体の一部（例えば、代替とな
る組立体の体積（例えば、図１Ｋ）または個々の燃料ピン）と一致し得る。このとき、そ
れぞれの領域から複数の比較を収集した偏差測定基準が生成され、測定された原子炉心パ
ラメータの分布と、シミュレートされ、運転された原子炉心の１つ以上の原子炉心パラメ
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ータの分布との間で、全ての測定基準のうちのグローバルな偏差測定基準の代表値を提供
するために統計的に統合され得る。別の実施形態において、比較は、シミュレートされ、
運転された炉心と、原子炉心２０２との、選択された体積（例えば、領域または領域の１
組）から抽出された１つ以上の原子炉心パラメータの分布に対する平均偏差値（例えば、
平均差分値）を比較することを含み得る。
【０１７８】
　別の実施形態において、原子炉心２０２から生成され、測定された原子炉心パラメータ
の分布と、シミュレートされ、運転された原子炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分
布との比較は、原子炉心２０２の、生成され、測定された原子炉心の出力密度分布と、シ
ミュレートされ、運転された原子炉心の、原子炉の心出力密度分布とを比較することを含
み得るが、これらに限定されない。例えば、炉心２０２の運転後、所定の時間間隔に渡っ
て、制御装置の１つ以上の処理装置１０６は、炉心測定システム３０２の測定結果を利用
する、測定された出力密度分布を生成し得る。１つ以上の処理装置１０６は、原子炉心２
０２の初期注入の分布を利用する、シミュレートされ、運転された原子炉心に対する出力
密度分布をさらに生成し得る。その後、１つ以上の処理装置は、原子炉心２０２の出力密
度分布の一部と、シミュレートされ、運転された原子炉心に対する出力密度分布の一部と
を比較（例えば、偏差測定基準を計算）し得る。
【０１７９】
　別の実施形態において、原子炉心２０２から生成され、測定された原子炉心パラメータ
の分布と、シミュレートされ、運転された原子炉心の１つ以上の炉心パラメータの分布と
の比較は、原子炉心２０２の、生成され、測定された原子炉の心出力密度分布の変化率と
、シミュレートされ、運転された原子炉心の、原子炉の心出力密度分布の変化率とを比較
することを含み得るが、これに限定されない。例えば、炉心２０２の運転の後、所定の時
間間隔に渡って、制御装置の１つ以上の処理装置１０６は、炉心の測定システム３０２か
らの測定結果を利用する、測定された出力密度分布の変化率を生成し得る。１つ以上の処
理装置１０６は、原子炉心２０２の初期注入分布を利用する、シミュレートされ、運転さ
れた原子炉の心出力密度分布の変化率をさらに生成し得る。その後、１つ以上の処理装置
は、原子炉心２０２の出力密度分布の変化率の一部と、シミュレートされ、運転された原
子炉心に対する出力密度分布の変化率の一部とを比較し得る。
【０１８０】
　別の実施形態において、原子炉心２０２から生成され、測定された原子炉心パラメータ
の分布と、シミュレートされ、測定された原子炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分
布との比較は、原子炉心２０２の、生成され、測定された原子炉心の反応度分布を、シミ
ュレートされ、運転された原子炉心の、原子炉心の反応度分布と比較することを含み得る
が、これに限定されない。例えば、炉心２０２の運転の後、所定の時間間隔の間、制御装
置の１つ以上の処理装置１０６は、炉心の測定システム３０２からの測定結果を利用する
、測定された反応度分布を生成し得る。１つ以上の処理装置１０６は、原子炉心２０２の
初期注入分布を利用する、シミュレートされ、運転された原子炉に対する反応度分布をさ
らに生成し得る。その後、１つ以上の処理装置は、原子炉心２０２の反応度分布の一部と
、シミュレートされ、運転された原子炉心に対する反応度分布の一部とを比較（例えば、
偏差測定基準を計算）し得る。
【０１８１】
　別の実施形態において、原子炉心２０２から生成され、測定された原子炉心パラメータ
の分布と、シミュレートされ、運転された原子炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分
布との比較は、原子炉心２０２の、生成され、測定された原子炉心反応度分布の変化率を
、シミュレートされ、運転された原子炉心の、原子炉心反応度分布の変化率と比較するこ
とを含み得るが、これに限定されない。例えば、炉心２０２の運転の後、所定の時間間隔
の間、制御装置の１つ以上の処理装置１０６は、原炉心の測定システム３０２からの測定
結果を利用する、測定された反応度分布の変化率を生成し得る。１つ以上の処理装置１０
６は、原子炉心２０２の初期注入分布を利用する、シミュレートされ、運転された原子炉
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心に対する反応度分布の変化率をさらに生成し得る。その後、１つ以上の処理装置は、原
子炉心２０２の反応度分布の変化率の一部を、シミュレートされ、運転された原子炉心の
反応度分布の変化率の一部と比較し得る。
【０１８２】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、偏差測定基準
に基づく原子炉心２０２の操作順応状態を決定し得る。例えば、生成され、測定された原
子炉心パラメータの分布と、シミュレートされ、運転された原子炉心の１つ以上の原子炉
心パラメータの分布との比較において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、
生成され、測定された原子炉心パラメータの分布と、シミュレートされ、運転された原子
炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分布との間で計算された偏差測定基準が選択され
た許容量を上回るか、同程度であるか、下回るかを決定し得る。一実施形態において、偏
差測定基準が選択された許容量以下である決定は、原子炉心２０２に対して「順応」状態
と一致し得る。別の実施形態において、偏差測定基準が選択された許容量を上回る決定は
、原子炉心２０２に対して「順応しない」状態と一致し得る。
【０１８３】
　別の実施形態において、順応しない状態の決定に応じて、制御装置１０２の１つ以上の
処理装置１０６は、付加的な炉心のシミュレーション工程を介して、原子炉１０１の炉心
２０２の付加的な注入の分布を決定し得る。付加的にシミュレートされた注入の分布が、
一方法における原子炉心２０２の再設置が炉心２０２を、順応する状態に至らせる役割を
する、付加的にシミュレートされた炉心と一致するため、順応しない原子炉心２０２を正
すことを実行し得る注入の分布になるということに、ここではさらに留意する。
【０１８４】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６によって実行され
る付加的にシミュレートされた工程は、付加的にシミュレートされた炉心のうちの少なく
とも１つの原子炉心パラメータの分布と、選択された許容量を下回る参照原子炉心の状態
（均衡状態）に関連する、取得された少なくとも１つ以上の原子炉心パラメータの分布と
の間で、偏差測定基準を低減するのに適した、付加的にシミュレートされた炉心内部の領
域の１組のシミュレートされた位置の１組を決定するために構成されている。付加的な炉
心を構成する、付加的にシミュレートされた炉心および付加的な原子炉心の注入の分布は
、本開示のシステム１００および２００について記載の方法に類似した方法を利用して決
定され得る。一実施形態において、システム３００の原子炉心２０２は、燃料集合体２０
８を利用してあらかじめ注入されている。したがって、付加的にシミュレートされた炉心
の付加的な核燃料注入分布を決定するために利用される工程は、１つ以上の処理装置１０
６によって実行される付加的なシミュレーション工程（例えば、図１Ｐの工程１７０参照
）における、付加的にシミュレートされた炉心の初期または開始注入分布のときに運転さ
れる状態（例えば、測定システム３０２を介した測定のすぐ前に）における原子炉心２０
２の注入分布の利用を含み得る。
【０１８５】
　燃料取扱装置２０４は、既に明細書に記載されているように、本技術分野において周知
である、任意の核燃料集合体取扱装置、または、核燃料集合体取扱システムを含み得る。
例えば、原子炉の燃料取扱装置２０４は、燃料集合体を把持し、燃料集合体を初期位置か
ら新しい位置まで動かすことができる任意の核燃料集合体の取扱装置／取扱システムを含
み得る。
【０１８６】
　一実施形態において、初期注入分布の決定に応じ、燃料取扱装置２０４は、シミュレー
トされたＢＯＣの原子炉心１２０の領域の１組の、シミュレートされた位置の１組に基づ
く、原子炉１０１の炉心２０２のうちの少なくとも１つの燃料集合体２０８を設置し得る
。燃料取扱装置２０４の記載において、燃料取扱制御装置２０６、および、初期注入分布
に基づく、炉心２０２の燃料集合体２０８の燃料取扱装置は、既に明細書に記載されてお
り、システム３００まで達するために、実行されるべきである。
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【０１８７】
　別の実施形態において、燃料取扱装置２０４は、付加的な注入分布の決定に応じて、付
加的にシミュレートされた炉心内部の領域の１組の、シミュレートされた位置の１組に基
づき、原子炉心２０２の１つ以上の燃料集合体を設置するために、さらに構成されている
。図３Ａに示されるように、一実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置
１０６は、制御装置１０２によって生成され、付加的にシミュレートされた炉心の領域の
１組の位置の１組が示す１つ以上の信号３０７を、燃料取扱制御装置２０６に送信するた
めに構成されている。その後、燃料取扱制御装置２０６は、制御装置１０２から１つ以上
の信号３０７を取得し、燃料取扱装置２０４に、（例えば、信号３０９を介して）送信さ
れる信号に記号化された、付加的にシミュレートされた領域の１組の位置の１組に関連す
る、原子炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を設置することを導き得る。この点で
、付加的な注入の分布の生成において、制御装置１０２は、燃料取扱装置２０４に、制御
装置１０２によって生成された付加的な注入の分布と一致する炉心２０２の構成物質を再
設置することを導き得る。
【０１８８】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、制御装置１０
２によって生成された、付加的にシミュレートされた炉心の領域の１組の位置の１組を示
す１つ以上の信号（図示せず）を、原子炉１０１の制御システム１８０に送信するために
構成されている。その後、原子炉１０１の制御システム１８０は、制御装置１０２から１
つ以上の信号を取得し、燃料取扱装置２０４に、送信された信号に記号化された、付加的
にシミュレートされた炉心の領域の１組の位置の１組に関連する、原子炉心２０２の１つ
以上の燃料集合体２０８を設置することを導き得る。
【０１８９】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、制御装置１０
２によって生成され、付加的にシミュレートされた炉心の領域の１組の位置の１組が示す
１つ以上の信号（図示せず）を、燃料取扱装置２０４に直接送信するために構成されてい
る。この方法において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２
０４に、送信され、信号に記号化された、付加的にシミュレートされた炉心の領域の１組
の位置の１組に基づき、原子炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を設置することを
導き得る。
【０１９０】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置
２０４に、付加的にシミュレートされた炉心の領域の１組の位置の１組に基づき、初期位
置から、次の位置に原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を移動する
ことを導くために構成されている。この点において、燃料取扱装置２０４（または複数の
燃料取扱装置）は、付加的にシミュレートされ、制御装置１０２によって生成された領域
の１組の位置の１組に基づき、原子炉１０１の炉心２０２の燃料集合体２０８の全てまた
は一部を設置（または再設置）し得る。
【０１９１】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置
２０４に、付加的にシミュレートされた炉心の領域の１組の位置の１組に基づき、原子炉
１０１の炉心２０２のうちの１つ以上の燃料集合体２０８を交換することを導くために構
成されている。この点において、燃料取扱装置２０４（または複数の燃料取扱装置は、付
加的にシミュレートされ、制御装置１０２によって生成された炉心の１組の位置の１組に
基づき、原子炉１０１の炉心２０２の燃料集合体２０８の全てまたは一部を交換し得る。
【０１９２】
　別の実施形態において、明細書に既に記載されているように、取扱装置２０４は、ユー
ザの入力を介して制御され得る。例えば、付加的にシミュレートされた炉心の、生成され
た付加的な注入の分布に応じて、ユーザは、表示された付加的な注入の分布を認容、拒否
、または修正することを選択し得る。例えば、付加的な注入分布が提供されている状態で
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、ユーザは、ユーザ入力装置１１８を介して付加的な注入の分布を認容し得る。その後、
制御装置１０２の１つ以上の１０６は、本開示に渡って記載されているように、燃料取扱
装置２０４に、認容された付加的な注入の分布を実行させ得る。別の例において、所望で
ない付加的な注入の分布が示されている状態で、ユーザは、ユーザ入力装置１１８を介し
て所望でない付加的な注入の分布を拒否し得る。その後、制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６は、本開示の、付加的にシミュレートされた炉心のシミュレーション／取扱
工程を終了または繰り返し得る。別の例において、所望でない付加的な注入の分布が示さ
れている状態で、ユーザは、ユーザ入力装置１１８を介して所望でない付加的な注入の分
布を修正し得る。例えば、ユーザは、付加的な注入の分布のうちの１つ以上の他の部分を
変更する間、与えられた付加的な注入の分布の一部を認容し得る。例えば、ユーザは、燃
料集合体の配置、または、制御装置１０２によって与えられた付加的な燃料集合体の注入
の分布の燃料集合体全体を変更、または（例えば、入力装置１１８および／またはディス
プレイ１１６を介して）再配置し得る。その後、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、燃料取扱装置２０４に、ユーザが変更した付加的な燃料集合体注入分布を実行す
ることを導き得る。
【０１９３】
　別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、操作順応状態
（例えば、順応するか、順応しないか）を、１つ以上の関連する装置またはシステムに報
告し得る。一実施形態において、制御装置１０２に１つ以上の処理装置１０６は、操作順
応状態をディスプレイ装置１１６に報告し得る。例えば、１つ以上の処理装置１０６は、
操作順応状態を、制御装置１０２の記憶装置１０８に維持されたデータベース１０７に送
信し得る。別の例として、１つ以上の処理装置１０６は、操作順応状態を、制御装置１０
２に通信可能に連結された遠隔システム（例えば、遠隔サーバ）の記憶装置に維持された
データベースに送信し得る。別の実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装
置１０６は、原子炉心２０２の操作順応状態を、原子炉１０１の運転システムに報告し得
る。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉心２０２の操作順応
状態を、原子炉１０１の制御システム１８０に送信し得る。別の例として、制御装置１０
２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉心２０２の操作順応状態を、原子炉１０１の安
全装置（図示せず）に送信し得る。
【０１９４】
　図３Ｄは、本発明の１つ以上の実施形態に基づくシステム３００の例示的な運転の工程
フロー図３２０を示す。ステップ３２２において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置
１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心（例えば、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２
０）を生成するのに適したＢＯＣのシミュレーション工程を利用した初期または開始の核
燃料注入分布を生成し得る。例えば、本開示に渡って記載されている制御装置１０２の１
つ以上の処理装置は、参照原子炉心の選択された状態（例えば、均衡状態）に関連する、
取得された原子炉心パラメータの分布に基づく原子炉心２０２に対する開始の核燃料注入
分布を生成し得る。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、焼成した核
燃料から少なくとも部分的に形成された参照原子炉心の均衡状態に関連する、取得された
原子炉心パラメータの分布に基づく「新品の」原子炉から形成された開始核燃料注入の分
布を生成し得る。
【０１９５】
　ステップ３２４において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、ステップ３
２２におけるシミュレートされたＢＯＣ炉心に対して生成された初期注入分布に基づく、
原子炉１０１の原子炉心２０２のうちの１つ以上の燃料集合体を設置し得る。例えば、制
御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣの原子炉心の領
域の１組のシミュレートされた位置の１組に基づき、原子炉１０１の原子炉心２０２の１
つ以上の燃料集合体を設置し得る。
【０１９６】
　ステップ３２６において、原子炉１０１の原子炉心２０２は、選択された時間間隔の間
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、運転され得る。ステップ３２８において、原子炉心測定システム３０２は、原子炉１０
１の原子炉心２０２内部の１つ以上の位置において、選択された原子炉心のパラメータの
うちの１つ以上の値を測定し得る。例えば、原子炉心測定システム３０２は、原子炉１０
１の原子炉心２０２内部の１つ以上の位置において、原子炉心２０２の１つ以上の選択さ
れた状態変数の値を測定し得る。例えば、原子炉心測定システム３０２は、原子炉１０１
の原子炉心２０２内部の１つ以上の位置において、原子炉心２０２の温度、または、温度
の変化率を測定し得る。別の例において、原子炉心測定システム３０２は、原子炉１０１
の原子炉心２０２内部の１つ以上の位置において、原子炉心２０２の圧力、または、圧力
の変化率を測定し得る。別の例において、原子炉心測定システム３０２は、原子炉１０１
の原子炉心２０２内部の１つ以上の位置において原子炉心２０２の中性子束、または、中
性子束の変化率を測定し得る。
【０１９７】
　ステップ３３０において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉心測
定システム３０２からの測定値を利用する、測定された原子炉心パラメータの分布を生成
し得る。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉心測定システム
３０２によって、原子炉心２０２内部の複数の位置で取得された状態変数の１組を利用す
る、測定された原子炉心パラメータの分布を生成し得る。例えば、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、原子炉心測定システム３０２によって原子炉心２０２内部の複
数の位置において取得された温度、圧力、および／または中性子束の１組を利用する、測
定された出力密度分布を生成し得る。
【０１９８】
　ステップ３３２において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレー
トされ、運転された原子炉に対する原子炉心パラメータの分布を生成し得る。例えば、制
御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉１０１の炉心２０２の少なくとも初
期または開始注入分布を利用する、シミュレートされ、運転された原子炉に対する原子炉
心パラメータの分布を生成し得る。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６
は、原子炉１０１の炉心２０２の、少なくとも初期、または、開始注入分布を利用する、
シミュレートされ、運転された原子炉心に対する出力密度分布を生成し得る。
【０１９９】
　ステップ３３４において、１つ以上の処理装置１０６は、ステップ３３０において生成
され、測定された原子炉心パラメータの分布を、ステップ３３２においてシミュレートさ
れ、運転された原子炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分布と比較する。例えば、１
つ以上の工程１０６は、ステップ３３０において生成され、測定された原子炉心パラメー
タの分布と、ステップ３３２においてシミュレートされ、運転された原子炉心の１つ以上
の原子炉心パラメータの分布との偏差測定基準を生成し得る。
【０２００】
　ステップ３３６において、１つ以上の処理装置１０６は、生成され、測定された原子炉
心パラメータの分布と、シミュレートされ、運転された原子炉心の１つ以上の原子炉心パ
ラメータの分布との比較を利用する、原子炉の１０１の原子炉心２０２の操作順応状態を
決定し得る。一実施形態において、生成され、測定された原子炉心パラメータの分布と、
選択された許容量を下回る（または選択された許容量で）シミュレートされ、運転された
原子炉心の１つ以上の原子炉心パラメータの分布との間での偏差測定基準は、順応する状
態と一致する。別の実施形態において、生成され、測定された原子炉心パラメータの分布
と、選択された許容量を上回る、シミュレートされ、運転された原子炉心の、１つ以上の
原子炉心パラメータの分布との間の偏差測定基準は、順応しない状態と一致する。原子炉
心が、順応する状態である場合、工程３２０は、終了するか、炉心の測定および分析のス
テップ３２６～３３６を繰り返すために、ステップ３２６に戻る。原子炉心２２０が順応
しない状態である場合、工程３２０は、ステップ３３８に移動する。
【０２０１】
　ステップ３３８において、原子炉心２０２に対して、順応しない状態であると特定した
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後、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心２０２の付加的な注入の分布を
生成し得る。一実施形態において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６によって
実行された、付加的なシミュレーション工程は、付加的にシミュレートされた炉心の少な
くとも１つの原子炉心パラメータの分布と、選択された許容量を下回る参照原子炉心の状
態（均衡状態）に関連して取得された（ステップ３２２において取得された）少なくとも
１つの炉心パラメータの分布との間での偏差測定基準を低減するのに優れた、付加的にシ
ミュレートされた炉心内部の領域の１組の、シミュレートされた位置の１組を決定するた
めに構成されている。
【０２０２】
　ステップ３４０では、ステップ３３８において付加的な注入の分布を生成した後、燃料
取扱装置２０４は、付加的にシミュレートされた炉心内部の領域の１組のシミュレートさ
れた位置の１組に基づき、原子炉心の２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を設置し得る
。原子炉心２０２の燃料集合体２０８の設置の後、工程３２０は、終了するか、炉心の測
定および分析のステップ３２６～３３６を繰り返すために、ステップ３２６に戻る。この
工程が、順応の状態で原子炉心２０２を維持するために、無制限に繰り返され得るという
ことが理解される。
【０２０３】
　制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、本技術分野において周知である任意の
方法で、システム１００、２００および３００の様々な代替となるシステム（例えば、炉
心の分布源１０３、原子炉の制御装置１８０、燃料取扱装置２ｓ０４、燃料取扱制御装置
２０６、原子炉心測定システム３０２等）に通信可能に連結され得る。例えば、１つ以上
の処理装置１０６は、有線（例えば、銅線、光ファイバーケーブブル等）または無線接続
（例えば、ＲＦ結合）を介して炉心測定システム３０２の炉心に通信可能に連結され得る
。別の例として、１つ以上の処理装置１０６は、有線または無線接続を介して原子炉１０
１の制御システム１８０に通信可能に連結され得る。別の例において、１つ以上の処理装
置１０６は、無線または有線接続を介して、遠隔コンピュータシステムまたは遠隔原子炉
の制御システム等の遠隔システム（図示せず）に通信可能に連結され得る。別の例におい
て、１つ以上の処理装置１０６は、ネットワークを介して、任意の代替となるシステムに
通信可能に連結され得る。この点において、制御装置１０２は、代替となるシステムがネ
ットワークのインターフェースになるのにも適したネットワークインターフェース装置を
含むが、ネットワークのインターフェースになるのに適したネットワークインターフェー
ス装置（図示せず）を含み得る。ネットワークインターフェース装置は、本技術分野にお
いて、任意のネットワークインターフェース装置を含み得る。ネットワークインターフェ
ース装置は、本技術分野において周知である任意のネットワークインターフェースを含み
得る。例えば、ネットワークインターフェース装置は、有線ベースのインターフェース装
置（例えば、ＤＳＬ－相互接続、ケーブルベースの相互接続、Ｔ９ベースの相互接続等）
を含み得る。別の例において、ネットワークインターフェース装置は、ＧＳＭ、ＧＰＲＳ
、ＣＤＭＡ、ＥＶ－ＤＯ、ＥＤＧＥ、ＷｉＭＡＺＸ、ＬＴＥ、Ｗｉ－Ｆｉプロトコル等を
含み得る。
【０２０４】
　実施を示す一連のフローチャートを以下に示す。理解を容易にするために、最初のフロ
ーチャートが実施例による実施を表し、その後のフローチャートが変形例の実施、及び／
又は、１つ以上の先に示されたフローチャートに追加するサブコンポーネントの操作又は
追加のコンポーネントの操作のいずれかのような、最初のフローチャートの拡張を表すよ
うに、フローチャートは編成されている。当業者は、ここに利用する提示スタイル（例え
ば、実施例を示すフローチャートの呈示から開始し、次に続くフローチャートを追加及び
/又はさらに詳細を提供する）が、実施の種々のプロセスの早急で容易な理解を通常もた
らすことを理解する。さらに、当業者は、ここに利用する提示スタイルが、モジュラー及
び／又はオブジェクト指向のプログラム設計パラダイムに好適に役立つことも理解する。
【０２０５】
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　図４Ａは、原子炉の炉心の注入分布の生成に関する例示的な操作を表す操作フロー４０
０を示す。図４Ａ、及び操作フローの種々の例を含むこれ以降の図において、議論及び説
明は、上述した図１Ａから１Ｐの例に関して提供され得る。しかしながら、操作フローは
、多くの他の環境及び事情において実行され得ることは理解されるべきである。また、種
々の実施フローが図示された順序で実施されるが、種々の操作が、図示された順よりも他
の順で実行され得たり、同時に実行され得たりすることは理解されるべきである。
【０２０６】
　開始操作の後、操作フロー４００は取得操作４１０に移行する。取得操作４１０は、原
子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも１つの炉心パラメータ分布１０３の取得を示す
。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６が
、炉心パラメータ分布源１０４に通信的に連結され、炉心パラメータ分布源１０４（例え
ば、メモリ）から与えられた状態（例えば、均衡状態、均衡に近づく状態、又は均衡開始
の状態）の原子炉（例えば、参照原子炉）の炉心の、１つ以上の炉心パラメータ分布１０
３の取得を構成する。例えば、炉心パラメータ分布源１０４は、１つ以上の炉心パラメー
タ分布１０３（例えば、測定された炉の炉心パラメータ分布又はシミュレートされた炉の
炉心パラメータ分布）の格納及び／又は維持を構成する１つ以上の記憶装置を含んでもよ
いが、これに限定されない。さらに、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原
子炉の炉心内の位置関数としての炉心パラメータを示すデータベース又はマップ（例えば
二次元若しくは三次元マップ）の形式で、与えられた状態の原子炉の炉心のための炉心パ
ラメータ分布を取得してもよい。
【０２０７】
　生成操作４２０は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分布
の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理
装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分布を生成
してもよい。
【０２０８】
　次に、選択操作４３０は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域に関
連する初期位置の１組の選択を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１
０２の１上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域
１２２に関連する初期位置の１組を選択してもよい。
【０２０９】
　次に、生成操作４４０は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１つの設計変数を利用し
た初期燃料設計パラメータ値の１組の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１
つの設計変数を利用して初期燃料設計パラメータ値の１組を生成してもよい。
【０２１０】
　次に、算出操作４５０は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の初期位置の１組に設けられ
た１組の領域に関連する生成された初期燃料設計パラメータ値の１組を利用した、シミュ
レートされたＢＯＣ炉心の少なくとも１つの炉心パラメータ分布の算出を示す。例えば、
図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレ
ートされたＢＯＣ炉心の初期位置の１組に設けられた１組の領域に関連する、生成された
初期燃料設計パラメータ値の１組を利用した、シミュレートされたＢＯＣ炉心の少なくと
も１つの炉心パラメータ分布を算出してもよい。
【０２１１】
　次に、注入分布生成工程４６０は、シミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域の次
の位置の１組を決定するための、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域における少
なくとも１つの摂動処理を行うことによる、注入分布の生成を示す。例えば、図１Ａから
１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされた
ＢＯＣ炉心内の１組の領域の次の位置の１組を決定するために、シミュレートされたＢＯ
Ｃ１２０炉心の１組の領域１２２における１つ以上の摂動工程を行うことにより、注入分
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布を生成してもよい。例えば、図１Ｐに示すように、摂動手順１７０は、シミュレートさ
れた炉心１２０内の領域１２２の位置を、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の適切な
注入分布が達成されるまで、反復的に変化させてもよい。
【０２１２】
　図４Ｂは、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図４Ｂは、取得操
作４１０が少なくとも１つの追加操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作は、操
作４１２を含み得る。
【０２１３】
　操作４１２は、原子炉の炉心の均衡状態に関連する少なくとも１つの炉心パラメータ分
布の取得を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６は、均衡状態の原子炉の炉心のための１つ以上の炉心パラメータ分布１０３
を、炉心パラメータ分布源１０４から取得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分
布源１０４は、均衡状態の原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布を格納してもよい。
次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格
納された、均衡状態の原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布１０３を取り出してもよ
い。
【０２１４】
　別の例として、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、均衡に近づく状態原子炉の炉心のための、１つ以上の炉心パラメータ分布１０３
を、炉心パラメータ分布源１０４から取得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分
布源１０４は、均衡に近づく状態原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布を格納しても
よい。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０
４に格納された、均衡に近づく状態の原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布１０３を
取り出してもよい。
【０２１５】
　別の例として、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、均衡状態の開始時の原子炉のための炉心パラメータ分布１０３を、炉心パラメー
タ分布源１０４から取得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分布源１０４は、均
衡状態の開始時の原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布を格納してもよい。次に、制
御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格納された
、均衡状態の開始時の原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布を取り出してもよい。
【０２１６】
　図５は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図５は、取得操作４
１０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作は、操作
５０２及び／又は５０４を含み得る。
【０２１７】
　操作５０２は、熱原子炉の炉心の状態に関連する少なくとも１つの炉心パラメータ分布
の取得を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理
装置１０６は、熱原子炉の炉心のための１つ以上の炉心パラメータ分布１０３を、炉心パ
ラメータ分布源１０４から取得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分布源１０４
は、参照熱原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布を格納してもよい。次に、制御装置
１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格納された、参照
熱原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布１０３を取り出してもよい。
【０２１８】
　他の実施形態において、操作５０４は、高速原子炉の炉心の状態に関連する少なくとも
１つの炉心パラメータ分布の取得を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装
置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、高速原子炉の炉心のための１つ以上の炉心パラ
メータ分布１０３を、炉心パラメータ分布源１０４から取得してもよい。これに関して、
炉心パラメータ分布源１０４は、参照高速原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布を格
納してもよい。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分
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布源１０４に格納された参照高速原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布１０３を取り
出してもよい。
【０２１９】
　図６は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図６は、取得操作４
１０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作は、操作
６０２及び／又は操作６０４を含み得る。
【０２２０】
　一実施形態において、操作６０２は、増殖燃焼原子炉の炉心の状態に関連する少なくと
も１つの炉心パラメータ分布の取得を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、増殖燃焼原子炉の炉心のための１つ以上の炉
心パラメータ分布１０３を、炉心パラメータ分布源１０４から取得してもよい。これに関
して、炉心パラメータ分布源１０４は、参照増殖燃焼原子炉の炉心のための炉心パラメー
タ分布を格納してもよい。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パ
ラメータ分布源１０４に格納された参照増殖燃焼原子炉の炉心のための炉心パラメータ分
布１０３を取り出してもよい。
【０２２１】
　他の実施形態において、操作６０４は、進行波炉の炉心の状態に関連する少なくとも１
つの炉心パラメータ分布の取得を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置
１０２の１つ以上の処理装置１０６は、進行波原子炉の炉心のための１つ以上の炉心パラ
メータ分布１０３を、炉心パラメータ分布源１０４から取得してもよい。これに関して、
炉心パラメータ分布源１０４は、参照進行波原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布を
格納してもよい。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ
分布源１０４に格納された参照進行波原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布１０３を
取り出してもよい。
【０２２２】
　図７は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図７は、取得操作４
１０が少なくとも１つの追加の操作を含んでもよい実施形態の例を示す。追加の操作は、
操作７０２及び／又は操作７０４を含んでもよい。
【０２２３】
　一実施形態において、操作７０２は、炉心に少なくとも１つの燃料集合体を含む原子炉
の炉心の状態に関連する少なくとも１つの炉心パラメータ分布の取得を示す。例えば、図
１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１つ以上の
燃料集合体を含む原子炉の炉心のための１つ以上の炉心パラメータ分布１０３を、炉心パ
ラメータ分布源１０４から取得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分布源１０４
は、１つ以上の燃料集合体を有する原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布を格納して
もよい。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１
０４に格納された、１つ以上の燃料集合体を含む原子炉の炉心のための炉心パラメータ分
布１０３を取り出してもよい。
【０２２４】
　さらに、操作７０４は、少なくとも１つのピンを含む少なくとも１つの燃料集合体を炉
心に含む、原子炉の炉心の状態に関連する少なくとも１つの炉心パラメータ分布の取得を
示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０
６は、１つ以上の燃料ピンを有する１つ以上の燃料集合体を含む原子炉の炉心のための炉
心パラメータ分布１０３を、炉心パラメータ分布源１０４から取得してもよい。これに関
して、炉心パラメータ分布源１０４は、１つ以上の燃料ピンを有する１つ以上の燃料集合
体を含む原子炉の炉心のための炉心パラメータ分布を格納してもよい。次に、制御装置１
０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格納された、１つ以
上の燃料ピンを有する１つ以上の燃料集合体を含む原子炉の炉心のための炉心パラメータ
分布１０３を取り出してもよい。
【０２２５】
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　図８は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図８は、取得操作４
１０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作は、操作
８０２及び／又は操作８０４を含み得る。
【０２２６】
　操作８０２は、原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布の取得を示す。例えば、図
１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉の炉
心の与えられた状態のための１つ以上の出力密度分布を、炉心パラメータ分布源１０４か
ら取得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分布源１０４は、原子炉の炉心の与え
られた状態のための出力密度分布を格納してもよい。次に、制御装置１０２の１つ以上の
処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格納された原子炉の炉心の与えられた
状態のための出力密度分布を取り出してもよい。さらに、制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６は、原子炉の炉心内の位置関数としての出力密度分布を示すデータベース又
はマップ（例えば、二次元若しくは三次元マップ）の形式で、原子炉の炉心のための出力
密度分布を取得してもよい。
【０２２７】
　他の実施形態において、操作８０４は、原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布の
変化率の取得を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上
の処理装置１０６は、原子炉の炉心の与えられた状態のための１つ以上の出力密度分布の
変化率を、炉心パラメータ分布源１０４から取得してもよい。これに関して、炉心パラメ
ータ分布源１０４は、原子炉の炉心の与えられた状態のための出力密度分布の変化率を格
納してもよい。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分
布源１０４に格納された原子炉の炉心の与えられた状態のための出力密度分布の変化率を
取り出してもよい。さらに、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉の炉
心内の位置関数としての発電密度の変化率を示すデータベース又はマップ（例えば、二次
元若しくは三次元マップ）の形式で、原子炉の炉心のための出力密度分布の変化率を取得
してもよい。
【０２２８】
　図９は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図９は、取得操作４
１０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作は、操作
９０２、９０４及び／又は操作９０６を含み得る。
【０２２９】
　操作９０２は、原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布の取得を示す。例えば、図１
Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉の炉心
の与えられた状態のための１つ以上の反応度分布を、炉心パラメータ分布源１０４から取
得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分布源１０４は、原子炉の炉心の与えられ
た状態のための反応度分布を格納してもよい。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装
置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格納された原子炉の炉心の与えられた状態の
ための反応度分布を取り出してもよい。さらに、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、原子炉の炉心内の位置関数としての反応性を示すデータベース又はマップ（例え
ば、二次元若しくは三次元マップ）の形式で、原子炉の炉心のための反応度分布を取得し
てもよい。
【０２３０】
　他の実施形態において、操作９０４は、原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布の変
化率の取得を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の
処理装置１０６は、原子炉の炉心の与えられた状態のための１つ以上の反応度分布の変化
率を、炉心パラメータ分布源１０４から取得してもよい。これに関して、炉心パラメータ
分布源１０４は、原子炉の炉心の与えられた状態のための反応度分布の変化率を格納して
もよい。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１
０４に格納された原子炉の炉心の与えられた状態のための反応度分布の変化率を取り出し
てもよい。さらに、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉の炉心内の位
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置関数としての反応性の変化率を示すデータベース又はマップ（例えば、二次元若しくは
三次元マップ）の形式で、原子炉の炉心のための反応度分布の変化率を取得してもよい。
【０２３１】
　他の実施形態において、操作９０６は、炉心にプルトニウムを含む原子炉の炉心の状態
に関連する少なくとも１つの炉心パラメータ分布の取得を示す。例えば、図１Ａから１Ｐ
に示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、プルトニウムを含む原子
炉の炉心の与えられた状態のための１つ以上の炉心パラメータ分布を、炉心パラメータ分
布源１０４から取得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分布源１０４は、プルト
ニウムを含む原子炉の炉心の与えられた状態のための炉心パラメータ分布を格納してもよ
い。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４
に格納されたプルトニウムを含む原子炉の炉心の与えられた状態のための炉心パラメータ
分布を取り出してもよい。
【０２３２】
　図１０は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図１０は、参照生
成操作４２０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作
は、操作１００２及び／又は操作１００４を含み得る。
【０２３３】
　操作１００２は、ＢＯＣ炉心の少なくとも一部に再利用核燃料を含む、原子炉のシミュ
レートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分布の生成を示す。例えば、図１Ａから１
Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、再利用核燃料を含む原
子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分布を生成してもよい。例え
ば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、少なくともいくつかの再利用核燃料
（例えば再利用ウラニウム）を含むシミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた（例えば、シ
ミュレートされたＢＯＣ炉心の燃料集合体を通じた）核燃料（核分裂性及び非核分裂性材
料を含む）の空間的分布を提供してもよい。
【０２３４】
　他の実施形態において、操作１００４は、ＢＯＣ炉心の少なくとも一部に未燃焼核燃料
を含む原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分布の生成を示す。
例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、
再利用核燃料を含む原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分布を
生成してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、少なくともい
くつかの未燃焼核燃料（例えば未燃焼ウラニウム）を含むシミュレートされたＢＯＣ炉心
を通じた核燃料（核分裂性及び非核分裂性材料を含む）の空間的分布を提供してもよい。
【０２３５】
　図１１は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図１１は、生成操
作４２０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作は、
操作１１０２及び／又は操作１１０４を含み得る。
【０２３６】
　操作１１０２は、ＢＯＣ炉心の少なくとも一部に濃縮核燃料を含む、原子炉のシミュレ
ートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分布の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐ
に示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、濃縮核燃料を含む原子炉
のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分布を生成してもよい。例えば、
制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、少なくともいくつかの濃縮核燃料を含む
シミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた核燃料（核分裂性及び非核分裂性材料を含む）の
空間的分布を提供してもよい。
【０２３７】
　他の実施形態において、操作１１０４は、ＢＯＣ炉心の少なくとも一部に濃縮ウラニウ
ムベースの核燃料を含む原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分
布の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６は、濃縮ウラニウムを含む原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための
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初期燃料注入分布を生成してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０
６は、少なくともいくつかの濃縮ウラニウムを含むシミュレートされたＢＯＣ炉心を通じ
た核燃料（核分裂性及び非核分裂性材料を含む）の空間的分布を提供してもよい。
【０２３８】
　図１２は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図１２は、参照生
成操作４２０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作
は、操作１２０２及び／又は操作１２０４を含み得る。
【０２３９】
　操作１２０２は、ユーザ入力及びコントローラーの少なくとも１つを介した、原子炉の
シミュレートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分布の生成を示す。例えば、図１Ａ
から１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、ユーザ入力及び
制御装置１０２の少なくとも１つを用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のた
めの初期燃料注入分布を生成してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置
１０６は、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６によって実行された予めプログラ
ムされた予測アルゴリズムを用いて、シミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた核燃料（核
分裂性及び非核分裂性材料を含む）の空間的分布を提供してもよい。これに関して、予測
アルゴリズムは、種々のパラメータに基づいて、好ましい初期燃料注入分布を選択しても
よい。上述した種々のパラメータには、開始時の初期燃料注入分布及び最終の燃料注入分
布に相互に関連した史料、ユーザが選択した初期燃料注入分布優先等が含まれるが、これ
らに限定されない。
【０２４０】
　他の例において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、制御装置１０２に連
動したユーザの入力データを用いて、シミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた核燃料（核
分裂性及び非核分裂性材料を含む）の空間的分布を提供してもよい。これに関して、ユー
ザは、ユーザのユーザディスプレイ１１６に呈示された多くの選択肢に基づいて初期燃料
注入分布を選択してもよい。例えば、制御装置１０２は、予めプログラムされた予測アル
ゴリズムの出力に基づく複数の初期燃料注入分布をユーザに提示（例えばディスプレイ１
１６に提示）してもよい。ディスプレイ１１６における注入分布の提示に基づき、ユーザ
は、ユーザ入力装置１１８を用いて好ましい初期注入分布を選択してもよい。
【０２４１】
　さらに他の例において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、主としてユー
ザ入力データに基づいた、シミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた核燃料（核分裂性及び
非核分裂性材料を含む）の空間的分布を提供してもよい。これに関して、ユーザは、初期
燃料注入分布を制御装置１０２に選択又は入力してもよい。例えば、ユーザは、シミュレ
ートされたＢＯＣ炉心を通して、各燃料集合体から特定の材料若しくは材料群（核分裂性
若しくは非核分裂性）、又は、各燃料集合体の各ピンを選ぶことによって、初期燃料注入
分布を選択してもよい。さらに、ユーザは、グラフィカルユーザインタフェース１１４（
例えば、ディスプレイ／マウス、タッチスクリーン、ディスプレイ／キーボード等）を用
いて、この初期燃料選択を行ってもよく、これにより、ユーザは、シミュレートされたＢ
ＯＣ炉心を通じた、シミュレートされた燃料集合体のそれぞれ、又は、シミュレートされ
た燃料集合体の各ピンの、可能な核燃料材料（例えば、核分裂性又は非核分裂性材料）の
リストから選択することができる。この方法において、ユーザは、離散化した方法で、シ
ミュレートされたＢＯＣ炉心にまたがる初期核燃料注入分布を形成してもよい（例えば、
燃料集合体レベル分解による形成又はピンレベル分解による形成）。選択した初期注入分
布は、その後、制御装置１０２のメモリ１０８に読み取らせてもよく、また、本発明の続
く工程において、１つ以上の処理装置１０６が用いてもよい。
【０２４２】
　他の実施形態において、操作１２０４は、原子炉のシミュレートされた寿命初期（ＢＯ
Ｌ）炉心のための初期燃料注入分布の生成を示してもよい。例えば、図１Ａから１Ｐに示
すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされた
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寿命初期（ＢＯＬ）炉心のための初期燃料注入分布を生成してもよい。例えば、制御装置
１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＬ炉心を通じた
（シミュレートされたＢＯＬ炉心の燃料集合体を通した）核燃料（核分裂性及び非核分裂
性を含む）の空間的分布を提供してもよい。
【０２４３】
　図１３は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図１３は、生成操
作４２０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作は、
操作１３０２及び／又は操作１３０４を含み得る。
【０２４４】
　操作１３０２は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分布の
無作為の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上
の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分布
を無作為に生成してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シ
ミュレートされたＢＯＣ炉心にまたがる核燃料（核分裂性及び非核分裂性を含む）の空間
的分布を無作為に選択するために構築された予めプログラムされたアルゴリズムを適用し
てもよい。
【０２４５】
　他の実施形態において、操作１３０４は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心がシ
ミュレートされた燃料集合体を複数含む、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のため
の初期燃料注入分布の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０
２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための、シ
ミュレートされた燃料集合体の複数を通した初期燃料注入分布を生成してもよい。例えば
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心を通じ
た各燃料集合体内における材料の型及び質を提供することによって、シミュレートされた
ＢＯＣ炉心を通じた核燃料（核分裂性及び非核分裂性を含む）の空間的分布を提供しても
よい。さらに、初期燃料注入分布は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の各燃料集合体のピ
ンレベルにおいて分解されてもよい。これに関して、制御装置１０２の１つ以上の処理装
置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた各燃料集合体の各燃料ピン内の材料
の型及び質を提供することによって、ＢＯＣ炉心を通じた核燃料（核分裂性及び非核分裂
性）の空間的分布を提供してもよい。
【０２４６】
　図１４は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図１４は、選択操
作４３０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作は、
操作１４０２、１４０４及び／又は操作１４０６を含み得る。
【０２４７】
　操作１４０２は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域に関連する初
期位置の１組の選択を示し、１組の初期位置のそれぞれは、１組の領域のうちの１つに対
応する。 例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置
１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域に関連する初期位置の
１組（例えば、ｘ、ｙ、ｚ位置）を選択してもよい。さらに、制御装置１０２の１つ以上
の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内の１組の領域１２
２のそれぞれに関連する位置を与えてもよい。これに関して、制御装置１０２によって線
引きされた各領域は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内の核燃料の選択（例えば、
制御装置１０２による選択又はユーザ入力を介した選択）された量を包含してもよい。
【０２４８】
　他の実施形態において、操作１４０４は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の
１組の領域に関連する初期位置の１組の選択を示し、初期位置の１組のそれぞれは、各領
域が少なくとも１つの燃料集合体を包含する１組の領域の内の１つに対応している。例え
ば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子
炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域に関連する初期位置の１組（例えば、
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ｘ、ｙ、ｚ位置）を選択してもよく、これによって、各領域は、シミュレートされたＢＯ
Ｃ炉心１２０の１つ以上の燃料集合体１２４を包含する。さらに、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内の１つ以上の
燃料集合体１２４を包含する各領域に関連する位置を与えてもよい。例えば、図１Ｉに示
すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２の１組の初
期位置１４０を選択するように構成され、これにより、各領域１２２は、ＢＯＣ炉心１２
０の単一の燃料集合体１２４を包含する。他の例において、図１Ｊに示すように、制御装
置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２の１組の初期位置１４０を選
択するように構成され、これにより、各領域１２２は、ＢＯＣ炉心１２０の複数の燃料集
合体１２４を包含する。
【０２４９】
　他の実施形態において、操作１４０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の
１組の領域に関連する初期位置の１組の選択を示し、１組の初期位置のそれぞれは１組の
領域の内の１つに対応し、三次元領域である１組の領域のそれぞれは、選択された大きさ
を有する。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置
１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内の１組の領域１２２に関連す
る１組の初期位置１４０を選択してもよく、それによって各領域は選択された大きさの三
次元領域である。さらに、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミ
ュレートされたＢＯＣ炉心１２０内の選択された大きさの三次元領域のそれぞれに関連す
る位置を与えてもよい。
【０２５０】
　図１５は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図１５は、選択操
作４３０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作は、
操作１５０２及び／又は操作１５０４を含み得る。
【０２５１】
　他の実施形態において、操作１５０２は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の
１組の領域に関連する初期位置の１組の選択を示し、１組の初期位置のそれぞれは１組の
領域の内の１つに対応し、１組の領域のそれぞれは、選択された形状の三次元領域である
。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は
、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域１２２に関連する１組の初期位
置１４０を選択してもよく、それによって各領域は、選択された形状の三次元領域である
（例えば、六角体、直方体、円柱体、楕円体、球体、円盤体、リング体等）。さらに、制
御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内
の選択された形状の三次元領域のそれぞれに関連する位置を与えてもよい。
【０２５２】
　他の実施形態において、操作１５０４は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の
１組の領域に関連する初期位置の１組の選択を示し、１組の初期位置のそれぞれは、１組
の領域のうちの１つに対応し、１組の領域は、選択された数の領域を含む。例えば、図１
Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、選択された数
の領域を含む１組の領域１２２に関連する１組の初期位置１４０を選択してもよい。さら
に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ
炉心１２０内の選択された数の領域のそれぞれに関連する位置を与えてもよい。
【０２５３】
　図１６は、図１６の例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図１６は、生成操
作４４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作は、
操作１６０２、１６０４及び／又は操作１６０６を含み得る。
【０２５４】
　操作１６０２は、１組の領域のそれぞれの熱力学変数を用いた初期燃料設計パラメータ
値の１組の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、各領域１２２のための熱力学変数（例えば、温度、圧力等）を用
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いて初期燃料設計パラメータ値１４１を生成してもよい。例えば、図１Ｉに示すように、
制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、与えられた領域１２２のための熱力学変
数を用いて、与えてられた領域１２２のための初期燃料設計パラメータ値を生成してもよ
い。他の例において、図１Ｌに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６
は、領域１２２、及び与えられた領域１２２に隣接する領域１２３ａ～１２３ｆのための
熱力学変数を用いて、与えられた領域１２２のための初期燃料設計パラメータ値を生成し
てもよい。
【０２５５】
　他の実施形態において、操作１６０４は、１組の領域のそれぞれの中性子パラメータを
用いた初期燃料設計パラメータ値の１組の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すよ
うに、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそれぞれの内のシミ
ュレートされた核燃料に関連する中性子パラメータを用いて、初期燃料設計パラメータ値
の１組を生成してもよい。例えば、図１Ｉに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６は、与えられた領域１２２のための中性子パラメータを用いて、与えられた
領域１２２のための初期燃料設計パラメータ値を生成してもよい。他の例において、図１
Ｌに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、領域１２２、及び与え
られた領域１２２に隣接する領域１２３ａ～１２３ｆのための中性子パラメータを用いて
、与えられた領域１２２のための初期燃料設計パラメータ値を生成してもよい。
【０２５６】
　他の実施形態において、操作１６０６は、１組の領域のそれぞれの無限増倍率（ｋ∞）
値を用いた初期燃料設計パラメータ値の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すよう
に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそれぞれの内の核燃料
に関連する無限増倍率（ｋ∞）値を用いて、初期燃料設計パラメータ値の１組を生成して
もよい。例えば、図１Ｉに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、
与えられた領域１２２のための無限増倍率（ｋ∞）値を用いて、与えられた領域１２２の
ための初期燃料設計パラメータ値を生成してもよい。他の例において、図１Ｌに示すよう
に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、領域１２２、及び与えられた領域１
２２に隣接する領域１２３ａ～１２３ｆのための無限増倍率（ｋ∞）値を用いて、与えら
れた領域１２２のための初期燃料設計パラメータ値を生成してもよい。
【０２５７】
　図１７は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図１７は、生成操
作４４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作は、
操作１７０２を含み得る。
【０２５８】
　操作１７０２は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１つの設計変数を用いた初期濃縮
値の１組の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、各領域１２２のための１つ以上の設計変数（例えば、熱力学変数
、中性子パラメータ等）を用いて、シミュレートされた初期核燃料濃縮値の１組を生成し
てもよい。例えば、図１Ｉに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は
、与えられた領域１２２のための設計変数を用いて、与えられた領域１２２のための初期
濃縮値の１組を生成してもよい。他の例において、図１Ｌに示すように、制御装置１０２
の１つ以上の処理装置１０６は、領域１２２、及び与えられた領域１２２に隣接する領域
１２３ａ～１２３ｆのための設計変数を用いて、与えられた領域１２２のための初期濃縮
値の１組を生成してもよい。
【０２５９】
　図１８は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図１８は、生成操
作４４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作は、
操作１８０２及び／又は１８０４を含み得る。
【０２６０】
　操作１８０２は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１つの設計変数を用いた、原子炉
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のシミュレートされたＢＯＣ炉心の燃料集合体の１組のピンに関連する初期ピン寸法値の
１組の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の
処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用いて、原子炉
のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する初期
ピン寸法値の１組を生成してもよい。例えば、図１Ｉに示すように、制御装置１０２の１
つ以上の処理装置１０６は、与えられた領域１２２のための設計変数を用いて、原子炉の
シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する初期ピ
ン寸法値の１組を生成してもよい。他の例において、図１Ｌに示すように、制御装置１０
２の１つ以上の処理装置１０６は、領域１２２、及び与えられた領域１２２に隣接する領
域１２３ａ～１２３ｆのための設計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉
心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する初期ピン寸法値の１組を生成しても
よい。
【０２６１】
　他の実施形態において、操作１８０４は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１つの設
計変数を用いた、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の燃料集合体の１組のピンに関
連する初期ピン配置値の１組の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設
計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１
組のピンに関連する初期ピン配置値の１組を生成してもよい。例えば、制御装置１０２の
１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそれぞれの１つ以上の設計変数を用いて、原
子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する
初期ピンピッチ値の１組を生成してもよい。他の例において、制御装置１０２の１つ以上
の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用いて原子炉
のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピン内の初期ピン数
を生成してもよい。
【０２６２】
　図１９は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図１９は、生成操
作４４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作は、操
作１９０２を含み得る。
【０２６３】
　他の実施形態において、操作１９０２は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１つの設
計変数を用いた、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の燃料集合体の１組のピンに関
連する初期ピン形状値の１組の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設
計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１
組のピンに関連する初期ピン形状値の１組を生成してもよい。例えば、制御装置１０２の
１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用い
て、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関
連する初期ピンサイズ値（例えば、ピン長さ値、ピン厚み／半径値等）の１組を生成して
もよい。他の例において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１
２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心
１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する初期ピン形態値（例えば、六角形、円
筒、角柱等）の１組を生成してもよい。
【０２６４】
　図２０は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図２０は、生成操
作４４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操作は、
操作２００２を含み得る。
【０２６５】
　他の実施形態において、操作２００２は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１つの設
計変数を用いた、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の燃料集合体の１組のピンに関
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連する初期ピン構成値の生成を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１
０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数
を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピ
ンに関連する初期ピン構成値の１組を生成してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用いて、原
子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する
燃料スミア密度の１組を生成してもよい。他の例において、制御装置１０２の１つ以上の
処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用いて、原子炉
のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する核分
裂含有値（例えば、各ピンにおける核分裂材料の相対量）を生成してもよい。他の例にお
いて制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ
以上の設計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１
２４の１組のピンに関連する親物質の含有値（例えば、各ピンにおける親材料の相対量）
を生成してもよい。他の例において制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組
の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢ
ＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する、非核分裂物質／非親物質の
含有値（例えば、各ピンにおける非核分裂性／非親材料の相対量（例えば、各ピンにおけ
るジルコニウムの量））の１組を生成してもよい。他の実施形態例として、図１Ａから１
Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそ
れぞれの１つ以上の設計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心にまたが
る燃料集合体の配置及び／又は位置関数としての初期ピン構成値の１組を生成してもよい
。これに関して、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢ
ＯＣ炉心の燃料集合体の各ピンの燃料構成、及び、シミュレートされたＢＯＣ炉心の種々
の燃料集合体にまたがって変化する燃料構成の両方を制御してもよい。
【０２６６】
　図２１は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図２１は、生成操
作４４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作は、操
作２１０２及び／又は２１０４を含んでもよい。
【０２６７】
　操作２１０２は、１組の領域の１組のピンのそれぞれの少なくとも１つの設計変数を用
いた初期燃料設計パラメータ値の１組の生成を示し、１組の初期燃料設計パラメータ値の
それぞれは、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域の内の１つに関連する
。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は
、１組のピンのそれぞれの少なくとも１つの設計変数を用いて、シミュレートされたＢＯ
Ｃ炉心１２０の１組の領域の内の１つに関連する初期燃料設計パラメータ値の１組を生成
してもよい。さらに、１組の初期燃料設計パラメータ値のそれぞれは、原子炉のシミュレ
ートされたＢＯＣ炉心の１組の領域の内の１つに関連させてもよい。これに関して、１組
の初期燃料設計パラメータ値は、１つ以上の設計変数のために、ピンレベル入力を用いた
「多数のピン」レベル（例えば、複数のピンを含む領域）において生成されてもよい。
【０２６８】
　操作２１０４は、１組の領域の１組のピンのそれぞれの少なくとも１つの設計変数を用
いた、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成を示し、１組の初期燃料設計パラメータ値
のそれぞれは、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域のそれぞれのピンの
うちの１つに関連する。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、１組のピンのそれぞれの少なくとも１つの設計変数を用いて、シ
ミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する初期燃料
設計パラメータ値の１組を生成してもよい。さらに、１組の初期燃料設計パラメータ値の
それぞれは、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域のそれぞれのピンの内
の１つに関連させてもよい。これに関して、１組の初期燃料設計パラメータ値は、１つ以
上の設計変数のために、ピンレベル入力を用いて、シミュレートされた炉心の「ピンレベ
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ル」において生成されてもよい。
【０２６９】
　図２２は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図２２は、算出操
作４５０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作は、操
作２２０２及び／又は２２０４を含み得る。
【０２７０】
　操作２２０２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の初期位置に配置された１組の
領域に関連する、生成された１組の初期燃料設計パラメータ値を用いた、シミュレートさ
れたＢＯＣ炉心の出力密度分布の算出を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、シ
ミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の初期位置に配置された領域１２２に対応する、生成
された１組の初期燃料設計パラメータ値を用いて、制御装置１０２の１つ以上の処理装置
１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の出力密度分布を算出してもよい。
【０２７１】
　他の実施形態において、２２０４は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の初期位置の１組
に位置する１組の領域に関連する、生成された１組の初期燃料設計パラメータ値を用いた
、シミュレートされたＢＯＣ炉心の出力密度分布の変化率の算出を示す。例えば、図１Ａ
から１Ｐに示すように、シミュレートされたＢＯＣ炉心の初期位置に配置された領域１２
２に対応する、生成された１組の初期燃料設計パラメータ値を用いて、制御装置１０２の
１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０のための出力密度分
布の変化率を算出してもよい。
【０２７２】
　図２３は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図２３は、算出操
作４５０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作は、操
作２３０２及び／又は２３０４を含んでもよい。
【０２７３】
　操作２３０２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の初期位置の１組に位置する１組の領
域に関連する、生成された１組の初期燃料設計パラメータ値を用いた、シミュレートされ
たＢＯＣ炉心の反応度分布の算出を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、シミュ
レートされたＢＯＣ炉心１２０の初期位置に配置された領域１２２に対応する、生成され
た１組の初期燃料設計パラメータ値を用いて、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０
６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の反応度分布を算出してもよい。
【０２７４】
　他の実施形態において、操作２３０４は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の初期
位置に配置された１組の領域に関連する、生成された１組の初期燃料設計パラメータ値を
用いた、シミュレートされたＢＯＣ炉心の出力密度分布の変化率の算出を示す。例えば、
図１Ａから１Ｐに示すように、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の初期位置に配置さ
れた領域１２２に対応する、生成された初期燃料設計パラメータ値を用いて、制御装置１
０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の反応度分布
の変化率を算出してもよい。
【０２７５】
　図２４は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図２４は、生成操
作４６０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作は、操
作２４０２を含んでもよい。
【０２７６】
　操作２４０２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域の次の位置の１組を決
定するための、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域における少なくとも１つの摂
動処理を行うことによる注入分布の生成を示し、次の位置の１組は、シミュレートされた
ＢＯＣ炉心の注入分布を定義する。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０
２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域の次の
位置の１組を決定するために、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域におけ
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る少なくとも１つの摂動処理を行うことによって、注入分布を生成してもよく、次の位置
の１組は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の注入分布を定義する。例えば、摂動処
理１７０から出力された領域１２２の次の位置は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０
の注入分布（例えば、原子炉の核燃料の親成分及び非親成分の空間分布）を定義する役割
を担い得る。
【０２７７】
　図２５は、図４Ａの例示の操作フロー４００の他の実施形態を示す。図２５は、生成操
作４６０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作は、操
作２５０２を含んでもよい。
【０２７８】
　操作２５０２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域の次の位置の１組を決
定するための、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域における少なくとも１つの摂
動処理を行うことによる注入分布の生成を示し、次の位置の１組は、シミュレートされた
ＢＯＣ炉心の少なくとも１つの炉心分布と、取得された少なくとも１つの原子炉心パラメ
ータ分布との間の、選択された許容量を下回る原子炉の炉心状態に関連する偏差基準を低
減する。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内の１組の領域１２２の次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域における少なくとも
１つの摂動処理を行うことによって、注入分布を生成してもよい。さらに、次の位置の１
組は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の少なくとも１つの原子炉心分布と、取得された少
なくとも１つの原子炉心パラメータ分布との間の、選択された許容量を下回る原子炉の炉
心状態に関連する偏差基準を低減する役割を担い得る。例えば、図１０に示すように、摂
動処理１７０は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１つ以上の算出された原子炉心分布と
、取得された１つ以上の原子炉心パラメータ分布との間の、選択された許容量を下回る原
子炉の炉心状態に関連する偏差基準（例えば、偏差、空間標準偏差、最大偏差、最小偏差
、集計的全体偏差基準等）まで、シミュレートされた炉心１２０内の領域１２２の位置を
反復的に変化してもよい。
【０２７９】
　図２６は、原子炉心注入分布の生成に関連する例示の処理を表す操作フロー２６００を
示す。図２６は、図４Ａの例示の操作フロー４００が少なくとも１つの追加の操作を含み
得る実施形態例を示す。追加の操作は、操作２６０２、２６０４及び／又は２６０８を含
み得る。
【０２８０】
　操作２６０２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域の次の位置の１組の報告
を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域の次の位置の１組を、送り先に報告
してもよい。例えば、制御装置１０２の少なくとも１つの処理装置１０６は、シミュレー
トされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域の次の位置の１組を示す１つ以上の信号を、送り
先に送信してもよい。
【０２８１】
　他の実施形態において、操作２６０４は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域
の次の位置の１組のディスプレイへの報告を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示すように
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組
の領域の次の位置の１組を、ディスプレイ（例えば、制御装置１０２に関連するディスプ
レイ、遠隔システムのディスプレイ、原子炉制御システムのディスプレイ等）に報告して
もよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢ
ＯＣ炉心１２０の１組の領域１２２の次の位置の１組を示す１つ以上の信号をディスプレ
イに送信してもよい。
【０２８２】
　他の実施形態において、操作２６０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組
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の領域１２２の次の位置の１組のメモリへの報告を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに示す
ように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心
１２０の１組の領域１２２の次の位置の１組を、メモリ（例えば、制御装置１０２のメモ
リ、遠隔システムのメモリ、原子炉制御システムのメモリ等）に報告してもよい。例えば
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組
の領域１２２の次の位置の１組を示す１つ以上の信号をディスプレイに送信してもよい。
【０２８３】
　他の実施形態において、操作２６０８は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域
の次の位置の１組の、原子炉の制御システムへの報告を示す。例えば、図１Ａから１Ｐに
示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ
炉心の１組の領域の次の位置の１組を、原子炉の制御システム（例えば、図２Ａの原子炉
１０１）に報告してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シ
ミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域１２２の次の位置の１組を示す１つ以上
の信号を、原子炉の制御システム（例えば、図１Ａの原子炉１０１）に送信してもよい。
【０２８４】
　図２７Ａは、生成された原子炉心注入分布による原子炉の１つ以上の燃料集合体の設置
に関する例示の操作を表す操作フロー２７００を示す。図２７Ａ及び操作フローの種々の
例を含むその後の図において、議論及び説明は、図１Ａから２Ｄの上述した例に関して、
及び／又は、他の例及び状況に関して提供され得る。しかしながら、操作フローは、他の
多くの環境及び状況、及び／又は、図１Ａから２Ｄの修正版において、実行され得る。ま
た、様々な操作フローが図示された順序で存在するが、様々な操作が図示されたものとは
異なる順序で実行され得ること、又は、同時に実行され得ることは理解されるべきである
。
【０２８５】
　開始操作の後、操作フロー２７００は取得操作２７１０に移動する。取得操作２７１０
は、原子炉（例えば参照原子炉）の炉心の状態（例えば均衡状態）に関連する少なくとも
１つの炉心パラメータ分布１０３の取得を表す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、
制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に通信可能
に連結されており、かつ、与えられた状態（例えば、均衡状態、均衡に近づく状態、又は
均衡開始の状態）における原子炉の炉心の１つ以上の炉心パラメータ分布１０３を、炉心
パラメータ分布源１０４（例えばメモリ）から取得するように構成されている。さらに、
制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、与えられた状態における原子炉の炉心の
炉心パラメータ分布１０３を、原子炉の炉心内の位置関数としての炉心パラメータを示す
データベース又はマップ（例えば２次元又は３次元マップ）の形態で取得してもよい。
【０２８６】
　次に、生成操作２７２０は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の初期燃料注入分
布の生成を表す。例えば、図１Ａから２Ｄ、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６
は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の初期燃料注入分布を生成してもよい。
【０２８７】
　次に、選択操作２７３０は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域に
関連する初期位置の１組の選択を表す。例えば、図１Ａから２Ｄ、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域に関連
する初期位置の１組を選択してもよい。
【０２８８】
　次に生成操作２７４０は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１つの設計変数を用いた
初期燃料設計パラメータ値の１組の生成を表す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、
制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１つ
の設計変数を用いて、初期燃料設計パラメータ値の１組を生成してもよい。
【０２８９】
　次に、算出操作２７５０は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の初期位置の１組に位置す
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る１組の領域に関連する生成された初期燃料設計パラメータ値の１組を用いた、シミュレ
ートされたＢＯＣ炉心の少なくとも１つの炉心パラメータ分布の算出を表す。例えば、図
１Ａから２Ｄ、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯ
Ｃ炉心の初期位置の１組に位置する１組の領域に関連する生成された初期燃料設計パラメ
ータ値の１組を用いた、シミュレートされたＢＯＣ炉心の少なくとも１つの炉心パラメー
タ分布を算出してもよい。
【０２９０】
　次に、注入分布生成工程２７６０は、シミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域の
次の位置の１組を決定するための、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域における
少なくとも１つの摂動処理を行うことによる、注入分布の生成を表す。例えば、制御装置
１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域の
次の位置の１組を決定するために、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域における
少なくとも１つの摂動処理を行うことによって、注入分布を生成してもよい。
【０２９１】
　設置操作２７７０は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域の次の位置の１組に
したがう、原子炉の炉心の少なくとも１つの燃料集合体の設置を示す。例えば、図１Ａか
ら２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１つ以上の処理装
置１０６により生成された注入分布において、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領
域の次の位置の一組にしたがって、原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体を
設置するように、燃料取扱装置２０４に命令してもよい。例えば、１つ以上の処理装置１
０６は、燃料取扱制御装置２０６に、生成された注入分布の１組の領域１２２の次の位置
の１組を表す信号を送信してもよい。次に、制御装置２０６は、１つ以上の処理装置１０
６により生成された注入分布におけるシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域
１２２の次の位置の１組にしたがって、原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合
体の設置（例えば交換、再配置等）を、燃料取扱装置２０４に命令してもよい。
【０２９２】
　図２７Ｂは、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の実施形態例を示す。図２７Ｂは、
取得操作２７１０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操
作は、操作２７１２を含み得る。
【０２９３】
　操作２７１２は、原子炉の炉心の均衡状態に関連する少なくとも１つの炉心パラメータ
分布の取得を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の
処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４から、均衡状態の原子炉の炉心の１つ以
上の炉心パラメータ分布１０３を取得してもよい。他の実施形態例において、図１Ａから
２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布
源１０４から、均衡に近づく状態の原子炉の炉心の１つ以上の炉心パラメータ分布１０３
を取得してもよい。他の実施形態例において、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１
０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４から、均衡開始の状態
の原子炉の炉心の１つ以上の炉心パラメータ分布１０３を取りだしてもよい。
【０２９４】
　図２８は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の例を示す。図２８は、取得操作
２７１０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加操作は、操作
２８０２及び／又は２８０４を含み得る。
【０２９５】
　操作２８０２は、熱原子炉の炉心の状態に関連する少なくとも１つの炉心パラメータ分
布の取得を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４から、熱原子炉の炉心の１つ以上の炉心パ
ラメータ分布１０３を取得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分布源１０４は、
参照熱原子炉の炉心の炉心パラメータ分布を格納してもよい。次に、制御装置１０２の１
つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格納された参照熱原子炉の炉
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心の炉心パラメータ分布１０３を取りだしてもよい。
【０２９６】
　他の実施形態において、操作２８０４は、高速原子炉の炉心の状態に関連する少なくと
も１つの炉心パラメータ分布の取得を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４から、高速原子
炉の炉心の１つ以上の炉心パラメータ分布１０３を取得してもよい。これに関して、炉心
パラメータ分布源１０４は、参照高速原子炉の炉心の炉心パラメータ分布を格納してもよ
い。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４
に格納された参照高速原子炉の炉心の炉心パラメータ分布１０３を取り出してもよい。
【０２９７】
　図２９は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図２９は、取
得操作２７１０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加操作は
、操作２９０２及び／又は操作２９０４を含んでもよい。
【０２９８】
　一実施形態において、操作２９０２は、増殖燃焼原子炉の炉心の状態に関連する少なく
とも１つの炉心パラメータ分布の取得を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制
御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４から、増殖燃
焼原子炉の炉心の１つ以上の炉心パラメータ分布１０３を取得してもよい。これに関して
、炉心パラメータ分布源１０４は、参照増殖燃料原子炉の炉心の炉心パラメータ分布を格
納してもよい。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分
布源１０４に格納された参照増殖燃焼原子炉の炉心の炉心パラメータ分布１０３を取り出
してもよい。
【０２９９】
　他の実施形態において、操作２９０４は、進行波炉の炉心の状態に関連する少なくとも
１つの炉心パラメータ分布の取得を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装
置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４から、進行波炉の
炉心の１つ以上の炉心パラメータ分布１０３を取得してもよい。これに関して、炉心パラ
メータ分布源１０４は、参照進行波炉の炉心の炉心パラメータ分布を格納してもよい。次
に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格納
された参照進行波炉の炉心の炉心パラメータ分布１０３を取り出してもよい。
【０３００】
　図３０は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図３０は、取
得操作２７１０が少なくとも１つの追加操作を含み得る実施形態例を示す。追加操作は、
操作３００２、３００４、及び／又は操作３００６を含み得る。
【０３０１】
　操作３００２は、原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布の取得を示す。例えば、
図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラ
メータ分布源１０４から、与えられた状態の原子炉の炉心の１つ以上の出力密度分布を取
得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分布源１０４は、与えられた状態の原子炉
の炉心の出力密度分布を格納してもよい。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格納された与えられた状態の原子炉の炉心の出力
密度分布を取り出してもよい。さらに、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、
原子炉の炉心内の位置関数としての出力生成密度を示すデータベース又はマップ（例えば
二次元又は三次元マップ）の形態で、原子炉の炉心の出力密度分布を取得してもよい。
【０３０２】
　他の実施形態において、操作３００４は、原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布
の変化率の取得を示す。F例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４から、与えられた状態の原子炉の
炉心の１つ以上の出力密度分布の変化率を取得してもよい。これに関して、炉心パラメー
タ分布源１０４は、与えられた状態の原子炉の炉心の出力密度分布の変化率を格納しても
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よい。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０
４に格納された与えられた状態の原子炉の炉心の出力密度分布の変化率を取り出してもよ
い。さらに、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉の炉心内の位置関数
としての出力生成密度の変化率を示すデータベース又はマップ（例えば、二次元又は三次
元マップ）の形態で、原子炉の炉心の出力密度分布の変化率を取得してもよい。
【０３０３】
　他の実施形態において、操作３００６は、原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布の
取得を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装
置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４から、与えられた状態の原子炉の炉心の１つ以
上の反応度分布を取得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分布源１０４は、与え
られた状態の原子炉の炉心の反応度分布を格納してもよい。次に、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格納された与えられた状態の原
子炉の炉心の反応度分布を取り出してもよい。さらに、制御装置１０２の１つ以上の処理
装置１０６は、原子炉の炉心内の位置関数としての反応度を示すデータベース又はマップ
（例えば、二次元又は三次元マップ）の形態で、原子炉の炉心の反応度分布を取得しても
よい。
【０３０４】
　図３１は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図３１は、取
得操作２７１０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作
は、操作３１０２及び／又は操作３１０４を含み得る。
【０３０５】
　操作３１０２は、原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布の変化率の取得を示す。例
えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉
心パラメータ分布源１０４から、与えられた状態の原子炉の炉心の１つ以上の反応度分布
の変化率を取得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分布源１０４は、与えられた
状態の原子炉の炉心の反応度分布の変化率を格納してもよい。次に、制御装置１０２の１
つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格納された与えられた状態の
原子炉の炉心の反応度分布の変化率を取り出してもよい。さらに、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、原子炉の炉心内の位置関数としての反応度変化率を示すデータ
ベース又はマップ（例えば、二次元又は三次元マップ）の形態で、原子炉の炉心の反応度
分布の変化率を取得してもよい。
【０３０６】
　他の実施形態において、操作３１０４は、原子炉のプルトニウムを含む炉心の状態に関
連する少なくとも１つの炉心パラメータ分布の取得を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示
すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４
から、与えられた状態の原子炉のプルトニウムを含む炉心の１つ以上の炉心パラメータ分
布を取得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分布源１０４は、与えられた状態の
原子炉のプルトニウムを含む炉心の炉心パラメータ分布を格納してもよい。次に、制御装
置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格納された与え
られた状態の原子炉のプルトニウムを含む炉心の炉心パラメータ分布を取り出してもよい
。
【０３０７】
　図３２は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図３２は、取
得操作２７１０が少なくとも１つの追加の操作を含む実施形態例を示す。追加の操作は、
操作３２０２及び／又は操作３２０４を含み得る。
【０３０８】
　操作３２０２は、原子炉の、少なくとも１つの燃料集合体を含む炉心の状態に関連する
少なくとも１つの炉心パラメータ分布の取得を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すよう
に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４から、
原子炉の、１つ以上の燃料集合体を含む炉心の１つ以上の炉心パラメータ分布１０３を取
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得してもよい。これに関して、炉心パラメータ分布源１０４は、１つ以上の燃料集合体を
含む原子炉の炉心の炉心パラメータ分布を格納してもよい。次に、制御装置１０２は、１
つ以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格納された、１つ以上の燃料
集合体を含む原子炉の炉心の炉心パラメータ分布１０３を取り出してもよい。
【０３０９】
　さらに、操作３２０４は、原子炉の、少なくとも１つのピンを含む少なくとも１つの燃
料集合体を含む炉心の状態に関連する少なくとも１つの炉心パラメータ分布の取得を示す
。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は
、炉心パラメータ分布源１０４から、１つ以上の燃料ピンを有する１つ以上の燃料集合体
を含む原子炉の炉心の１つ以上の炉心パラメータ分布を取得してもよい。これに関して、
炉心パラメータ分布源１０４は、１つ以上の燃料ピンを有する１つ以上の燃料集合体を有
する原子炉の炉心の炉心パラメータ分布を格納してもよい。次に、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、炉心パラメータ分布源１０４に格納された１つ以上の燃料ピン
を有する１つ以上の燃料集合体を有する原子炉の炉心の炉心パラメータ分布１０３を取り
出してもよい。
【０３１０】
　図３３は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図３３は、参
照生成操作２７２０が少なくとも１つの追加の操作を含む実施形態例を示す。追加の操作
は、操作３３０２及び／又は操作３３０４を含み得る。
【０３１１】
　操作３３０２は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の初期燃料注入分布の生成を
示し、ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は再利用核燃料を含む。例えば、図１Ａから２Ｄに示
すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、再利用核燃料を含む原子炉の
シミュレートされたＢＯＣ炉心の初期燃料注入分布を生成してもよい。例えば、制御装置
１０２の１つ以上の処理装置１０６は、少なくともいくつかの再利用核燃料（例えば、再
利用ウラニウム）を含むシミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた（例えば、シミュレート
されたＢＯＣ炉心の燃料集合体にわたる）核燃料（核分裂性及び非核分裂性材料を含む）
の空間分布を提供してもよい。
【０３１２】
　他の実施形態において、操作３３０４は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の初
期燃料注入分布の生成を示し、ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は未燃焼核燃料を含む。例え
ば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、再利
用核燃料を含む原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の初期燃料注入分布を生成しても
よい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、少なくともいくつかの未
燃焼核燃料（例えば、未燃焼ウラニウム）を含むシミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた
核燃料の空間分布を提供してもよい。
【０３１３】
　図３４は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図３４は、生
成操作２７２０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作
は、操作３４０２及び／又は操作３４０４を含み得る。
【０３１４】
　操作３４０２は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の初期燃料注入分布を生成を
示し、ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は濃縮核燃料を含む。例えば、図１Ａから２Ｄに示す
ように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、濃縮核燃料を含む原子炉のシミ
ュレートされたＢＯＣ炉心の初期燃料注入分布を生成してもよい。例えば、制御装置１０
２の１つ以上の処理装置１０６は、少なくともいくつかの濃縮核燃料を含むシミュレート
されたＢＯＣ炉心を通じた核燃料の空間分布を提供してもよい。
【０３１５】
　他の実施形態において、操作３４０４は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の初
期燃料注入分布の生成を示し、ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は濃縮ウラニウムベースの核
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燃料を含む。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装
置１０６は、濃縮ウラニウムを含む原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の初期燃料注
入分布を生成してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、少な
くともいくつかの濃縮ウラニウムを含むシミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた核燃料空
間分布を提供してもよい。
【０３１６】
　図３５は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図３５は、参
照生成操作２７２０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の
操作は、操作３５０２及び／又は操作３５０４を含み得る。
【０３１７】
　操作３５０２は、ユーザ入力及びコントローラーの少なくとも一つを介した原子炉のシ
ミュレートされたＢＯＣ炉心の初期燃料注入分布の生成を示す。例えば、図１Ａから２Ｄ
に示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、ユーザ入力及び／又は制
御装置１０２を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の初期燃料注入分布を生
成してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、制御装置１０２
の１つ以上の処理装置１０６が実行する予めプログラムされた予測アルゴリズムを用いて
、シミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた核燃料（核分裂性及び非核分裂性材料を含む）
の空間分布を提供してもよい。これに関して、予測アルゴリズムは、種々のパラメータに
基づいて、好ましい初期燃料注入分布を選択してもよい。上述した種々のパラメータには
、開始時の初期燃料注入分布及び最終の燃料注入分布の質に相互に関連した史料、ユーザ
が選択した初期燃料注入分布優先等が含まれるが、これらに限定されない。
【０３１８】
　他の例において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、制御装置１０２に連
動したユーザ入力データを用いて、シミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた核燃料の空間
分布を提供してもよい。これに関して、ユーザは、ユーザディスプレイ１１６を介してユ
ーザに提供された、いくつかの選択肢に基づき、初期燃料注入分布を選択してもよい。例
えば、制御装置１０２は、 予めプログラムされた予測アルゴリズムの出力に基づいた複
数の初期燃料注入分布をユーザに提供してもよい（例えば、ディスプレイ１１６に提供）
。ディスプレイ１１６における注入分布のこの提供に基づき、ユーザは、ユーザ入力装置
１１８を用いて好ましい初期注入分布を選択してもよい。
【０３１９】
　さらに他の例において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、基本的にユー
ザ入力データに基づき、シミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた核燃料の空間分布を提供
してもよい。これに関して、ユーザは、制御装置１０２に初期燃料注入分布を選択又は入
力してもよい。例えば、ユーザは、シミュレートされたＢＯＣ炉心にまたがる各燃料集合
体又は各燃料集合体の各ピンの、特定の材料（核分裂性又は非核分裂性）を選択すること
によって、初期燃料注入分布を選択してもよい。さらに、ユーザは、グラフィカルユーザ
インタフェース１１４（例えば、ディスプレイ／マウス、タッチスクリーン、ディスプレ
イ／キーボード等）を用いて、この初期燃料選択を行ってもよく、これにより、ユーザは
、シミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた、シミュレートされた燃料集合体のそれぞれ、
又は、シミュレートされた燃料集合体の各ピンの、可能な核燃料材料（例えば、核分裂性
又は非核分裂性材料）のリストから選択することができる。この方法において、ユーザは
、離散化した方法で、シミュレートされたＢＯＣ炉心にまたがる初期核燃料注入分布を形
成してもよい（例えば、燃料集合体レベル分解による形成又はピンレベル分解による形成
）。選択した初期注入分布は、その後、制御装置１０２のメモリ１０８に読み取らせても
よく、また、本発明の続く工程において、１つ以上の処理装置１０６が用いてもよい。
【０３２０】
　他の実施形態において、操作３５０４は、原子炉のシミュレートされた寿命初期（ＢＯ
Ｌ）炉心のための初期燃料注入分布の生成を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされた寿命初期
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（ＢＯＬ）炉心のための初期燃料注入分布を生成してもよい。例えば、制御装置１０２の
１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＬ炉心を通じた（例えば
、シミュレートされたＢＯＬ炉心の燃料集合体を通した）核燃料の空間的分布を提供して
もよい。
【０３２１】
　図３６は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図３６は、生
成操作２７２０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操
作は、操作３６０２及び／又は操作３６０４を含み得る。
【０３２２】
　操作３６０２は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分布の
無作為の生成を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上
の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための初期燃料注入分布
を無作為に生成してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シ
ミュレートされたＢＯＣ炉心にまたがる核燃料（核分裂性及び非核分裂性を含む）の空間
的分布を無作為に選択するために構築された予めプログラムされたアルゴリズムを適用し
てもよい。
【０３２３】
　他の実施形態において、操作３６０４は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心がシ
ミュレートされた燃料集合体を複数含む、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のため
の初期燃料注入分布の生成を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０
２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心のための、シ
ミュレートされた燃料集合体の複数を通じた初期燃料注入分布を生成してもよい。例えば
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０
を通じた各燃料集合体内における材料の型及び質を提供することによって、シミュレート
されたＢＯＣ炉心を通じた核燃料の空間的分布（例えば、核分裂性及び非核分裂性材料の
空間分布）を提供してもよい。さらに、初期燃料注入分布は、シミュレートされたＢＯＣ
炉心の各燃料集合体のピンレベルにおいて分解されてもよい。これに関して、制御装置１
０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心を通じた各燃料集合
体の各燃料ピン内の材料の型及び質を提供することによって、シミュレートされたＢＯＣ
炉心を通じた核燃料の空間分布を提供してもよい。
【０３２４】
　図３７は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図３７は、選
択操作２７３０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操
作は、操作３７０２及び／又は操作３７０４を含み得る。
【０３２５】
　操作３７０２は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域に関連する初
期位置の１組の選択を示し、１組の初期位置のそれぞれは、１組の領域のうちの１つに対
応する。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域１２２に関連する初期位
置の１組（例えば、ｘ、ｙ、ｚ位置）を選択してもよい。さらに、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内の１組の領域
１２２のそれぞれに関連する位置を与えてもよい。これに関して、制御装置１０２によっ
て線引きされた各領域は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内の核燃料の選択（例え
ば、制御装置１０２による選択又はユーザ入力を介した選択）された量を包含してもよい
。
【０３２６】
　他の実施形態において、操作３７０４は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の
１組の領域に関連する初期位置の１組の選択を示し、初期位置の１組のそれぞれは、各領
域が少なくとも１つの燃料集合体を包含する１組の領域の内の１つに対応している。例え
ば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子
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炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内の１組の領域１２２に関連する初期位置の１
組（例えば、ｘ、ｙ、ｚ位置）を選択してもよく、これによって、各領域は、シミュレー
トされたＢＯＣ炉心１２０の１つ以上の燃料集合体１２４を包含する。さらに、制御装置
１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内
の１つ以上の燃料集合体１２４を包含する各領域に関連する位置を与えてもよい。例えば
、図１Ｉに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２
２の１組の初期位置１４０を選択するように構成され、これにより、各領域１２２は、Ｂ
ＯＣ炉心１２０の単一の燃料集合体１２４を包含する。他の例において、図１Ｊに示すよ
うに、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２の１組の初期位
置１４０を選択するように構成され、これにより、各領域１２２は、ＢＯＣ炉心１２０の
複数の燃料集合体１２４を包含する。
【０３２７】
　図３８は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図３８は、選
択操作２７３０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操
作は、操作３８０２を含み得る。
【０３２８】
　他の実施形態において、操作３８０２は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の
１組の領域に関連する初期位置の１組の選択を示し、１組の初期位置のそれぞれは１組の
領域の内の１つに対応し、１組の領域のそれぞれは、選択された量の三次元領域である。
例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、
原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内の１組の領域１２２に関連する１組の初
期位置１４０を選択してもよく、それによって各領域は、選択された量の三次元領域であ
る。さらに、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされ
たＢＯＣ炉心１２０内の選択された量の三次元領域のそれぞれに関連する位置を与えても
よい。
【０３２９】
　図３９は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図３９は、選
択操作２７３０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操
作は、操作３９０２を含み得る。
【０３３０】
　一実施形態において、操作３９０２は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の１
組の領域に関連する初期位置の１組の選択を示し、１組の初期位置のそれぞれは１組の領
域の内の１つに対応し、１組の領域のそれぞれは、選択された形状の三次元領域である。
例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、
原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内の１組の領域１２２に関連する１組の初
期位置１４０を選択してもよく、それによって各領域は、選択された形状（例えば、六角
体、直方体、円柱体、楕円体、球体、円盤体、リング体等）の三次元領域である。さらに
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉
心１２０内の選択された形状の三次元領域のそれぞれに関連する位置を与えてもよい。
【０３３１】
　図４０は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図４０は、選
択操作２７３０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操
作は、操作４００２を含み得る。
【０３３２】
　他の実施形態において、操作４００２は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内の
１組の領域に関連する初期位置の１組の選択を示し、１組の初期位置のそれぞれは、１組
の領域のうちの１つに対応し、１組の領域は、選択された数の領域を含む。例えば、図１
Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、選択された数
の領域を含む１組の領域１２２に関連する１組の初期位置１４０を選択してもよい。さら
に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ
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炉心１２０内の選択された数の領域のそれぞれに関連する位置を与えてもよい。
【０３３３】
　図４１は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図４１は、生
成操作２７４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操
作は、操作４１０２を含み得る。
【０３３４】
　操作４１０２は、１組の領域のそれぞれの熱力学変数を用いた初期燃料設計パラメータ
値の１組の生成を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、各領域１２２のための熱力学変数（例えば、温度、圧力等）を用
いて初期燃料設計パラメータ値１４１を生成してもよい。例えば、図１Ｉに示すように、
制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、与えられた領域１２２のための熱力学変
数１４５を用いて、与えてられた領域１２２のための初期燃料設計パラメータ値を生成し
てもよい。他の例において、図１Ｌに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置
１０６は、領域１２２、及び与えられた領域１２２に隣接する領域１２３ａ～１２３ｆの
ための熱力学変数を用いて、与えられた領域１２２のための初期燃料設計パラメータ値を
生成してもよい。
【０３３５】
　図４２は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図４２は、生
成操作２７４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操
作は、操作４２０２及び／又は３２０４を含み得る。
【０３３６】
　操作４２０２は、１組の領域のそれぞれの中性子パラメータを用いた初期燃料設計パラ
メータ値の１組の生成を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の
１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそれぞれの内のシミュレートされた核燃料に
関連するニュートロンパラメータを用いて、初期燃料設計パラメータ値の１組を生成して
もよい。例えば、図１Ｉに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、
与えられた領域１２２のための中性子パラメータを用いて、与えられた領域１２２のため
の初期燃料設計パラメータ値を生成してもよい。他の例において、図１Ｌに示すように、
制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、領域１２２、及び与えられた領域１２２
に隣接する領域１２３ａ～１２３ｆのための中性子パラメータを用いて、与えられた領域
１２２のための初期燃料設計パラメータ値を生成してもよい。
【０３３７】
　他の実施形態において、操作４２０４は、１組の領域のそれぞれの無限増倍率（ｋ∞）
値を用いた初期燃料設計パラメータ値の１組の生成を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示
すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域のそれぞれの内の
核燃料に関連する無限増倍率（ｋ∞）値を用いて、初期燃料設計パラメータ値の１組を生
成してもよい。例えば、図１Ｉに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０
６は、与えられた領域１２２のための無限増倍率（ｋ∞）値を用いて、与えられた領域１
２２のための初期燃料設計パラメータ値を生成してもよい。他の例において、図１Ｌに示
すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、領域１２２、及び与えられた
領域１２２に隣接する領域１２３ａ～１２３ｆのための無限増倍率（ｋ∞）値を用いて、
与えられた領域１２２のための初期燃料設計パラメータ値を生成してもよい。
【０３３８】
　図４３は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図４３は、生
成操作２７４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操
作は、操作４３０２を含み得る。
【０３３９】
　操作４３０２は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１つの設計変数を用いた初期濃縮
値の１組の生成を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、各領域１２２のための１つ以上の設計変数（例えば、熱力学変数



(72) JP 6866158 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

、中性子パラメータ等）を用いて、シミュレートされた初期核燃料濃縮値の１組を生成し
てもよい。例えば、図１Ｉに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は
、与えられた領域１２２のための設計変数を用いて、与えられた領域１２２のための初期
濃縮値の１組を生成してもよい。他の例において、図１Ｌに示すように、制御装置１０２
の１つ以上の処理装置１０６は、領域１２２、及び与えられた領域１２２に隣接する領域
１２３ａ～１２３ｆのための設計変数を用いて、与えられた領域１２２のための初期濃縮
値の１組を生成してもよい。
【０３４０】
　図４４は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図４４は、生
成操作２７４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操
作は、操作４４０２及び／又は操作４４０４を含み得る。
【０３４１】
　操作４４０２は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１つの設計変数を用いた、原子炉
のシミュレートされたＢＯＣ炉心の燃料集合体の１組のピンに関連する初期ピン寸法値の
１組の生成を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の
処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用いて、原子炉
のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する初期
ピン寸法値の１組を生成してもよい。例えば、図１Ｉに示すように、制御装置１０２の１
つ以上の処理装置１０６は、与えられた領域１２２のための設計変数を用いて、原子炉の
シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する初期ピ
ン寸法値の１組を生成してもよい。他の例において、図１Ｌに示すように、制御装置１０
２の１つ以上の処理装置１０６は、領域１２２、及び与えられた領域１２２に隣接する領
域１２３ａ～１２３ｆのための設計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉
心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する初期ピン寸法値の１組を生成しても
よい。
【０３４２】
　他の実施形態において、操作４４０４は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１つの設
計変数を用いた、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の燃料集合体の１組のピンに関
連する初期ピン配置値の１組の生成を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設
計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１
組のピンに関連する初期ピン配置値の１組を生成してもよい。例えば、制御装置１０２の
１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用い
て、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関
連する初期ピンピッチ値の１組を生成してもよい。他の例において、制御装置１０２の１
つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用いて
原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピン内の初期
ピン数を生成してもよい。
【０３４３】
　図４５は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図４５は、生
成操作２７４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作
は、操作４５０２を含み得る。
【０３４４】
　他の実施形態において、操作４５０２は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１つの設
計変数を用いた、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の燃料集合体の１組のピンに関
連する初期ピン形状値の１組の生成を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設
計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１
組のピンに関連する初期ピン形状値の１組を生成してもよい。例えば、制御装置１０２の
１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用い
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て、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関
連する初期ピンサイズ値（例えば、ピン長さ値、ピン厚み／半径値等）の１組を生成して
もよい。他の例において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１
２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心
１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する初期ピン形態値（例えば、六角形、円
筒、角柱等）の１組を生成してもよい。
【０３４５】
　図４６は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図４６は、生
成操作２７４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態の例を示す。追加の操
作は、操作４６０２を含み得る。
【０３４６】
　他の実施形態において、操作４６０２は、１組の領域のそれぞれの少なくとも１つの設
計変数を用いた、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の燃料集合体の１組のピンに関
連する初期ピン構成値の生成を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１
０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数
を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピ
ンに関連する初期ピン構成値の１組を生成してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用いて、原
子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する
燃料スミア密度の１組を生成してもよい。他の例において、制御装置１０２の１つ以上の
処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用いて、原子炉
のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する核分
裂含有値（例えば、各ピンにおける核分裂材料の相対量）を生成してもよい。他の例にお
いて制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそれぞれの１つ
以上の設計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１
２４の１組のピンに関連する親物質の含有値（例えば、各ピンにおける親材料の相対量）
を生成してもよい。他の例において制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組
の領域１２２のそれぞれの１つ以上の設計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢ
ＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する、非核分裂物質／非親物質の
含有値（例えば、各ピンにおける非核分裂性／非親材料の相対量（例えば、各ピンにおけ
るジルコニウムの量））の１組を生成してもよい。他の実施形態例として、図１Ａから２
Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、１組の領域１２２のそ
れぞれの１つ以上の設計変数を用いて、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心にまたが
る燃料集合体の配置及び／又は位置関数としての初期ピン構成値の１組を生成してもよい
。これに関して、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢ
ＯＣ炉心の燃料集合体の各ピンの燃料構成、及び、シミュレートされたＢＯＣ炉心の種々
の燃料集合体にまたがって変化する燃料構成の両方を制御してもよい。
【０３４７】
　図４７は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図４７は、生
成操作２７４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作
は、操作４７０２及び／又は４７０４を含んでもよい。
【０３４８】
　操作４７０２は、１組の領域の１組のピンのそれぞれの少なくとも１つの設計変数を用
いた初期燃料設計パラメータ値の１組の生成を示し、１組の初期燃料設計パラメータ値の
それぞれは、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域の内の１つに関連する
。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は
、１組のピンのそれぞれの少なくとも１つの設計変数を用いて、シミュレートされたＢＯ
Ｃ炉心１２０の１組の領域の内の１つに関連する初期燃料設計パラメータ値の１組を生成
してもよい。さらに、１組の初期燃料設計パラメータ値のそれぞれは、原子炉のシミュレ
ートされたＢＯＣ炉心の１組の領域の内の１つに関連させてもよい。これに関して、１組
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の初期燃料設計パラメータ値は、１つ以上の設計変数のために、ピンレベル入力を用いた
「多数のピン」レベル（例えば、複数のピンを含む領域）において生成されてもよい。
【０３４９】
　操作４７０４は、１組の領域の１組のピンのそれぞれの少なくとも１つの設計変数を用
いた、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成を示し、１組の初期燃料設計パラメータ値
のそれぞれは、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域のそれぞれのピンの
うちの１つに関連する。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、１組のピンのそれぞれの少なくとも１つの設計変数を用いて、シ
ミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の燃料集合体１２４の１組のピンに関連する初期燃料
設計パラメータ値の１組を生成してもよい。さらに、１組の初期燃料設計パラメータ値の
それぞれは、原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域のそれぞれのピンの内
の１つに関連させてもよい。これに関して、１組の初期燃料設計パラメータ値は、１つ以
上の設計変数のために、ピンレベル入力を用いて、シミュレートされた炉心の「ピンレベ
ル」において生成されてもよい。
【０３５０】
　図４８は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図４８は、算
出操作２７５０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作
は、操作４８０２及び／又は４８０４を含み得る。
【０３５１】
　操作４８０２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の初期位置に位置する１組の領
域に関連する、生成された１組の初期燃料設計パラメータ値を用いた、シミュレートされ
たＢＯＣ炉心の出力密度分布の算出を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、シミ
ュレートされたＢＯＣ炉心１２０の初期位置に配置された領域１２２に対応する、生成さ
れた１組の初期燃料設計パラメータ値を用いて、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の出力密度分布を算出してもよい。
【０３５２】
　他の実施形態において、４８０４は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の初期位置
に配置された１組の領域に関連する、生成された１組の初期燃料設計パラメータ値を用い
た、シミュレートされたＢＯＣ炉心の出力密度分布の変化率の算出を示す。例えば、図１
Ａから２Ｄに示すように、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の初期位置に配置された
領域１２２に対応する、生成された１組の初期燃料設計パラメータ値を用いて、制御装置
１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０のための出
力密度分布の変化率を算出してもよい。
【０３５３】
　図４９は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図４９は、算
出操作２７５０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作
は、操作４９０２及び／又は４９０４を含んでもよい。
【０３５４】
　操作４９０２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の初期位置に配置された１組の
領域に関連する、生成された１組の初期燃料設計パラメータ値を用いた、シミュレートさ
れたＢＯＣ炉心の反応度分布の算出を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、シミ
ュレートされたＢＯＣ炉心１２０の初期位置に配置された領域１２２に対応する、生成さ
れた１組の初期燃料設計パラメータ値を用いて、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の反応度分布を算出してもよい。
【０３５５】
　他の実施形態において、操作４９０４は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の初期
位置に配置された１組の領域に関連する、生成された１組の初期燃料設計パラメータ値を
用いた、シミュレートされたＢＯＣ炉心の出力密度分布の変化率の算出を示す。例えば、
図１Ａから２Ｄに示すように、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の初期位置に配置さ
れた領域１２２に対応する、生成された初期燃料設計パラメータ値を用いて、制御装置１
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０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の反応度分布
の変化率を算出してもよい。
【０３５６】
　図５０は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図５０は、生
成操作２７６０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作
は、操作５００２を含んでもよい。
【０３５７】
　操作５００２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域の次の位置の１組を決
定するための、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域における少なくとも１つの摂
動処理を行うことによる注入分布の生成を示し、次の位置の１組は、シミュレートされた
ＢＯＣ炉心の注入分布を定義する。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０
２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域の次の
位置の１組を決定するために、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域１２２
における少なくとも１つの摂動処理を行うことによって、注入分布を生成してもよく、次
の位置の１組は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の注入分布を定義する。例えば、
摂動処理１７０から出力された領域１２２の次の位置は、シミュレートされたＢＯＣ炉心
１２０の注入分布（例えば、原子炉の核燃料の親成分及び非親成分の空間分布）を定義す
る役割を担い得る。
【０３５８】
　図５１は、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図５１は、生
成操作２７６０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作
は、操作５１０２を含んでもよい。
【０３５９】
　操作２５０２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心内の１組の領域の次の位置の１組を決
定するための、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域における少なくとも１つの摂
動処理を行うことによる注入分布の生成を示し、次の位置の１組は、シミュレートされた
ＢＯＣ炉心の少なくとも１つの炉心分布と、取得された少なくとも１つの原子炉心パラメ
ータ分布との間の、選択された許容量を下回る原子炉の炉心状態に関連する偏差基準を低
減する。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０内の１組の領域１２２の次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域１２２における少な
くとも１つの摂動処理を行うことによって、注入分布を生成してもよい。さらに、次の位
置の１組は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の少なくとも１つの原子炉心分布と、取得さ
れた少なくとも１つの原子炉心パラメータ分布との間の、選択された許容量を下回る原子
炉の炉心状態に関連する偏差基準を低減する役割を担い得る。例えば、図１Ｐに示すよう
に、摂動処理１７０は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１つ以上の算出された原子炉心
分布と、取得された１つ以上の原子炉心パラメータ分布との間の、選択された許容量を下
回る原子炉の炉心状態に関連する偏差基準（例えば、偏差、空間標準偏差、最大偏差、最
小偏差、集計的全体偏差基準等）まで、シミュレートされた炉心１２０内の領域１２２の
位置を反復的に変化してもよい。
【０３６０】
　図５２Ａは、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の他の実施形態を示す。図５２Ａは
、設置操作２７７０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の
操作は、操作５２０２及び／又は５２０４を含んでもよい。
【０３６１】
　操作５２０２は、注入分布の決定に対応した、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１
組の領域の次のシミュレートされた位置の１組にしたがう、原子炉の炉心の少なくとも１
つの燃料集合体の設置を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、シミュレートされ
たＢＯＣ炉心１２０の注入分布の決定において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域１２２の次のシミュレートさ
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れた位置の一組にしたがって、原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８
を設置するように、燃料取扱装置２０４に命令してもよい。例えば、制御装置１０２の１
つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱制御装置２０６に、シミュレートされたＢＯＣ原子
炉心１２０の１組の領域の次の位置の１組を示す命令信号２０７を送信してもよい。次に
、燃料取扱制御装置２０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域１２２
の次の位置の１組にしたがって、原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０
８の設置のために、燃料取扱装置２０４が必要とする指示をコードする命令信号２０９を
送信してもよい。
【０３６２】
　他の例において、操作５２０４は、ユーザ入力に応じた、シミュレートされたＢＯＣ炉
心１２０の１組の領域１２２のシミュレートされた次の位置の１組にしたがう、原子炉の
炉心の少なくとも１つの燃料集合体の設置を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように
、ユーザ入力装置１１８からの信号に応じて、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０
６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域１２２のシミュレートされた次
の位置の一組にしたがって、原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を
設置するように、燃料取扱装置２０４に命令してもよい。例えば、ユーザ選択を示すユー
ザ入力装置１１８からの命令信号の受信において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置
１０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心１２０の１組の領域のシミュレートされた
次の位置の１組を示す命令信号２０７を、燃料取扱制御装置２０６に送信してもよい。次
に、燃料取扱制御装置２０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心１２０の１組の領域
１２２のシミュレートされた次の位置の１組にしたがって、原子炉１０１の炉心２０２の
１つ以上の燃料集合体２０８の設置のために、燃料取扱装置２０４が必要とする指示をコ
ードする命令信号２０９を送信してもよい。
【０３６３】
　図５２Ｂは、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の実施形態例を示す。図５２Ｂは、
設置操作２７７０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操
作は、操作５２０６及び／又は５２０８を含み得る。
【０３６４】
　操作５２０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされ
た１組の位置にしたがう、熱原子炉の炉心の少なくとも１つの燃料集合体の設置を示す。
例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の注入分布
の決定において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢ
ＯＣ炉心１２０の１組の領域１２２の次のシミュレートされた位置の一組にしたがって、
熱原子炉の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を設置するように、燃料取扱装置２
０４に命令してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取
扱制御装置２０６に、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心１２０の１組の領域１２２のシ
ミュレートされた次の位置の１組を示す命令信号２０７を燃料取扱制御装置２０６に送信
してもよい。次に、燃料取扱制御装置２０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の
１組の領域１２２の次の位置の１組にしたがって、熱原子炉の炉心２０２の１つ以上の燃
料集合体２０８の設置のために、燃料取扱装置２０４が必要とする指示をコードする命令
信号２０９を送信してもよい。
【０３６５】
　操作５２０８は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域のシミュレートされた次
の位置の１組にしたがう、高速原子炉の炉心の少なくとも１つの燃料集合体の設置を示す
。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は
、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域１２２のシミュレートされた次の位
置の一組にしたがって、高速原子炉の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を設置す
るように、燃料取扱装置２０４に命令してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の
処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心１２０の１組の領域１２２のシミ
ュレートされた次の位置の１組を示す命令信号２０７を、燃料取扱制御装置２０６に送信
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してもよい。次に、燃料取扱制御装置２０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心１２
０の１組の領域１２２のシミュレートされた次の位置の１組にしたがって、高速原子炉の
炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８の設置のために、燃料取扱装置２０４が必要と
する指示をコードする命令信号２０９を送信してもよい。
【０３６６】
　図５２Ｃは、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の実施形態例を示す。図５２Ｃは、
設置操作２７７０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操
作は、操作５２１０及び／又は５２１２を含み得る。
【０３６７】
　操作５２１０は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされ
た１組の位置にしたがう、増殖燃焼原子炉の炉心の少なくとも１つの燃料集合体の設置を
示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０
６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域１２２の次のシミュレートされ
た位置の一組にしたがって、増殖燃焼原子炉の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８
を設置するように、燃料取扱装置２０４に命令してもよい。例えば、制御装置１０２の１
つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱制御装置２０６に、シミュレートされたＢＯＣ原子
炉心１２０の１組の領域１２２のシミュレートされた次の位置の１組を示す命令信号２０
７を燃料取扱制御装置２０６に送信してもよい。次に、燃料取扱制御装置２０６は、シミ
ュレートされたＢＯＣ原子炉心１２０の１組の領域１２２のシミュレートされた次の位置
の１組にしたがって、増殖燃焼原子炉の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８の設置
のために、燃料取扱装置２０４が必要とする指示をコードする命令信号２０９を送信して
もよい。
【０３６８】
　他の実施形態において、操作５２１２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域
のシミュレートされた次の位置の１組にしたがう、進行波炉の炉心の少なくとも１つの燃
料集合体の設置を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心１２０の１組の領域１２２の
シミュレートされた次の位置の一組にしたがって、進行波炉の炉心２０２の１つ以上の燃
料集合体２０８を設置するように、燃料取扱装置２０４に命令してもよい。例えば、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心１２０の
１組の領域１２２のシミュレートされた次の位置の１組を示す命令信号２０７を、燃料取
扱制御装置２０６に送信してもよい。次に、燃料取扱制御装置２０６は、シミュレートさ
れたＢＯＣ原子炉心１２０の１組の領域１２２のシミュレートされた次の位置の１組にし
たがって、進行波炉の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８の設置のために、燃料取
扱装置２０４が必要とする指示をコードする命令信号２０９を送信してもよい。
【０３６９】
　図５２Ｄは、図２７Ａの例示の操作フロー２７００の実施形態例を示す。図５２Ｄは、
設置操作２７７０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操
作は、操作５２１４及び／又は５２１６を含み得る。
【０３７０】
　操作５２１４は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域の次の位置の１組に
したがう、初期配置から次の配置への原子炉の炉心の少なくとも１つの燃料集合体の移動
を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域１２２の次の位置の一組にし
たがって、初期配置から次の配置へ原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２
０８を移動させるように、燃料取扱装置２０４に命令してもよい。例えば、制御装置１０
２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２０４の把持部２１４に選択された燃料
集合体２１２を取り下げさせ、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心１２０の１組の領域１
２２のシミュレートされた次の位置にしたがって、原子炉心２０２内の新たな配置に選択
された燃料集合体を移動させてもよい。



(78) JP 6866158 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

【０３７１】
　他の実施形態において、操作５２１６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域
のシミュレートされた次の位置の１組にしたがう、原子炉の炉心の少なくとも１つの燃料
集合体の交換を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上
の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心１２０の１組の領域１２２の次
の位置の一組にしたがって、原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を
交換するように、燃料取扱装置２０４に命令してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２０４の把持部２１４に選択された燃料集合体２
１２を取り下げさせ、炉心２０２の外側の保管配置に選択された燃料集合体を移動させて
もよい。次に、１つ以上の処理装置１０６は、取り除かれた燃料集合体２１２の位置の炉
心２０２に、新たな燃料集合体を挿入するように、把持部２１４（又はさらなる把持部）
に命令してもよい。ここで、この処理を繰り返すことで、システム２００は、シミュレー
トされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域の次の位置の１組にしたがって、炉心２０２を形成
（又は再組立て）してもよいことが意味される。
【０３７２】
　図５３は、生成された原子炉心注入分布にしたがう、原子炉心の１つ以上の燃料集合体
の設置に関連する例示の操作を表す操作フロー５３００を示す。図５３は、図５３の例示
の操作フロー５３００が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加
の操作は、報告操作５２１４及び／又は５２１６を含み得る。
【０３７３】
　報告操作５３０２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域の次の位置の１組の
報告を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装
置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域の次の位置の１組を、送り先に
報告してもよい。例えば、制御装置１０２の少なくとも１つの処理装置１０６は、シミュ
レートされたＢＯＣ炉心の１組の領域の次の位置の１組を示す１つ以上の信号を、送り先
に送信してもよい。
【０３７４】
　他の実施形態において、操作５３０４は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域
の次の位置の１組のディスプレイへの報告を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように
、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０
の１組の領域の次の位置の１組を、ディスプレイ（例えば、音声又は視覚ディスプレイ）
に報告してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレー
トされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域の次の位置の１組を示す１つ以上の信号をディス
プレイユニット１１６に送信してもよい。
【０３７５】
　他の実施形態において、操作５３０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域
の次の位置の１組のメモリへの報告を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域
の次の位置の１組を、メモリ装置に報告してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上
の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域の次の位置の１
組を示す１つ以上の信号をメモリ装置１０８に送信してもよい。
【０３７６】
　図５４は、図５３の例示の操作フロー５３００の他の実施形態を示す。図５４は、報告
操作５３０２が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作は
、操作５４０２を含み得る。
【０３７７】
　操作５４０２は、シミュレートされたＢＯＣ炉心の１組の領域の次の位置の１組の、原
子炉の制御システムへの報告を示す。例えば、図１Ａから２Ｄに示すように、制御装置１
０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１組の領域
の次の位置の１組を、原子炉１０１の制御システム１８０に報告してもよい。例えば、制
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御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ炉心１２０の１
組の領域の次の位置の１組を示す１つ以上の信号を原子炉１０１の制御システム１８０に
送信してもよい。
【０３７８】
　図５５は、原子炉の炉心の操作順応状態の決定に関連する例示の操作を表す操作フロー
５５００を示す。図５５、及び操作フローの種々の例を含むその後の図において、議論及
び説明は、図１Ａから３Ｄの上述した例に関して提供されてもよい。しかしながら、操作
フローは、多くの他の環境及び状況、及び／又は、図１Ａから３Ｄの修正版において、実
行され得ることは理解されるべきである。また、種々の操作フローが図示された順序で存
在するが、種々の操作が、図示示されたものとは異なる順序で実行され得ること、又は、
同時に実行され得ることは理解されるべきである。
【０３７９】
　開始操作の後、操作フロー５５００は初期注入分布決定操作５５１０に移動する。決定
操作５５１０は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成するための、ＢＯＣシミュレ
ーション処理を用いた、原子炉の炉心の初期注入分布の決定を示す。例えば、図１Ａから
３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされた
ＢＯＣ原子炉心１２０を生成するためのＢＯＣシミュレーション処理を用いて、原子炉の
炉心の初期注入分布を決定するように構成されている。例えば、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成するために、ここで開
示した処理４００のような処理を実行してもよいが、これに限定されない。
【０３８０】
　次に、設置工程処理５５２０は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシ
ミュレートされた位置の１組にしたがう、原子炉の炉心の少なくとも１つの燃料集合体の
設置を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装
置１０６は、システム３００の燃料取扱装置２０４に、シミュレートされたＢＯＣ原子炉
心１２０の１組の領域のシミュレートされた位置の１組にしたがって、炉心２０２の１つ
以上の燃料集合体２０８を設計（例えば、移動又は交換）させてもよい。
【０３８１】
　次に、炉心操作の操作５５３０は、選択された時間間隔のための原子炉の炉心の操作を
示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、原子炉システム３００は、原子炉１０１の
炉心２０２を操作してもよい。選択された時間間隔での炉心２０２の操作に続いて、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、炉心測定工程を実行してもよい。
【０３８２】
　次に、測定された炉心パラメータ分布生成操作５５４０は、原子炉の炉心内の１つ以上
の配置における少なくとも１つの炉心パラメータの少なくとも１つの測定を用いた、測定
された炉心パラメータ分布の生成を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、システ
ム３００は、原子炉心２０２の１つ以上の位置における１つ以上の炉心パラメータを測定
するように構成された、炉心測定システム３０２を含んでもよい。次に、炉心測定システ
ム３０２からの測定に基づき、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、測定され
た炉心パラメータ分布を生成してもよい。例えば、炉心測定システム３０２からの測定に
基づき、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、測定された出力密度分布、測定
された出力密度分布の変化率、測定された反応度分布、測定された反応度分布の変化率の
うちの、少なくとも１つを生成してもよい。
【０３８３】
　次に、比較操作５５５０は、シミュレートされた稼働する原子炉心の少なくとも１つの
炉心パラメータ分布と、生成された測定された炉心パラメータ分布との比較を示す。例え
ば、図１Ａから３Ｄ、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、初期のシミュレー
トされたＢＯＣ原子炉心１２０の操作状態を代表するシミュレートされた稼働する原子炉
心を生成してもよい。次に、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレー
トされた稼働する原子炉心の１つ以上の炉心パラメータ分布のために、１つ以上の生成さ
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れた測定された炉心パラメータ分布を比較してもよい。
【０３８４】
　次に、操作順応決定工程５５６０は、生成された測定された炉心パラメータ分布と、シ
ミュレートされた稼働する原子炉心の少なくとも１つの炉心パラメータ分布との比較を用
いた、原子炉の炉心の操作順応状態の決定を示す。例えば、図１Ａから３Ｄ、制御装置１
０２の１つ以上の処理装置１０６は、１つ以上の生成された測定された炉心パラメータ分
布と、シミュレートされた稼働する原子炉心の１つ以上の炉心パラメータ分布との比較に
基づき、原子炉１０１の炉心２０２の操作順応状態を決定する。
【０３８５】
　図５６は、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図５６は、初期
注入分布決定操作５５１０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。
追加の操作は、操作５６０２及び／又は５６０４を含んでもよい。
【０３８６】
　操作５６０２は、シミュレートされたＢＯＣ熱原子炉心を生成するためのＢＯＣシミュ
レーション処理を用いた、原子炉の炉心の初期注入分布の決定を示す。例えば、図１Ａか
ら３Ｄに示すように、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装
置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ熱原子炉心を生成するためのＢＯＣシミュレーシ
ョン処理を用いて、原子炉心の初期注入分布を決定するように構成される。例えば、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ熱原子炉心を生成
するために、ここに開示した処理４００のような処理を実行してもよいが、これに限定さ
れない。
【０３８７】
　他の実施形態において、操作５６０４は、シミュレートされたＢＯＣ高速原子炉心を生
成するためのＢＯＣシミュレーション処理を用いた、原子炉の炉心の初期注入分布の決定
を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１
０６は、シミュレートされたＢＯＣ高速原子炉心を生成するためのＢＯＣシミュレーショ
ン処理を用いて、原子炉の炉心の初期注入分布を決定するように構成される。例えば、制
御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ高速原子炉心を
生成するために、ここに開示した処理４００のような処理を実行してもよいが、これに限
定されない。
【０３８８】
　図５７は、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図５７は、初期
注入分布決定操作５５１０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。
追加の操作は、操作５７０２及び／又は５７０４を含んでもよい。
【０３８９】
　操作５７０２は、シミュレートされたＢＯＣ増殖燃焼原子炉心を生成するためのＢＯＣ
シミュレーション処理を用いた、原子炉の炉心の初期注入分布の決定を示す。例えば、図
１Ａから３Ｄに示すように、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の
処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ増殖燃焼原子炉心を生成するためのＢＯＣ
シミュレーション処理を用いて、原子炉心の初期注入分布を決定するように構成される。
例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ増殖
燃焼原子炉心を生成するために、ここに開示した処理４００のような処理を実行してもよ
いが、これに限定されない。
【０３９０】
　他の実施形態において、操作５７０４は、シミュレートされたＢＯＣ進行波炉心を生成
するためのＢＯＣシミュレーション処理を用いた、原子炉の炉心の初期注入分布の決定を
示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０
６は、シミュレートされたＢＯＣ進行波炉心を生成するためのＢＯＣシミュレーション処
理を用いて、原子炉心の初期注入分布を決定するように構成される。例えば、制御装置１
０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ進行波炉心を生成するた
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めに、ここに開示した処理４００のような処理を実行してもよいが、これに限定されない
。
【０３９１】
　図５８は、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図５８は、初期
注入分布決定操作５５１０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。
追加の操作は、操作５８０２を含んでもよい。
【０３９２】
　操作５８０２は、初期運転（ＢＯＣ）シミュレーション処理を用いた、原子炉の初期注
入分布の決定を示し、ＢＯＣシミュレーション処理は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉
心の少なくとも１つの炉心パラメータ分布と、取得された少なくとも１つの炉心パラメー
タ分布との間の、選択された許容量を下回る参照原子炉の炉心状態に関連する偏差基準の
低減に適したシミュレートされたＢＯＣ原子炉心内の１組の領域のシミュレートされた位
置の１組を決定するように構成されている。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、初期運転（ＢＯＣ）シミュレーション処理を
用いて原子炉の初期注入分布を決定するように構成されており、ＢＯＣシミュレーション
処理は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の少なくとも１つの炉心パラメータ分布と、
取得された少なくとも１つの炉心パラメータ分布との間の、選択された許容量を下回る参
照原子炉の炉心状態に関連する偏差基準の低減に適したシミュレートされたＢＯＣ原子炉
心内の１組の領域のシミュレートされた位置の１組を決定するように構成されている。
【０３９３】
　図５９Ａは、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図５９Ａは、
設置操作５５２０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操
作は、操作５９０２及び／又は５９０４を含んでもよい。
【０３９４】
　操作５９０２は、初期注入分布決定に対応した、シミュレートされたＢＯＣ原子炉の１
組の領域のシミュレートされた位置の１組にしたがう、原子炉の炉心の少なくとも１つの
燃料集合体の設置を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、シミュレートされたＢ
ＯＣ炉心（例えば、シミュレートされた炉心１２０）の初期注入分布の決定において、制
御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２０４に、シミュレートされ
たＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされた位置の１組にしたがって、原子炉１
０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を設置させてもよい。例えば、シミュレ
ートされたＢＯＣ炉心の初期注入分布の決定において、制御装置１０２の１つ以上の処理
装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされた１
組の位置を示す命令信号２０７（図２Ａ参照）を、燃料取扱制御装置２０６に送信しても
よい。次に、燃料取扱制御装置２０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領
域のシミュレートされた１組の位置にしたがって、原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上
の燃料集合体２０８を設置するために、燃料取扱装置２０４が必要とする指示をコードす
る命令信号２０９を送信してもよい。
【０３９５】
　他の実施形態において、操作５９０４は、ユーザ入力に応じた、シミュレートされたＢ
ＯＣ炉心の１組の領域のシミュレートされた１組の位置にしたがう、原子炉の炉心の少な
くとも１つの燃料集合体の設置を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、ユーザ入
力装置１１８からの信号に応じて、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料
取扱装置２０４に、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされ
た１組の位置にしたがって、原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を
設置させてもよい。例えば、ユーザ入力装置１１８から取得した命令信号はユーザ選択を
示すので、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ原
子炉心の１組の領域のシミュレートされた１組の位置を示す命令信号２０７（図２Ａ参照
）を、燃料取扱制御装置２０６に送信してもよい。次に、燃料取扱制御装置２０６は、シ
ミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされた１組の位置にしたが
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って、原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を設置するために燃料取
扱装置２０４が必要とする指示をコードする命令信号２０９を送信してもよい。
【０３９６】
　図５９Ｂは、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図５９Ｂは、
設置操作５５２０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操
作は、操作５９０６及び／又は５９０８を含んでもよい。
【０３９７】
　操作５９０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉の１組の領域のシミュレートされた
位置の１組にしたがう、熱原子炉の炉心の少なくとも１つの燃料集合体の設置を示す。例
えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃
料取扱装置２０４に、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートさ
れた位置の１組にしたがって、熱原子炉の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を設
置させてもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、シミュレート
されたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされた１組の位置を示す命令信号２０
７を、燃料取扱制御装置２０６に送信してもよい。次に、燃料取扱制御装置２０６は、シ
ミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされた１組の位置にしたが
って、熱原子炉の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を設置するために、燃料取扱
装置２０４が必要とする指示をコードする命令信号２０９を送信してもよい。
【０３９８】
　他の実施形態において、操作５９０８は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の
領域のシミュレートされた１組の位置にしたがう、高速原子炉の炉心の少なくとも１つの
燃料集合体の設置を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２０４に、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の
１組の領域のシミュレートされた１組の位置にしたがって、高速原子炉の炉心２０２の１
つ以上の燃料集合体２０８を設置させてもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされた
１組の位置を示す命令信号２０７を、燃料取扱制御装置２０６に送信してもよい。次に、
燃料取扱制御装置２０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレ
ートされた１組の位置にしたがって、高速原子炉の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２
０８を設置するために燃料取扱装置２０４が必要とする指示をコードする命令信号２０９
を送信してもよい。
【０３９９】
　図５９Ｃは、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図５９Ｃは、
設置操作５５２０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操
作は、操作５９１０及び／又は５９１２を含んでもよい。
【０４００】
　操作５９１０は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされ
た位置の１組にしたがう、増殖燃焼原子炉の炉心の少なくとも１つの燃料集合体の設置を
示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０
６は、燃料取扱装置２０４に、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュ
レートされた位置の１組にしたがって、増殖燃焼原子炉の炉心２０２の１つ以上の燃料集
合体２０８を設置させてもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は
、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされた１組の位置を示
す命令信号２０７を、燃料取扱制御装置２０６に送信してもよい。次に、燃料取扱制御装
置２０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされた１組
の位置にしたがって、増殖燃焼原子炉の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を設置
するために、燃料取扱装置２０４が必要とする指示をコードする命令信号２０９を送信し
てもよい。
【０４０１】
　他の実施形態において、操作５９１２は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の
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領域のシミュレートされた１組の位置にしたがう、進行波炉の炉心の少なくとも１つの燃
料集合体の設置を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２０４に、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１
組の領域のシミュレートされた１組の位置にしたがって、進行波炉の炉心２０２の１つ以
上の燃料集合体２０８を設置させてもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装
置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされた１組
の位置を示す命令信号２０７を、燃料取扱制御装置２０６に送信してもよい。次に、燃料
取扱制御装置２０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレート
された１組の位置にしたがって、進行波炉の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を
設置するために燃料取扱装置２０４が必要とする指示をコードする命令信号２０９を送信
してもよい。
【０４０２】
　図５９Ｄは、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図５９Ｄは、
設置操作５５２０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操
作は、操作５９１４及び／又は５９１６を含んでもよい。
【０４０３】
　操作５９１４は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域のシミュレートされ
た位置の１組にしたがう、初期配置から次の配置への原子炉の炉心の少なくとも１つの燃
料集合体の移動を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２０４に、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１
組の領域のシミュレートされた位置の１組にしたがって、初期配置から次の配置に、原子
炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を移動させてもよい。例えば、制御
装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２０４の把持部２１４に、選択
された燃料集合体２１２を取り外し、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域の
シミュレートされた１組の位置にしたがって、原子炉心２０２内の新たな配置に選択され
た燃料集合体を移動させてもよい。
【０４０４】
　他の実施形態において、操作５９１６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の
領域のシミュレートされた位置の１組にしたがう、原子炉の炉心の少なくとも１つの燃料
集合体の交換を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上
の処理装置１０６は、シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域１２２のシミュレ
ートされた位置の一組にしたがって、原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体
２０８を交換するように、燃料取扱装置２０４に命令してもよい。例えば、制御装置１０
２の１つ以上の処理装置１０６は、燃料取扱装置２０４の把持部２１４に選択された燃料
集合体２１２を取り下げさせ、炉心２０２の外側の保管配置に選択された燃料集合体を移
動させてもよい。次に、１つ以上の処理装置１０６は、取り除かれた燃料集合体２１２の
位置の炉心２０２に、新たな燃料集合体を挿入するように、把持部２１４（又は追加の把
持部）に命令してもよい。ここで、この処理を繰り返すことで、システム２００は、シミ
ュレートされたＢＯＣ原子炉心の１組の領域の次の位置の１組にしたがって、炉心２０２
を形成（又は再組立て）してもよいことが意味される。
【０４０５】
　図６０は、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図６０は、操作
フロー５５４０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作
は、操作６００２を含み得る。
【０４０６】
　操作６００２は、原子炉の炉心内の１つ以上の配置における少なくとも１つの状態変数
の少なくとも１つの測定を用いた、測定された炉心パラメータ分布の生成を示す。例えば
、図１Ａから３Ｄに示すように、システム３００は、原子炉心２０２内の１つ以上の配置
における１つ以上の状態変数（例えば、温度、温度変化率、圧力、圧力変化率、中性子束
、中性子束の変化率等）を測定するように構成された炉心測定システム３０２を含んでも
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よい。次に、炉心測定システム３０２からの測定値に基づき、制御装置１０２の１つ以上
の処理装置１０６は、測定された炉心パラメータ分布を生成してもよい。例えば、炉心測
定システム３０２により取得された１つ以上の測定値に基づき、制御装置１０２の１つ以
上の処理装置１０６は、出力密度分布の測定値、出力密度分布の変化率の測定値、反応度
分布の測定値及び反応度分布の変化率の測定値の少なくとも１つを生成してもよい。
【０４０７】
　図６１Ａは、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図６１Ａは、
比較フロー５５５０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の
操作は、操作６１０２を含み得る。
【０４０８】
　操作６１０２は、少なくとも初期注入分布を用いて生成された、シミュレートされた稼
働する原子炉心の少なくとも１つの炉心パラメータ分布と、生成された測定された炉心パ
ラメータ分布との比較を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の
１つ以上の処理装置１０６は、上述したように、初期のシミュレートされた炉心１２０の
操作状態を代表するシミュレートされた稼働する炉心を生成してもよい。これに関して、
１つ以上の処理装置１０６は、時間発展シミュレートされた操作炉心を決定するために実
行されるモデル手順への入力として、炉心２０２の初期注入分布を使用してもよい。炉心
２０２の初期注入分布が、上述したシミュレートされたＢＯＣ炉心に一致してもよいこと
が認識される。次に、１つ以上の処理装置１０６は、生成された測定された炉心パラメー
タ分布を、シミュレートされた操作原子炉心の１つ以上の炉心パラメータ分布と比較して
もよい。
【０４０９】
　図６１Ｂは、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図６１Ｂは、
比較フロー５５５０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の
操作は、操作６１０４を含み得る。
【０４１０】
　操作６１０４は、生成された測定された炉心パラメータ分布と、シミュレートされた稼
働する原子炉心の少なくとも１つの炉心パラメータ分布との間の偏差基準の算出を示す。
例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、
生成された測定された炉心パラメータ分布と、シミュレートされた稼働する原子炉心の１
つ以上の炉心パラメータ分布との間の偏差基準を算出してもよい。さらに、偏差基準は、
偏差（例えば、共通位置における偏差）、相対偏差、比率、平均偏差（例えば、空間的な
平均偏差）、最大偏差（例えば、いずれか２つ以上の共通位置間の最大偏差）、最小偏差
（例えば、２以上の共通位置間の最小偏差）、集計的偏差（例えば全体的な偏差基準）、
又は他の公知のいずれかの偏差基準を含み得るが、これに限定されない。
【０４１１】
　図６２は、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図６２は、比較
操作５５５０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作は
、操作６２０２及び／又は６２０４を含んでもよい。
【０４１２】
　操作６２０２は、生成された測定された炉心出力密度分布と、シミュレートされた稼働
する原子炉心の少なくとも１つの炉心出力密度分布との比較を示す。例えば、図１Ａから
３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、上述したように、初
期のシミュレートされた炉心１２０の時間経過操作状態を代表するシミュレートされた稼
働する炉心のための出力密度分布を生成してもよい。次に、１つ以上の処理装置１０６は
、生成された測定された炉心出力密度分布と、シミュレートされた稼働する原子炉心の１
つ以上の炉心出力密度分布とを比較してもよい。
【０４１３】
　他の実施形態において、操作６２０４は、生成された測定された炉心出力密度分布の変
化率と、シミュレートされた稼働する原子炉心の少なくとも１つの炉心出力密度分布の変
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化率との比較を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上
の処理装置１０６は、初期のシミュレートされた炉心１２０の時間経過操作状態の代表的
なシミュレートされた稼働する炉心のための、出力密度分布の変化率を生成してもよい。
次に、１つ以上の処理装置１０６は、生成された測定された炉心出力密度分布の変化率と
、シミュレートされた稼働する原子炉心の１つ以上の炉心出力密度分布の変化率とを比較
してもよい。
【０４１４】
　図６３は、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図６３は、比較
操作５５５０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作は
、操作６３０２及び／又は６３０４を含んでもよい。
【０４１５】
　操作６３０２は、生成された測定された炉心反応度分布と、シミュレートされた稼働す
る原子炉心の少なくとも１つの炉心反応度分布との比較を示す。例えば、図１Ａから３Ｄ
に示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、初期のシミュレートされ
た炉心１２０の時間経過操作状態を代表するシミュレートされた稼働する炉心のための反
応度分布を生成してもよい。次に、１つ以上の処理装置１０６は、生成された測定された
炉心反応度分布と、シミュレートされた稼働する原子炉心の１つ以上の炉心反応度分布と
を比較してもよい。
【０４１６】
　他の実施形態において、操作６３０４は、生成された測定された炉心反応度分布の変化
率と、シミュレートされた稼働する原子炉心の少なくとも１つの炉心反応度分布の変化率
との比較を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６は、初期のシミュレートされた炉心１２０の時間経過操作状態を代表するシ
ミュレートされた稼働する炉心のための反応度分布の変化率を生成してもよい。次に、１
つ以上の処理装置１０６は、生成された測定された炉心反応度分布の変化率と、シミュレ
ートされた稼働する原子炉心の１つ以上の炉心反応度分布の変化率とを比較してもよい。
【０４１７】
　図６４は、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図６４は、決定
操作５５６０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作は
、操作６４０２を含んでもよい。
【０４１８】
　操作６４０２は、生成された測定された炉心パラメータ分布と、シミュレートされた稼
働する原子炉心の少なくとも１つの炉心パラメータ分布との比較を用いた、操作順応状態
の決定を示し、生成された測定された炉心パラメータ分布と、シミュレートされた稼働す
る原子炉心の少なくとも１つの炉心パラメータ分布との間の、選択された許容量を下回る
偏差基準は、順応状態中に対応する。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０
６は、生成された測定された炉心パラメータ分布と、シミュレートされた稼働する原子炉
心の少なくとも１つの炉心パラメータ分布との間の算出された偏差基準が、順応状態に対
応するか否かを決定してもよい。例えば、選択された許容量の又はこれを下回る偏差基準
の決定は、原子炉心２０２の順応状態に対応してもよい。
【０４１９】
　図６５は、図５５の例示の操作フロー５５００の他の実施形態を示す。図６５は、操作
順応決定操作５５６０が少なくとも１つの追加の操作を含み得る実施形態例を示す。追加
の操作は、操作６５０２を含んでもよい。
【０４２０】
　操作６５０２は、生成された測定された炉心パラメータ分布と、シミュレートされた稼
働する原子炉心の少なくとも１つの炉心パラメータ分布との間の比較を用いた操作順応状
態の決定を示し、生成された測定された炉心パラメータ分布と、シミュレートされた稼働
する原子炉心の少なくとも１つの炉心パラメータ分布との間の、選択された許容量を超え
る偏差基準は、順応状態外に対応する。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置
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１０２の１つ以上の処理装置１０６は、生成された測定された炉心パラメータ分布と、シ
ミュレートされた稼働する原子炉心の少なくとも１つの炉心パラメータ分布との間の算出
された偏差基準が、順応状態外の状態に対応するか否かを決定してもよい。例えば、選択
された許容量を超える偏差基準の決定は、原子炉心２０２の順応状態外の状態に対応して
もよい。
【０４２１】
　図６６は、原子炉の炉心の操作順応状態の決定に関連する例示の操作を表す操作フロー
６６００を示す。図６６は、図６６の例示の操作フロー６６００が少なくとも１つの追加
の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作は、追加の注入分布決定工程６６０２を
含んでもよい。
【０４２２】
　操作６６０２は、順応状態外の状態の決定に対応する、追加のシミュレーション処理を
用いた原子炉の炉心の追加の注入分布の決定を示し、追加のシミュレーション処理は、追
加のシミュレートされた炉心の少なくともの１つの炉心パラメータ分布と、取得した少な
くとも１つの炉心パラメータ分布との間の、選択された許容量を下回る参照原子炉の炉心
状態に関連する偏差基準を低減することに適した、追加のシミュレートされた炉心内の１
組の領域のシミュレートされた１組の位置を決定するように構成されている。例えば、図
１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、追加のシミ
ュレートされた炉心の１つ以上の炉心パラメータ分布と、取得した１つ以上の炉心パラメ
ータ分布との間の、選択された許容量を下回る参原子炉の炉心状態（例えば、均衡状態）
に関連する偏差基準を低減することに適した、追加のシミュレートされた炉心内の１組の
領域のシミュレートされた１組の位置を決定するように構成された追加のシミュレーショ
ン処理を介して、コア２０２の追加の注入分布を決定してもよい。
【０４２３】
　図６７は、原子炉の炉心の操作順応状態の決定に関連する例示の操作を表す操作フロー
６７００を示す。図６７は、図６７の例示の操作フロー６７００が少なくとも１つの追加
の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作は、追加の設置工程６７０２を含んでも
よい。
【０４２４】
　操作６７０２は、追加の注入分布の決定に対応する、シミュレートされた追加の炉心の
１組の領域のシミュレートされた１組の位置にしたがう、原子炉の炉心の少なくとも１つ
の燃料集合体の設置を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、追加のシミュレート
された炉心の追加の注入分布の決定において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０
６は、燃料取扱装置２０４に、原子炉心の追加のシミュレートされた炉心の１組の領域の
１組のシミュレートされた位置にしたがって、原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃
料集合体２０８を設置させてもよい。例えば、追加のシミュレートされた炉心の追加の初
期分布の決定において、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉の追加の
シミュレートされた炉心の１組の領域の１組のシミュレートされた位置を示す命令信号３
０７（図３Ａ参照）を、燃料取扱制御装置２０６に送信してもよい。次に、燃料取扱制御
装置２０６は、追加のシミュレートされた原子炉心の１組の領域の１組のシミュレートさ
れた位置にしたがって、原子炉１０１の炉心２０２の１つ以上の燃料集合体２０８を設置
するために、燃料取扱装置２０４が必要とする指示をコードする命令信号３０９を送信し
てもよい。
【０４２５】
　図６８は、原子炉の炉心の操作順応状態の決定に関連する例示の操作を表す操作フロー
６８００を示す。図６８は、図６８の例示の操作フロー６８００が少なくとも１つの追加
の操作を含み得る実施形態例を示す。追加の操作は、報告操作６８０２、６８０４、６８
０６、及び／又は６８０８を含んでもよい。
【０４２６】
　操作６８０２は、原子炉の炉心の操作順応状態の報告を示す。例えば、図１Ａから３Ｄ
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に示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉の炉心の操作順応
状態を送信先に報告してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は
、原子炉１０１の炉心２０２の操作順応状態を示す１つ以上の信号を、送信先に送信して
もよい。
【０４２７】
　他の実施形態において、操作６８０４は、原子炉の炉心の操作順応状態のディスプレイ
への報告を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処
理装置１０６は、原子炉の炉心の操作順応状態をディスプレイ（例えば、音声又は視覚デ
ィスプレイ）に報告してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は
、原子炉１０１の炉心２０２の操作順応状態を示す１つ以上の信号をディスプレイユニッ
ト１１６に送信してもよい。
【０４２８】
　他の実施形態において、操作６８０６は、原子炉の炉心の操作順応状態のメモリへの報
告を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ以上の処理装置
１０６は、原子炉の炉心の操作順応状態をメモリ装置に報告してもよい。例えば、制御装
置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉１０１の炉心２０２の操作順応状態を示
す１つ以上の信号をメモリ装置１０８に送信してもよい。
【０４２９】
　他の実施形態において、操作６８０６は、原子炉の炉心の操作順応状態の原子炉の制御
システムへの報告を示す。例えば、図１Ａから３Ｄに示すように、制御装置１０２の１つ
以上の処理装置１０６は、原子炉の炉心の操作順応状態を原子炉１０１の制御システム１
８０に報告してもよい。例えば、制御装置１０２の１つ以上の処理装置１０６は、原子炉
１０１の炉心２０２の操作順応状態を示す１つ以上の信号を原子炉１０１の制御システム
１８０に送信してもよい。
【０４３０】
　当業者は、ハードウェア、ソフトウェア、及び／又はファームウェア間に、システムの
側面の実行において相違はほとんど残っていないくらいに最先端技術が進歩していること
を認識するだろう；ハードウェア、ソフトウェア、及び／又は、ファームウェアの利用は
、一般に（必ずではないが、ハードウェアとソフトウェアとの間の選択が重大になり得る
ある状況において）、費用と効果とのトレードオフに相当する設計選択である。当業者は
、ここに記載した処理及び／又はシステム及び／又は他の技術による種々の手段が効果的
になり得ること（例えば、ハードウェア、ソフトウェア、及び／又はファームウェア）、
さらに、好ましい手段が、実施される処理及び／又はシステム及び／又は他の技術の状況
において変化するであろうことをよく理解するだろう。例えば、実行者が速度及び正確性
を主とすることを決定する場合、実行者は主にハードウェア及び／又はファームウェア手
段を選択してもよい；また、柔軟性を主とした場合、実行者は主としてソフトウェアでの
実行を選択してもよい；又は、さらにまた、実行者は、ハードウェア、ソフトウェア、及
び／又はファームウェアのいくつかの組み合わせを選択してもよい。それ故に、効果的で
あるとここに記載した処理及び／又は装置及び／又は他の技術による種々の可能性のある
手段が存在し、本質的に他のものより優れたものはなく、使用されるいずれの手段も、実
行される手段の状況、及び実行者の特定の関心（例えば、速度、柔軟性、又は予測可能性
）に基づいて選択され、それらはいずれも変更し得る。当業者は、実行者の視覚的側面が
、光学的に配向したハードウェア、ソフトウェア、及び／又はファームウェアを典型的に
採用するであろうことを、理解するだろう。
【０４３１】
　ここに記載したいくつかの実行において、論理及び同様の実行は、ソフトウェア又は他
の制御構造を含み得る。例えば、電子回路は、ここに記載した種々の機能を実行するため
に構築及び設計された、１つ以上の電流の経路を有し得る。いくつかの実行において、１
つ以上のメディアは、いくつかのメディアが、ここに記載した実行のための装置が検出可
能な指示を保持又は送信する場合、装置が検出可能な実行を有するように構成され得る。
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いくつかの変形例において、例えば、ここに記載した１つ以上の操作に関連する１つ以上
の支持の送信の受信を実行することによって、例えば、実行は、存在するソフトウェア又
はファームウェア、若しくは、ゲートアレイ又はプログラムされたハードウェアの更新又
は修正を含んでもよい。この代わりに、又はこれに加えて、いくつかの変形例においては
、実行は、特定の目的のハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア構成要素、 及び
／又は、特定の目的の構成要素を実行若しくはそうでなければ発動させる一般的目的の構
成要素を含み得る。特定の又は他の実行は、ここに記載した明白な送信メディアの１つ以
上の例により送信され得、任意で、パケット伝送、又はそうでなければ種々の時間で分配
されたメディアを通してもよい。
【０４３２】
　代わりに、又は追加で、実行は、特定の目的の指示シークエンスを実行、又は、ここに
記載した事実上の機能操作のいずれかの１つ以上の発生を、許可、誘引、調和、要求、若
しくは起因のための回路の発動を含んでもよい。いくつかの変形例において、ここに記載
した操作又は他の論理的説明は、ソースコードとして表現されてもよく、また、実行指示
シークエンスとして編制又は発動してもよい。いくつかの状況において、例えば、実行は
、Ｃ＋＋のようなソースコード又は他のコードシークエンスによって、全体が又は部分的
に提供されてもよい。他の実行において、市販の及び／又は当該技術分野の技術を用いた
ソース又は他のコードの実行は、高レベルの記述子言語（例えば、Ｃ又はＣ＋＋プログラ
ム言語に初期実行が記載され、及び、その後、論理統合言語による実行、ハードウェア記
載言語による実行、ハードウェア設計シミュレーションによる実行、及び／又は他の同様
の表現モードに変換する）に編制、実行、翻訳、変換されてもよい。例えば、論理的表現
（例えば、コンピュータプログラム言語による実行）のいくつか又は全ては、ベリログ型
ハードウェアによる実行（例えば、ハードウェア記述言語（ＨＤＬ）及び／又は超高速集
積回路ハードウェア記述言語（ＶＨＤＬ））、又は、ハードウェアを用いた物質的実行を
形成するために用いられ得る回路モデルとして認められ得る。当業者は、これらの教示に
照らして、適切な伝送若しくは計算素子、材料供給、駆動部、又は他の構造を、どのよう
に入手、構成及び最適化するかを認識するだろう。
【０４３３】
　前述の詳細な説明は、ブロック図、フローチャート及び／又は例示を介した装置及び／
又は処理の種々の実施形態を説明するものである。１つ以上の機能及び／又は操作を含む
ブロック図、フローチャート及び／又は例示のような程度において、そのようなブロック
図、フローチャート及び／又は例示内の各機能及び／又は操作が、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、又はこれらのいずれかの事実上の組み合わせの広い範囲によっ
て、個々に及び／又は共同で実行されてもよいことは、当業者に理解されるだろう。一実
施形態において、ここに記載した主題のいくつかの部分は特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、デジタルシグナルプロセッ
サ（ＤＳＰ）又は他の集積形態を介して実行され得る。しかしながら、当業者は、ここに
記載された実施形態のいくつかの側面が、全体として又は部分的に、１つ以上のコンピュ
ータが実行する１つ以上のコンピュータプログラム（例えば、１つ以上のコンピュータシ
ステムが実行する１つ以上のプログラム）として、１つ以上の処理装置が実行する１つ以
上のプログラム（例えば、１つ以上のマイクロプロセッサが実行する１つ以上のプログラ
ム）として、ファームウェアとして、又は、その実質的ないずれかの組み合わせとして、
集積回路において同等に実行され得ること、並びに、ソフトウェア及び／又はファームウ
ェアのための回路の設計及び／又はコードの記述が、ここの開示に照らして当業者内で好
適に行われるだとうことを理解するだろう。さらに、当業者は、ここに記載した主題のメ
カニズムが、種々の形態においてプログラム産物として流通可能であり、ここに記載され
た主題の実例となる実施形態を、実際に流通されるために用いられる信号担持媒体の特定
の型に関係なく適用されることを認識するだろう。信号担持媒体の例には、フロッピーデ
ィスク、ハードディスクドライブ、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタルビデオディス
ク（ＤＶＤ）、デジタルテープ、コンピュータメモリ等のような記録可能型媒体、並びに
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、デジタル及び／又はアナログ通信媒体（例えば、光ファイバケーブル、導波管、ワイヤ
通信リンク、ワイヤレス通信リンク（例えば、送信器、受信器、送信ロジック、受信ロジ
ック等）等）等のような伝送型媒体を含まれるが、これに限定されない。
【０４３４】
　一般的な意味では、当業者は、ここに記載された種々の実施形態が、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、及び／又はそのいずれかの実質的な組み合わせのような、
電子的構成要素の広い範囲、並びに、剛体、バネ若しくはねじれ体、水圧、電子磁気作動
装置、及び／又はそのいずれかの実質的な組み合わせのような、機械的な力又は動作に分
け得る構成要素の広い範囲、を用いた電子機器システムの種々の型により、個々及び／又
は共同で、実行され得ることを認識するだろう。結果として、ここで使用する「電子機器
システム」には、トランスデューサ―に操作可能に連結された電子回路（例えば、駆動装
置、モーター、圧電性結晶、微小電気機械システム（ＭＥＭＳ）等）、少なくとも１つの
個別電子回路を有する電子回路、少なくとも１つの集積回路を有する電子回路、少なくと
も１つの特定用途向け集積回路を有する電子回路、コンピュータプログラムにより構成さ
れた多目的コンピュータ装置を形成するための電子回路（例えば、少なくとも部分的に処
理を実行するコンピュータプログラムにより構成された多目的コンピュータ及び／又はこ
こに記載された装置、又は、少なくとも部分的に処理を実行するコンピュータプログラム
により構成されたマイクロプロセッサ及び／又はここに記載された装置）、メモリ装置を
形成するための電子回路（例えば、メモリの形態（例えば、ランダムアクセス、フラッシ
ュ、読み出し専用等））、通信装置を形成するための電子回路（例えば、モデム、通信ス
イッチ、光学電子機器等）、及び／又は、それに加えて、光学的若しくは他のアナログの
ようないずれかの非電子アナログが含まれるが、これに限定されない。当業者は、電子機
器システムの例に、種々の家庭用電化製品システム、医療機器と同様に、電動運搬システ
ム、ファクトリーオートメーションシステム、セキュリティシステム、及び／又は、通信
／コンピュータシステムのような他のシステムが含まれるが、これに限定されないことを
理解するだろう。ここで使用する電子機器は、他に記載する状況を除き、電子及び機械作
動の両方を有するシステムに限定する必要がないことを理解するだろう。
【０４３５】
　一般的な意味では、当業者は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア及び／又
はそのいずれかの組み合わせの広い範囲によって、個々に及び／又は共同で実行され得る
ここに記載された種々の側面が、「電子回路」の種々の型から構成されるとみなされ得る
ことを、理解するだろう。その結果、ここで使用される「電子回路」は、少なくとも１つ
の個別電子回路を有する電子回路、少なくとも１つの集積回路を有する電子回路、少なく
とも１つの特定用途向け集積回路を有する電子回路、コンピュータプログラムにより構成
された多目的コンピュータ装置を形成するための電子回路（例えば、少なくとも部分的に
処理を実行するコンピュータプログラムにより構成された多目的コンピュータ及び／又は
ここに記載された装置、又は、少なくとも部分的に処理を実行するコンピュータプログラ
ムにより構成されたマイクロプロセッサ及び／又はここに記載された装置）、メモリ装置
を形成するための電子回路（例えば、メモリの形態（例えば、ランダムアクセス、フラッ
シュ、読み出し専用等））、及び／又は、通信装置を形成するための電子回路（例えば、
モデム、通信スイッチ、光学電子機器等）が含まれるが、これに限定されない。当業者は
、ここに記載された主題が、アナログ若しくはデジタル方式、又はそのいくつかの組み合
わせにおいて実行され得ることを認識するだろう。
【０４３６】
　当業者は、ここに記載された装置及び／又は処理の少なくとも一部が、データ処理シス
テムに組み込み得ることを理解するだろう。当業者は、データ処理システムには、一般に
、１つ以上のシステムユニットハウジング、映像表示装置、揮発性又は不揮発性メモリの
ようなメモリ、マイクロプロセッサ又はデジタル信号処理装置、操作システム、ドライバ
、グラフィカルユーザインタフェース、及び、アプリケーションプログラム、１つ以上の
作業装置（例えば、タッチパッド、タッチスクリーン、アンテナ等）、及び／又は、フィ
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ードバックループおよび制御モーター（例えば、検出位置及び／又は速度のためのフィー
ドバック、移動のための制御モーター、及び／又は、構成要素及び／又は量の調整）を含
む制御システムが含まれるがこれに限定されないことを認識するだろう。データ処理シス
テムは、データコンピューティング／通信、及び／又はネットワークコンピューティング
／通信システムにおいて典型的に見られるような、適した通信可能構成要素を用いて実行
され得る。
【０４３７】
　当業者は、ここに記載された構成要素（例えば、操作）、装置、対象、及びこれらに付
随する議論が、概念を明確にする目的で例示として用いられること、及び、種々の形態の
変更が含み得ることを理解するだろう。C結果として、ここで使用される場合、記載され
た特定の例示及び付随する議論は、それらのより一般的な部類を表すことを意図している
。一般に、いずれかの特定の例の使用が、その部類を表すことが意図され、かつ、特定の
構成要素（例えば、操作）、装置及び目的が含まれていないことは、限定ととらえられる
べきではない。
【０４３８】
　ユーザは、図に示された単独としてここに現され／記載されているが、他に示さない限
り、ユーザは、ヒトユーザ、ロボットユーザ（例えば、計算体）、及び／又はこれらの実
質的にいずれかの組み合わせの代表であり得ることを当業者は理解するだろう。当業者は
、一般に、「送信者」及び／又はここで使用するような他の構成要素に対する用語は、特
に記載しない限り、同様に言えることを理解するだろう。
【０４３９】
　ここで使用する複数形及び／又は単数形の用語のいずれかの実質的な使用に関して、複
数形から単数形へ、及び／又は単数形から複数形へと、状況及び／又は適用に適するよう
に変換できることを当業者は理解するだろう。明白にする目的で、様々な単数／複数の置
換は、ここに特別に記載されていない。
【０４４０】
　ここに記載された主題は、異なる他の構成要素内に含まれる、又は、異なる他の構成要
素に連結される異なる構成要素を示すこともあるこのように示された構造は単なる例示で
あり、事実、多くの他の構造が同じ機能の達成に実行され得ることが理解される。概念的
感覚において、同じ機能を達成するためのどんな構成要素の配置も、所望の機能を達成す
るように効果的に「関連」する。それゆえに、特定の機能を達成するためにここで組み合
わせた、どんな２つの構成要素も、構造又は中間要素に関わりなく、所望の機能を達成す
るように互いに「関連」していることが理解され得る。同様に、このように関連する２つ
の構成要素のいずれかは、所望の機能を達成するために、互いに「操作可能に連結」又は
「操作可能に結合」されているものとして見ることもでき、そのように関連する２つの構
成要素のいずれかは、所望の機能を達成するために、互いに「操作可能に連結可能」であ
ると見ることもできる操作可能に連結可能な特定の例には、物理的に対となり得る及び／
又は物理的に相互作用する構成要素、及び／又は、無線相互作用可能及び／又は無線相互
作用構成要素、及び／又は、論理的相互作用及び／又は論理的相互作用可能構成要素が含
まれるが、これに限定されない。
【０４４１】
　いくつかの例において、１つ以上の構成要素は、ここで、「構成された」、「構成可能
である」、「操作可能／作用する」、「適合／適合可能」、「可能である」、「一致／一
致可能である」等に関連し得る。当業者は、このような用語（例えば、「構成された」）
は、他に要求されない限り、活動状態の構成要素及び／又は非活動状態の構成要素及び／
又はスタンバイ状態の構成要素を、一般に包含し得ることを理解する。
【０４４２】
　ここに記載された本発明の主題の特定の側面が示され、かつ記載されている一方で、こ
この教示に基づき、ここに記載された主題から離れることなく変更及び修正をし得ること
、並びに、そのより広い側面、及びそれゆえに請求項は、その範囲内に、ここに記載した
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主題の実際の精神及び範囲内である場合に、全てのそのような変更及び修正を含むことは
、当業者に明らかである。当業者は、一般に、ここで使用する用語、及び特に請求項で使
用する用語（例えば、請求項の本文）が、一般に、「オープン」用語を意図していること
を、理解するだろう（例えば、用語「含んでいる」は「含んでいるが限定されない」と理
解すべきであり、用語「有する」は「少なくとも有する」と理解すべきであり、用語「含
む」は「含むが限定されない」と理解すべきである）。組み込まれた請求項の列挙の特定
の番号が、意図される場合、そのような意図が請求項に明白に記載され、そのような記載
がない場合には、そのような意図が存在しないことを、当業者はさらに理解するだろう。
例えば、理解の助けとして、添付の請求項は、請求項の記載の導入のために、導入句「少
なくとも１つ」及び「１つ以上」の使用を含み得る。しかしながら、そのような句の使用
は、同様の請求項が、導入句「１つ以上」又は「少なくとも１つ」、及び、“ａ”又は“
ａｎ”のような不定冠詞を含む場合（例えば、“ａ”及び／又は“ａｎ”が典型的には、
「少なくとも１つ」又は「１つ以上」を意味すると意図されるべき場合）でさえ、不定冠
詞“ａ”又は“ａｎ”による請求項の記載の導入が、そのような導入された請求項の記載
を含む特定の請求項のいずれかを、ただ１つのそのような記載を含む請求項に制限するこ
とを意味すると解釈すべきでない。さらに、導入された請求項の記載の特定の数が、明白
に記載されている場合でさえ、そのような記載が典型的には、“少なくとも”その記載さ
れた数を意味すると解釈すべきであると、当業者は、認識するだろう（例えば、「２つの
列挙」のむき出しの記載は、他の変更なしに、典型的には、少なくとも２つの列挙、又は
２以上の列挙を意味する）。さらに、「Ａ、Ｂ及びＣ等の少なくとも１つ」の慣例的な類
似記載が用いられる場合、一般に、当業者の感覚で意図されるそのような解釈が、慣例と
して理解される（例えば、「Ａ、Ｂ及びＣの少なくとも１つを有するシステム」が、Ａ単
独、Ｂ単独、Ｃ単独、ＡとＢとを共に、ＡとＣとを共に、ＢとＣとを共に、及び／又は、
Ａ、Ｂ及びＣを共に等を有するシステムを含むが、これに限定されない。）。「Ａ、Ｂ又
はＣ等の少なくとも１つ」の慣例的な類似記載が用いられる例において、一般に、当業者
に意図されるそのような解釈は、慣例的に理解される（例えば、「Ａ、Ｂ又はＣの少なく
とも１つを有するシステム」は、Ａ単独、Ｂ単独、Ｃ単独、ＡとＢとを共に、ＡとＣとを
共に、ＢとＣとを共に、及び／又は、Ａ、Ｂ及びＣを共に等を有するシステムを含むがこ
れに限定されない。）。２以上の代替語が存在する典型的な離接語及び／又は句は、他に
文脈に記載がない限り、明細書、請求項、又は図面に関わらず、用語の１つ、用語のいず
れか、または両方の用語を含む可能性を考慮することが理解されるべきであると、当業者
はさらに理解するだろう。例えば、用語「Ａ又はＢ」は、「Ａ」又は「Ｂ」若しくは「Ａ
及びＢ」の可能性を含むと典型的には理解されるだろう。
【０４４３】
　請求項に関して、当業者は、そこに記載された操作が、一般に、いずれの順でも実行さ
れ得ることを理解するだろう。また、種々の操作フローが順に存在するが、記載されてい
るものとは異なる順又は同時に種々の操作が実行され得ることは理解されるべきである。
そのような順序の変更例は、他に文脈で記載しない限り、重複、交互、中断、並べかえ、
追加、予備、補足、同時、反転、又は他の順序の変更を含み得る。さらに、「対応する」
、「関連した」又は他の過去形の形容詞のような用語は、他に文脈で記載しない限り、一
般に、そのような変形の除外を意図しない。
【０４４４】
　ここに記載された主題の態様は、番号が付された以下の条項に挙げられる。
【０４４５】
　１．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得と、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成と、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位置の１組
の選択と、
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　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成とを含む、コンピュータで
実行される方法。
【０４４６】
　２．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の均衡状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得を含む、条項１の方法。
【０４４７】
　３．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得は、
　参照熱原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分
布の取得を含む、条項１の方法。
【０４４８】
　４．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得は、
　参照高速原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得を含む、条項１の方法。
【０４４９】
　５．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得は、
　参照増殖燃焼原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得を含む、条項１の方法。
【０４５０】
　６．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得は、
　参照進行波炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分
布の取得を含む、条項１の方法。
【０４５１】
　７．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得を含み、上記炉心は少なくとも一つ以上の燃料集合体を含む、条項１の方法。
【０４５２】
　８．参照原子炉の、少なくとも一つ以上の燃料集合体を含む炉心の状態に関連する、少
なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得を含み、上記炉心は、少なくとも一つ以上のピンを含む、少なくとも一つ以上の燃
料集合体を含む、条項７の方法。
【０４５３】
　９．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布の取得を含む、条項１の方法。
【０４５４】
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　１０．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータ
の分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布の変化率の取得を含む、条項１の方法
。
【０４５５】
　１１．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータ
の分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布の取得を含む、条項１の方法。
【０４５６】
　１２．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータ
の分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布の変化率の取得を含む、条項１の方法。
【０４５７】
　１３．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータ
の分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得を含み、上記炉心はプルトニウムを含む、条項１の方法。
【０４５８】
　１４．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分
布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、再利用核燃料を含む、条項１の方法。
【０４５９】
　１５．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分
布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、未燃焼核燃料を含む、条項１の方法。
【０４６０】
　１６．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分
布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、濃縮核燃料を含む、条項１の方法。
【０４６１】
　１７．原子炉のシミュレートされた、少なくとも一部に濃縮核燃料を含む初期運転（Ｂ
ＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、濃縮ウラン由来の核燃料を含む、条項１
６の方法。
【０４６２】
　１８．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分
布の生成は、
　少なくとも一つ以上のユーザ入力および制御部を介する、原子炉のシミュレートされた
初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生成を含む、条項１の方法。
【０４６３】
　１９．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分
布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期寿命（ＢＯＬ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含む、条項１の方法。
【０４６４】
　２０．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分
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布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の、
無作為な生成を含む、条項１の方法。
【０４６５】
　２１．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分
布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記原子炉のシミュレートされた上記初期運転（ＢＯＣ）炉心は複数のシミュ
レートされた燃料集合体を含む、条項１の方法。
【０４６６】
　２２．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位置
の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含む、条項１の方法。
【０４６７】
　２３．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域
の１組に一致する初期位置の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含み、それぞれの領域は少なくとも一つ以上の燃料集
合体を取り囲む、条項２２の方法。
【０４６８】
　２４．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域
の１組に一致する初期位置の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含み、それぞれの上記領域の１組は、領域の選択され
た体積を有する、三次元領域である、条項２２の方法。
【０４６９】
　２５．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域
の１組に一致する初期位置の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含み、それぞれの上記領域の１組は、領域の選択され
た形状を有する、三次元領域である、条項２２の方法。
【０４７０】
　２６．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域
の１組に一致する初期位置の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含み、それぞれの上記領域の１組は、領域の選択され
た数を含む、条項２２の方法。
【０４７１】
　２７．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの熱力学変数を使用する、初期燃料設計パラメータ値の１組
の生成を含む、条項１の方法。
【０４７２】
　２８．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラメータ値
の１組の生成を含む、条項１の方法。
【０４７３】
　２９．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
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初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　領域それぞれの１組の無限増倍率（ｋ∞）値を使用する、初期燃料設計パラメータ値の
１組の生成を含む、条項２８の方法。
【０４７４】
　３０．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、初期濃
縮値の１組の生成を含む、条項１の方法。
【０４７５】
　３１．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン寸法値の１組の生成を含む、条項１の方法。
【０４７６】
　３２．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、
初期ピン寸法値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン配置値の１組の生成を含む、条項３１の方法。
【０４７７】
　３３．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、
初期ピン寸法値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン形状値の１組の生成を含む、条項３１の方法。
【０４７８】
　３４．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、
初期ピン寸法値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン構成値の１組の生成を含む、条項３１の方法。
【０４７９】
　３５．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用し、上記原子
炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料設計パラメー
タ値の１組の生成を含む、条項１の方法。
【０４８０】
　３６．１組の上記領域のそれぞれに対する、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯ
Ｃ炉心の上記領域の１組のうちの一つと関連する、少なくとも一つ以上の設計変数を利用
し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料
設計パラメータ値の１組の生成は、
　上記領域の１組のピンのそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用し、上
記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料設計パ
ラメータ値の１組の生成を含む、条項３５の方法。
【０４８１】



(96) JP 6866158 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

　３７．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の
１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレ
ートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の出力密度分布の計算を含む、条項１の方法。
【０４８２】
　３８．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の
１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレ
ートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の出力密度分布の変化率の計算を含む、条項１の方法。
【０４８３】
　３９．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の
１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレ
ートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の反応度分布の計算を含む、条項１の方法。
【０４８４】
　４０．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の
１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレ
ートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の反応度分布の変化率の計算を含む、条項１の方法。
【０４８５】
　４１．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の
１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における
少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成を含み、次の上記位置の１
組は、上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布を規定する、条項１の方法。
【０４８６】
　４２．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の
１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における
少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成を含み、次の上記位置の１
組は、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の上記原子炉心の分布と
、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布との間の、選択された
許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する偏差測定基準を低減する条項１の方法
。
【０４８７】
　４３．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の記
録をさらに含む、条項１の方法。
【０４８８】
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　４４．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の記
録は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の、表示装
置への記録を含む、条項４３の方法。
【０４８９】
　４５．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の記
録は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の、メモリ
への記録を含む、条項４３の方法。
【０４９０】
　４６．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の記
録は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の、上記原
子炉の制御システムへの記録を含む、条項４３の方法。
【０４９１】
　４７．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータ
の分布の取得と、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成と、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位置の１組
の選択と、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成とを実行可能であるプ
ログラム命令を含む、非一過性記録媒体。
【０４９２】
　４８．取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照原子炉
の炉心の均衡状態に関連する、条項４７の非一過性記録媒体。
【０４９３】
　４９．取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照熱原子
炉の炉心の状態に関連する、条項４７の非一過性記録媒体。
【０４９４】
　５０．取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照高速原
子炉の炉心の状態に関連する、条項４７の非一過性記録媒体。
【０４９５】
　５１．取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照増殖燃
焼原子炉の炉心の状態に関連する、条項４７の非一過性記録媒体。
【０４９６】
　５２．取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照進行波
炉の炉心の状態に関連する、条項４７の非一過性記録媒体。
【０４９７】
　５３．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子
炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布を含む、条項４７の非一過性記録媒体
。
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【０４９８】
　５４．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子
炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布の変化率を含む、条項４７の非一過性
記録媒体。
【０４９９】
　５５．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子
炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５００】
　５６．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子
炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布の変化率を含む、条項４７の非一過性記
録媒体。
【０５０１】
　５７．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子
炉心パラメータの分布は、
　少なくとも一つ以上の燃料集合体を含む、参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得さ
れた少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布を含む、条項４７の非一過性記
録媒体。
【０５０２】
　５８．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子
炉心パラメータの分布は、
　少なくとも一つ以上の燃料ピンを含む、少なくとも一つ以上の燃料集合体を含む、参照
原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメー
タの分布を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５０３】
　５９．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子
炉心パラメータの分布は、
　プルトニウムを含む、参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ
以上の上記原子炉心パラメータの分布を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５０４】
　６０．上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、再利用核燃料を含む、条項４７の非一過性
記録媒体。
【０５０５】
　６１．上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、未燃焼核燃料を含む、条項４７の非一過性
記録媒体。
【０５０６】
　６２．上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、濃縮核燃料を含む、条項４７の非一過性記
録媒体。
【０５０７】
　６３．上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、濃縮ウラン由来の核燃料を含む、条項４７
の非一過性記録媒体。
【０５０８】
　６４．上記シミュレートされたＢＯＣ炉心は、複数のシミュレートされた燃料集合体を
含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５０９】
　６５．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する生成された初期燃
料注入の分布は、
　無作為に生成された原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期
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燃料注入の分布を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５１０】
　６６．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、選択され
た１組の初期位置のそれぞれは、上記領域の１組の一つに一致する、条項４７の非一過性
記録媒体。
【０５１１】
　６７．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、選択され
た１組の初期位置のそれぞれは、それぞれが少なくとも一つ以上の燃料集合体を取り囲む
、上記領域の１組の一つに一致する、条項６６の非一過性記録媒体。
【０５１２】
　６８．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組のそれぞ
れは、
　選択された体積を有する、三次元領域を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５１３】
　６９．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組のそれぞ
れは、
　選択された形状を有する、三次元領域を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５１４】
　７０．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組のそれぞ
れは、
　領域の選択された数を有する、領域の1組を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５１５】
　７１．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの熱力学変数を使用する、初期燃料設計パラメータ値の１組
の生成を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５１６】
　７２．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラメータ値
の１組の生成を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５１７】
　７３．１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラメ
ータ値の１組の生成は、
　領域それぞれの１組の無限増倍率（ｋ∞）値を使用する、初期燃料設計パラメータ値の
１組の生成を含む、条項７０の非一過性記録媒体。
【０５１８】
　７４．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、初期濃
縮値の１組の生成を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５１９】
　７５．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン寸法値の１組の生成を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５２０】
　７６．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、
初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
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　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用し、上記原子
炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料設計パラメー
タ値の１組の生成を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５２１】
　７７．１組の上記領域のそれぞれに対する、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯ
Ｃ炉心の上記領域の１組のうちの一つと関連する、少なくとも一つ以上の設計変数を利用
し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料
設計パラメータ値の１組の生成は、
　上記領域の１組の、１組のピンのそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利
用し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成を含む、条項７５の非一過性記録媒体。
【０５２２】
　７８．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の
１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレ
ートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布の計算を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５２３】
　７９．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の
１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレ
ートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布の変化率の計算を含む、条項４７の非一過性記録媒
体。
【０５２４】
　８０．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の
１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレ
ートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、反応度分布の計算を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５２５】
　８１．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の
１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレ
ートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、反応度分布の変化率の計算を含む、条項４７の非一過性記録媒体
。
【０５２６】
　８２．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の
１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における
少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる、次の注入分布の生成を含み、次の上記位
置の１組は、上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布を規定する、条項４７の非一過性記録媒体
。
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【０５２７】
　８３．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の
１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における
少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成を含み、次の上記位置
の１組は、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラ
メータの分布と、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布との間
の、選択された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する偏差測定基準を低減す
る、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５２８】
　８４．さらに、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の
１組の記録を実行可能な、上記プログラム命令を含む、条項４７の非一過性記録媒体。
【０５２９】
　８５．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組は、
表示装置へ記録される、条項８３の非一過性記録媒体。
【０５３０】
　８６．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組は、
メモリへ記録される、条項８３の非一過性記録媒体。
【０５３１】
　８７．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組は、
上記原子炉の制御システムへ記録される、条項８３の非一過性記録媒体。
【０５３２】
　８８．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータ
の分布の取得と、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成と、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連し、上記領域の１組の
うちの一つとそれぞれが一致する、初期位置の１組の選択と、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用し、上記原子
炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組のうちの一つとそれぞれが関連
する、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算と、
　上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布を規定し、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少な
くとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布と、取得された少なくとも一つ以上の上
記原子炉心パラメータの分布との間の、選択された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状
態と関連する偏差を低減する、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組
に対する次の位置の１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記
領域の１組における少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の
生成とを行うために構成され、非一過性記録媒体に保持されたプログラム命令を実行可能
な一つ以上の処理装置を含む、制御部を備えたシステム。
【０５３３】
　８９．取得された少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照原子炉の炉
心の均衡状態に関連する、条項８８のシステム。
【０５３４】
　９０．取得された少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照熱原子炉の
炉心の状態に関連する、条項８８のシステム。
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【０５３５】
　９１．取得された少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照高速原子炉
の炉心の状態に関連する、条項８８のシステム。
【０５３６】
　９２．取得された少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照増殖燃焼原
子炉の炉心の状態に関連する、条項８８のシステム。
【０５３７】
　９３．取得された少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照進行波炉の
炉心の状態に関連する、条項８８のシステム。
【０５３８】
　９４．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子
炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布を含む、条項８８のシステム。
【０５３９】
　９５．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子
炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布の変化率を含む、条項８８のシステム
。
【０５４０】
　９６．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子
炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布を含む、条項８８のシステム。
【０５４１】
　９７．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子
炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布の変化率を含む、条項８８のシステム。
【０５４２】
　９８．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子
炉心パラメータの分布は、
　少なくとも一つ以上の燃料集合体を含む、参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得さ
れた少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布を含む、条項８８のシステム。
【０５４３】
　９９．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子
炉心パラメータの分布は、
　少なくとも一つ以上の燃料ピンを含む、少なくとも一つ以上の燃料集合体を含む、参照
原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメー
タの分布を含む、条項８８のシステム。
【０５４４】
　１００．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　プルトニウムを含む、参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ
以上の上記原子炉心パラメータの分布を含む、条項８８のシステム。
【０５４５】
　１０１．上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、再利用核燃料を含む、条項８８のシステ
ム。
【０５４６】
　１０２．上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、未燃焼核燃料を含む、条項８８のシステ
ム。
【０５４７】
　１０３．上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、濃縮核燃料を含む、条項８８のシステム
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。
【０５４８】
　１０４．上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、濃縮ウラン由来の核燃料を含む、条項８
８のシステム。
【０５４９】
　１０５．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心は、複数のシミュレートされた燃料集合体
を含む、条項８８のシステム。
【０５５０】
　１０６．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する生成された初期
燃料注入の分布は、
　無作為に生成された原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期
燃料注入の分布を含む、条項８８のシステム。
【０５５１】
　１０７．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する
選択された１組の上記初期位置のそれぞれは、上記領域の１組のうちの一つに一致する、
条項８８のシステム。
【０５５２】
　１０８．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する
、選択された１組の初期位置のそれぞれは、それぞれが少なくとも一つ以上の燃料集合体
を取り囲む、上記領域の１組のうちの一つに一致する、条項１０７のシステム。
【０５５３】
　１０９．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組のそれ
ぞれは、
　選択された体積を有する、三次元領域を含む、条項８８のシステム。
【０５５４】
　１１０．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組のそれ
ぞれは、
　選択された形状を有する、三次元領域を含む、条項８８のシステム。
【０５５５】
　１１１．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組のそれ
ぞれは、
　領域の選択された数を有する、領域の１組を含む、条項８８のシステム。
【０５５６】
　１１２．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの熱力学変数を使用する、初期燃料設計パラメータ値の１組
の生成を含む、条項８８のシステム。
【０５５７】
　１１３．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラメータ値
の１組の生成を含む、条項８８のシステム。
【０５５８】
　１１４．１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラ
メータ値の１組の生成は、
　領域それぞれの１組の無限増倍率（ｋ∞）値を使用する、初期燃料設計パラメータ値の
１組の生成を含む、条項１１３のシステム。
【０５５９】
　１１５．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
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　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、初期濃
縮値の１組の生成を含む、条項８８のシステム。
【０５６０】
　１１６．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン寸法値の１組の生成を含む、条項８８のシステム。
【０５６１】
　１１７．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用し、上記原子
炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料設計パラメー
タ値の１組の生成を含む、条項８８のシステム。
【０５６２】
　１１８．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用し、
上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料設計
パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域の１組のピンのそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用
し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料
設計パラメータ値の１組の生成を含む、条項１１７のシステム。
【０５６３】
　１１９．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布の計算を含む、条項８８のシステム。
【０５６４】
　１２０．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布の変化率の計算を含む、条項８８のシステム。
【０５６５】
　１２１．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、反応度分布の計算を含む、条項８８のシステム。
【０５６６】
　１２２．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
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　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、反応度分布の変化率の計算を含む、条項８８のシステム。
【０５６７】
　１２３．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置
の１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組におけ
る少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる、次の注入分布の生成を含み、次の上記位
置の１組は、上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布を規定する、条項８８のシステム。
【０５６８】
　１２４．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置
の１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組におけ
る少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成を含み、次の上記位置
の１組は、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラ
メータの分布と、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布との間
の、選択された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する偏差測定基準を低減す
る、条項８８のシステム。
【０５６９】
　１２５．上記制御部はさらに、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の
次の上記位置の１組の記録を行うために構成された、条項８８のシステム。
【０５７０】
　１２６．上記制御部によって記録される、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領
域の１組の次の上記位置の１組を受信するために構成された、表示装置をさらに備える、
条項１２５のシステム。
【０５７１】
　１２７．上記制御部によって記録される、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領
域の１組の次の上記位置の１組を受信するために構成された、メモリをさらに備える、条
項８８のシステム。
【０５７２】
　１２８．上記制御部によって記録される、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領
域の１組の次の上記位置の１組を受信するために構成された、上記原子炉の制御システム
をさらに備える、条項８８のシステム。
【０５７３】
　１２９．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得と、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成と、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位置の１組
の選択と、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
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決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置とを含む方法。
【０５７４】
　１３０．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の均衡状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得を含む、条項８８の方法。
【０５７５】
　１３１．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得は、
　参照熱原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分
布の取得を含む、条項８８の方法。
【０５７６】
　１３２．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得は、
　参照高速原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの
分布の取得を含む、条項１２９の方法。
【０５７７】
　１３３．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得は、
　参照増殖燃焼原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得を含む、条項１２９の方法。
【０５７８】
　１３４．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得は、
　参照進行波炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分
布の取得を含む、条項１２９の方法。
【０５７９】
　１３５．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布の取得を含む、条項１２９の方法。
【０５８０】
　１３６．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布の変化率の取得を含む、条項１２９の
方法。
【０５８１】
　１３７．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布の取得を含む、条項１２９の方法。
【０５８２】
　１３８．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布の変化率の取得を含む、条項１２９の方
法。
【０５８３】
　１３９．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得は、
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　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得を含み、上記炉心はプルトニウムを含む、条項１２９の方法。
【０５８４】
　１４０．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得を含み、上記炉心は少なくとも一つ以上の燃料集合体を含む、条項１２９の方法。
【０５８５】
　１４１．参照原子炉の、少なくとも一つ以上の燃料集合体を含む炉心の状態に関連する
、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の取得は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布
の取得を含み、上記炉心は、少なくとも一つ以上のピンを含む、少なくとも一つ以上の燃
料集合体を含む、条項１４０の方法。
【０５８６】
　１４２．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の
分布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、再利用核燃料を含む、条項１２９の方法
。
【０５８７】
　１４３．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の
分布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、未燃焼核燃料を含む、条項１２９の方法
。
【０５８８】
　１４４．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の
分布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、濃縮核燃料を含む、条項１２９の方法。
【０５８９】
　１４５．原子炉のシミュレートされた、少なくとも一部に濃縮核燃料を含む初期運転（
ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、濃縮ウラン由来の核燃料を含む、条項１
４４の方法。
【０５９０】
　１４６．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の
分布の生成は、
　少なくとも一つ以上のユーザ入力および制御部を介する、原子炉のシミュレートされた
初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生成を含む、条項１２９の方法。
【０５９１】
　１４７．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の
分布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期寿命（ＢＯＬ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含む、条項１２９の方法。
【０５９２】
　１４８．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の
分布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の、
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無作為な生成を含む、条項１２９の方法。
【０５９３】
　１４９．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の
分布の生成は、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成を含み、上記原子炉のシミュレートされた上記初期運転（ＢＯＣ）炉心は複数のシミュ
レートされた燃料集合体を含む、条項１２９の方法。
【０５９４】
　１５０．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位
置の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含む、条項１２９の方法。
【０５９５】
　１５１．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領
域の１組に一致する初期位置の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含み、それぞれの領域は少なくとも一つ以上の燃料集
合体を取り囲む、条項１５０の方法。
【０５９６】
　１５２．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領
域の１組に一致する初期位置の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含み、それぞれの上記領域の１組は、領域の選択され
た体積を有する、三次元領域である、条項１５０の方法。
【０５９７】
　１５３．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領
域の１組に一致する初期位置の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含み、それぞれの上記領域の１組は、領域の選択され
た形状を有する、三次元領域である、条項１５０の方法。
【０５９８】
　１５４．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領
域の１組に一致する初期位置の１組の選択は、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、上記領域の１組
に一致する初期位置の１組の選択を含み、それぞれの上記領域の１組は、領域の選択され
た数を含む、条項１５０の方法。
【０５９９】
　１５５．１組の上記領域のそれぞれに対する、上記原子炉のシミュレートされた上記Ｂ
ＯＣ炉心の上記領域の１組のうちの一つと関連する、少なくとも一つ以上の設計変数を利
用し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの熱力学変数を使用する、初期燃料設計パラメータ値の１組
の生成を含む、条項１２９の方法。
【０６００】
　１５６．１組の上記領域のそれぞれに対する、上記原子炉のシミュレートされた上記Ｂ
ＯＣ炉心の上記領域の１組のうちの一つと関連する、少なくとも一つ以上の設計変数を利
用し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラメータ値
の１組の生成を含む、条項１２９の方法。
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【０６０１】
　１５７．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　領域それぞれの１組の無限増倍率（ｋ∞）値を使用する、初期燃料設計パラメータ値の
１組の生成を含む、条項１５６の方法。
【０６０２】
　１５８．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、初期濃
縮値の１組の生成を含む、条項１２９の方法。
【０６０３】
　１５９．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン寸法値の１組の生成を含む、条項１２９の方法。
【０６０４】
　１６０．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する
、初期ピン寸法値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン配置値の１組の生成を含む、条項１５９の方法。
【０６０５】
　１６１．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する
、初期ピン寸法値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン形状値の１組の生成を含む、条項１５９の方法。
【０６０６】
　１６２．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する
、初期ピン寸法値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン構成値の１組の生成を含む、条項１５９の方法。
【０６０７】
　１６３．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用し、上記原子
炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料設計パラメー
タ値の１組の生成を含む、条項１２９の方法。
【０６０８】
　１６４．１組の上記領域のそれぞれに対する、上記原子炉のシミュレートされた上記Ｂ
ＯＣ炉心の上記領域の１組のうちの一つと関連する、少なくとも一つ以上の設計変数を利
用し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域の１組のピンのそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用
し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料
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設計パラメータ値の１組の生成を含む、条項１６３の方法。
【０６０９】
　１６５．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の出力密度分布の計算を含む、条項１２９の方法。
【０６１０】
　１６６．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の出力密度分布の変化率の計算を含む、条項１２９の方法。
【０６１１】
　１６７．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の反応度分布の計算を含む、条項１２９の方法。
【０６１２】
　１６８．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の反応度分布の変化率の計算を含む、条項１２９の方法。
【０６１３】
　１６９．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置
の１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組におけ
る少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の決定は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成を含み、次の上記位置の１
組は、上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布を規定する、条項１２９の方法。
【０６１４】
　１７０．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置
の１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組におけ
る少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる注入分布の生成を含み、次の上記位置の１
組は、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメー
タの分布と、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布との間の、
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選択された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する偏差測定基準を低減する、
条項１２９の方法。
【０６１５】
　１７１．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　上記注入分布の決定に応じた、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の
、上記次の位置の１組に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設
置を含む、条項１２９の方法。
【０６１６】
　１７２．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　ユーザ入力に応じた、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次
の位置の１組に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む
、条項１２９の方法。
【０６１７】
　１７３．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、熱原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む、条項１２９の方法
。
【０６１８】
　１７４．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、高速原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む、条項１２９の方
法。
【０６１９】
　１７５．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、増殖燃焼原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む、条項１２９
の方法。
【０６２０】
　１７６．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、進行波炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む、条項１２９の方法
。
【０６２１】
　１７７．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、初期位置から次の位置への、原子炉の炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体の移動を
含む、条項１２９の方法。
【０６２２】
　１７８．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の交換を含む、条項１２９の方法。
【０６２３】
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　１７９．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の
記録をさらに含む、条項１２９の方法。
【０６２４】
　１８０．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の
記録は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の、表示装
置への記録を含む、条項１７９の方法。
【０６２５】
　１８１．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の
記録は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の、メモリ
への記録を含む、条項１７９の方法。
【０６２６】
　１８２．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の
記録は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組の、上記原
子炉の制御システムへの記録を含む、条項１７９の方法。
【０６２７】
　１８３．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得と、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成と、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、初期位置の１組
の選択と、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置とを実行可能であるプログラ
ム命令を含む、非一過性記録媒体。
【０６２８】
　１８４．取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照原子
炉の炉心の均衡状態に関連する、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６２９】
　１８５．取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照熱原
子炉の炉心の状態に関連する、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６３０】
　１８６．取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照高速
原子炉の炉心の状態に関連する、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６３１】
　１８７．取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照増殖
燃焼原子炉の炉心の状態に関連する、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６３２】
　１８８．取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布は、参照進行
波炉の炉心の状態に関連する、条項１８３の非一過性記録媒体。
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【０６３３】
　１８９．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布を含む、条項１８３の非一過性記録媒
体。
【０６３４】
　１９０．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布の変化率を含む、条項１８３の非一過
性記録媒体。
【０６３５】
　１９１．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布を含む、条項１８３の非一過性記録媒体
。
【０６３６】
　１９２．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布の変化率を含む、条項１８３の非一過性
記録媒体。
【０６３７】
　１９３．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　少なくとも一つ以上の燃料集合体を含む、参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得さ
れた少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布を含む、条項１８３の非一過性
記録媒体。
【０６３８】
　１９４．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　少なくとも一つ以上の燃料ピンを含む、少なくとも一つ以上の燃料集合体を含む、参照
原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメー
タの分布を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６３９】
　１９５．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　プルトニウムを含む、参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ
以上の上記原子炉心パラメータの分布を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６４０】
　１９６．上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、再利用核燃料を含む、条項１８３の非一
過性記録媒体。
【０６４１】
　１９７．上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、未燃焼核燃料を含む、条項１８３の非一
過性記録媒体。
【０６４２】
　１９８．上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、濃縮核燃料を含む、条項１８３の非一過
性記録媒体。
【０６４３】
　１９９．上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、濃縮ウラン由来の核燃料を含む、条項１
８３の非一過性記録媒体。
【０６４４】
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　２００．上記シミュレートされたＢＯＣ炉心は、複数のシミュレートされた燃料集合体
を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６４５】
　２０１．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する生成された初期
燃料注入の分布は、
　無作為に生成された原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期
燃料注入の分布を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６４６】
　２０２．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、選択さ
れた１組の初期位置のそれぞれは、上記領域の１組の一つに一致する、条項１８３の非一
過性記録媒体。
【０６４７】
　２０３．原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する、選択さ
れた１組の初期位置のそれぞれは、それぞれが少なくとも一つ以上の燃料集合体を取り囲
む、上記領域の１組の一つに一致する、条項２０２の非一過性記録媒体。
【０６４８】
　２０４．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組のそれ
ぞれは、
　選択された体積を有する、三次元領域を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６４９】
　２０５．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組のそれ
ぞれは、
　選択された形状を有する、三次元領域を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６５０】
　２０６．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組のそれ
ぞれは、
　領域の選択された数を有する、領域の1組を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６５１】
　２０７．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの熱力学変数を使用する、初期燃料設計パラメータ値の１組
の生成を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６５２】
　２０８．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラメータ値
の１組の生成を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６５３】
　２０９．１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラ
メータ値の１組の生成は、
　領域それぞれの１組の無限増倍率（ｋ∞）値を使用する、初期燃料設計パラメータ値の
１組の生成を含む、条項２０８の非一過性記録媒体。
【０６５４】
　２１０．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、初期濃
縮値の１組の生成を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６５５】
　２１１．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
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　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン寸法値の１組の生成を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６５６】
　２１２．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用し、上記原子
炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料設計パラメー
タ値の１組の生成を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６５７】
　２１３．１組の上記領域のそれぞれに対する、上記原子炉のシミュレートされた上記Ｂ
ＯＣ炉心の上記領域の１組のうちの一つと関連する、少なくとも一つ以上の設計変数を利
用し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃
料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域の１組のピンのそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用
し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料
設計パラメータ値の１組の生成を含む、条項２１２の非一過性記録媒体。
【０６５８】
　２１４．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布の計算を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６５９】
　２１５．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布の変化率の計算を含む、条項１８３の非一過性記録
媒体。
【０６６０】
　２１６．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、反応度分布の計算を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６６１】
　２１７．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、反応度分布の変化率の計算を含む、条項１８３の非一過性記録媒
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体。
【０６６２】
　２１８．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置
の１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組におけ
る少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる、次の注入分布の生成を含み、次の上記位
置の１組は、上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布を規定する、条項１８３の非一過性記録媒
体。
【０６６３】
　２１９．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置
の１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組におけ
る少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成を含み、次の上記位置
の１組は、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラ
メータの分布と、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布との間
の、選択された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する偏差測定基準を低減す
る、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６６４】
　２２０．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　上記注入分布の決定に応じた、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の
、上記次の位置の１組に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設
置を含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６６５】
　２２１．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　ユーザ入力に応じた、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次
の位置の１組に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む
、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６６６】
　２２２．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、熱原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む、条項１８３の非一
過性記録媒体。
【０６６７】
　２２３．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、高速原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む、条項１８３の非
一過性記録媒体。
【０６６８】
　２２４．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、増殖燃焼原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む、条項１８３
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の非一過性記録媒体。
【０６６９】
　２２５．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、進行波炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む、条項１８３の非一
過性記録媒体。
【０６７０】
　２２６．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、初期位置から次の位置への、原子炉の炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体の移動を
含む、条項１８３の非一過性記録媒体。
【０６７１】
　２２７．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組
に基づく、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の交換を含む、条項１８３の非一過
性記録媒体。
【０６７２】
　２２８．さらに、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置
の１組の記録を実行可能な、上記プログラム命令を含む、条項１８３の非一過性記録媒体
。
【０６７３】
　２２９．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組は
、表示装置へ記録される、条項２２８の非一過性記録媒体。
【０６７４】
　２３０．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組は
、メモリへ記録される、条項２２８の非一過性記録媒体。
【０６７５】
　２３１．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組は
、上記原子炉の制御システムへ記録される、条項２２８の非一過性記録媒体。
【０６７６】
　２３２．参照原子炉の炉心の状態に関連する、少なくとも一つ以上の原子炉心パラメー
タの分布の取得と、
　原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期燃料注入の分布の生
成と、
　原子炉のシミュレートされたＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連し、上記領域の１組の
うちの一つとそれぞれが一致する、初期位置の１組の選択と、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用し、上記原子
炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組のうちの一つとそれぞれが関連
する、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算と、
　上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布を規定し、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少な
くとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布と、取得された少なくとも一つ以上の上
記原子炉心パラメータの分布との間の、選択された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状
態と関連する偏差を低減する、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組
に対する次の位置の１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記
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領域の１組における少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の
生成とを行うために構成され、非一過性記録媒体に保持されたプログラム命令を実行可能
な一つ以上の処理装置を含む、制御部と、
　上記制御部によって決定された次の上記注入分布にしたがって設置可能な、複数の燃料
集合体を含む原子炉心を含む原子炉とを備えた原子炉システム。
【０６７７】
　２３３．取得された少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照原子炉の
炉心の均衡状態に関連する、条項２３２の原子炉システム。
【０６７８】
　２３４．取得された少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照熱原子炉
の炉心の状態に関連する、条項２３２の原子炉システム。
【０６７９】
　２３５．取得された少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照高速原子
炉の炉心の状態に関連する、条項２３２の原子炉システム。
【０６８０】
　２３６．取得された少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照増殖燃焼
原子炉の炉心の状態に関連する、条項２３２の原子炉システム。
【０６８１】
　２３７．取得された少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布は、参照進行波炉
の炉心の状態に関連する、条項２３２の原子炉システム。
【０６８２】
　２３８．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布を含む、条項２３２の原子炉システム
。
【０６８３】
　２３９．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する出力密度分布の変化率を含む、条項２３２の原子炉
システム。
【０６８４】
　２４０．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０６８５】
　２４１．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　参照原子炉の炉心の状態に関連する反応度分布の変化率を含む、条項２３２の原子炉シ
ステム。
【０６８６】
　２４２．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　少なくとも一つ以上の燃料集合体を含む、参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得さ
れた少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布を含む、条項２３２の原子炉シ
ステム。
【０６８７】
　２４３．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　少なくとも一つ以上の燃料ピンを含む、少なくとも一つ以上の燃料集合体を含む、参照
原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメー
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タの分布を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０６８８】
　２４４．参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ以上の上記原
子炉心パラメータの分布は、
　プルトニウムを含む、参照原子炉の炉心の状態に関連する、取得された少なくとも一つ
以上の上記原子炉心パラメータの分布を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０６８９】
　２４５．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、再利用核燃料を含む
、条項２３２の原子炉システム。
【０６９０】
　２４６．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、未燃焼核燃料を含む
、条項２３２の原子炉システム。
【０６９１】
　２４７．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、濃縮核燃料を含む、
条項２３２の原子炉システム。
【０６９２】
　２４８．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一部は、濃縮ウラン由来の核
燃料を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０６９３】
　２４９．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心は、複数のシミュレートされた燃料集合体
を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０６９４】
　２５０．原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する生成された初期
燃料注入の分布は、
　無作為に生成された原子炉のシミュレートされた初期運転（ＢＯＣ）炉心に対する初期
燃料注入の分布を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０６９５】
　２５１．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する
選択された１組の上記初期位置のそれぞれは、上記領域の１組のうちの一つに一致する、
条項２３２の原子炉システム。
【０６９６】
　２５２．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の領域の１組に関連する
、選択された１組の初期位置のそれぞれは、それぞれが少なくとも一つ以上の燃料集合体
を取り囲む、上記領域の１組のうちの一つに一致する、条項２５１の原子炉システム。
【０６９７】
　２５３．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組のそれ
ぞれは、
　選択された体積を有する、三次元領域を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０６９８】
　２５４．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組のそれ
ぞれは、
　選択された形状を有する、三次元領域を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０６９９】
　２５５．上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組のそれ
ぞれは、
　領域の選択された数を有する、領域の１組を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０７００】
　２５６．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの熱力学変数を使用する、初期燃料設計パラメータ値の１組
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の生成を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０７０１】
　２５７．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラメータ値
の１組の生成を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０７０２】
　２５８．１組の上記領域のそれぞれの中性子パラメータを使用する、初期燃料設計パラ
メータ値の１組の生成は、
　領域それぞれの１組の無限増倍率（ｋ∞）値を使用する、初期燃料設計パラメータ値の
１組の生成を含む、条項２５７の原子炉システム。
【０７０３】
　２５９．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、初期濃
縮値の１組の生成を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０７０４】
　２６０．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する、上記原
子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の燃料集合体のピンの１組と関連する、初期ピ
ン寸法値の１組の生成を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０７０５】
　２６１．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用する
、初期燃料設計パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用し、上記原子
炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料設計パラメー
タ値の１組の生成を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０７０６】
　２６２．１組の上記領域のそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用し、
上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料設計
パラメータ値の１組の生成は、
　１組の上記領域の１組のピンのそれぞれに対する少なくとも一つ以上の設計変数を利用
し、上記原子炉のシミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の領域の１組に関連する、初期燃料
設計パラメータ値の１組の生成を含む、条項２６１の原子炉システム。
【０７０７】
　２６３．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布の計算を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０７０８】
　２６４．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
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れた上記ＢＯＣ炉心の、出力密度分布の変化率の計算を含む、条項２３２の原子炉システ
ム。
【０７０９】
　２６５．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、反応度分布の計算を含む、条項２３２の原子炉システム。
【０７１０】
　２６６．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域
の１組と関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュ
レートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の原子炉心パラメータの分布の計算は
、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記初期位置の１組に位置する上記領域の１組と
関連する、生成された上記初期燃料設計パラメータ値の１組を利用する、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の、反応度分布の変化率の計算を含む、条項２３２の原子炉システム
。
【０７１１】
　２６７．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置
の１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組におけ
る少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる、次の注入分布の生成を含み、次の上記位
置の１組は、上記ＢＯＣ炉心に対する注入分布を規定する、条項２３２の原子炉システム
。
【０７１２】
　２６８．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置
の１組を決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組におけ
る少なくとも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心内部の上記領域の１組に対する、次の位置の１組を
決定するために、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の、上記領域の１組における少なく
とも一つ以上の摂動工程を実行することによる次の注入分布の生成を含み、次の上記位置
の１組は、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラ
メータの分布と、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布との間
の、選択された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する偏差測定基準を低減す
る、条項２３２の原子炉システム。
【０７１３】
　２６９．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組に
したがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成され
た、燃料集合体取扱装置をさらに含む、条項２３２の原子炉システム。
【０７１４】
　２７０．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組に
したがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成され
た、上記燃料集合体取扱装置は、
　上記制御部と通信可能に連結され、次の上記注入分布の決定に応じて、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがって、上記原子炉心
の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、燃料集合体取扱装置を
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含む、条項２６９の原子炉システム。
【０７１５】
　２７１．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組に
したがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成され
た、上記燃料集合体取扱装置は、
　上記制御部と通信可能に連結され、ユーザ入力装置からの信号に応じて、シミュレート
された上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組にしたがって、上記原子炉
心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、燃料集合体取扱装置
を含む、条項２６９の原子炉システム。
【０７１６】
　２７２．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組に
したがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成され
た、上記燃料集合体取扱装置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、熱原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために設計された燃料
集合体取扱装置を含む、条項２６９の原子炉システム。
【０７１７】
　２７３．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組に
したがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成され
た、上記燃料集合体取扱装置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、高速原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために設計された燃
料集合体取扱装置を含む、条項２６９の原子炉システム。
【０７１８】
　２７４．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組に
したがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成され
た、上記燃料集合体取扱装置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、増殖燃焼原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために設計され
た燃料集合体取扱装置を含む、条項２６９の原子炉システム。
【０７１９】
　２７５．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組に
したがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成され
た、上記燃料集合体取扱装置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、進行波炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために設計された燃料
集合体取扱装置を含む、条項２６９の原子炉システム。
【０７２０】
　２７６．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組に
したがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成され
た、上記燃料集合体取扱装置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、初期位置から次の位置への、原子炉の炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体の移動を
行うために設計された燃料集合体取扱装置を含む、条項２６９の原子炉システム。
【０７２１】
　２７７．シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の次の上記位置の１組に
したがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成され
た、上記燃料集合体取扱装置は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の、上記次の位置の１組に基づく
、原子炉の炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の交換を行うために設計された燃料
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集合体取扱装置を含む、条項２６９の原子炉システム。
【０７２２】
　２７８．上記制御部はさらに、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領域の１組の
次の上記位置の１組の記録を行うために構成された、条項２７７の原子炉システム。
【０７２３】
　２７９．上記制御部によって記録される、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領
域の１組の次の上記位置の１組を受信するために構成された、表示装置をさらに備える、
条項２７８の原子炉システム。
【０７２４】
　２８０．上記制御部によって記録される、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領
域の１組の次の上記位置の１組を受信するために構成された、メモリをさらに備える、条
項２７８の原子炉システム。
【０７２５】
　２８１．上記制御部によって記録される、シミュレートされた上記ＢＯＣ炉心の上記領
域の１組の次の上記位置の１組を受信するために構成された、上記原子炉の制御システム
をさらに備える、条項２７８の原子炉システム。
【０７２６】
　２８２．シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた位置の１
組にしたがう、上記原子炉の上記炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置と、
　選択された時間間隔に対する上記原子炉の上記炉心の操作と、
　上記原子炉の上記炉心内部の一つ以上の位置における、少なくとも一つ以上の炉心パラ
メータの少なくとも一回以上の測定を使用する、測定された炉心パラメータ分布の生成と
、
　測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている原子炉
心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較と、
　測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上
記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した、上記原
子炉の上記炉心の稼働上の順応状態の決定とを含む方法。
【０７２７】
　２８３．シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定は、
　シミュレートされたＢＯＣ熱原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレーショ
ン工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定を含む、条項２８２の方法。
【０７２８】
　２８４．シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定は、
　シミュレートされたＢＯＣ高速原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレーシ
ョン工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定を含む、条項２８２の方法。
【０７２９】
　２８５．シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定は、
　シミュレートされたＢＯＣ増殖燃焼原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定を含む、条項２８２の方法
。
【０７３０】
　２８６．シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定は、
　シミュレートされたＢＯＣ進行波炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレーショ
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ン工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定を含む、条項２８２の方法。
【０７３１】
　２８７．初期運転（ＢＯＣ）シミュレーション工程を使用した、原子炉の初期注入分布
の決定は、
　シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの
分布と、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布との間の、選択
された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する偏差測定基準の低減に適するよ
うに、シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心内部の領域の１組のシミュレートされた位
置の１組の決定を行うために構成された、初期運転（ＢＯＣ）シミュレーション工程を使
用した原子炉の炉心の初期注入分布の決定を含む、条項２８２の方法。
【０７３２】
　２８８．測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働され
ている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した
、稼働上の順応状態の決定は、
　測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上
記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した、稼働上
の順応状態の決定を含み、選択された許容量を下回る、測定されて生成された上記炉心パ
ラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の
上記炉心パラメータ分布との間の偏差測定基準は、順応範囲内の状態に一致する、条項２
８２の方法。
【０７３３】
　２８９．測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働され
ている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した
、稼働上の順応状態の決定は、
　測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上
記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した、稼働上
の順応状態の決定を含み、選択された許容量を上回る、測定されて生成された上記炉心パ
ラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の
上記炉心パラメータ分布との間の偏差測定基準は、順応範囲外の状態に一致する、条項２
８２の方法。
【０７３４】
　２９０．順応範囲外の状態の決定に応じた、追加シミュレーション工程を使用する、上
記原子炉の炉心の、追加注入分布の決定をさらに含み、上記追加シミュレーション工程は
、追加のシミュレートされた上記炉心の少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの
分布と、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布との間の、選択
された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する上記偏差測定基準の低減に適す
るように、追加のシミュレートされた上記炉心内部の領域の１組のシミュレートされた位
置の１組の決定を行うために構成された、条項２８９の方法。
【０７３５】
　２９１．上記追加注入分布の決定に応じた、シミュレートされた追加の上記炉心の上記
領域の１組の、シミュレートされた上記位置の１組に基づく、原子炉の炉心の炉心の、少
なくとも一つ以上の燃料集合体の設置をさらに含む、条項２９０の方法。
【０７３６】
　２９２．上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の記録をさらに含む、条項２
８２の方法。
【０７３７】
　２９３．上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の記録は、
　上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の、表示装置への記録を含む、条項２
９２の方法。
【０７３８】
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　２９４．上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の記録は、
　上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の、メモリへの記録を含む、条項２９
２の方法。
【０７３９】
　２９５．上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の記録は、
　上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の、上記原子炉の制御システムへの記
録を含む、条項２９２の方法。
【０７４０】
　２９６．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　上記初期注入分布の決定に応じた、シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域
の１組の、シミュレートされた位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくと
も一つ以上の燃料集合体の設置を含む、条項２８２の方法。
【０７４１】
　２９７．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　ユーザ入力に応じた、シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域の１組の、シ
ミュレートされた位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の
燃料集合体の設置を含む、条項２８２の方法。
【０７４２】
　２９８．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域の１組の、シミュレートされた位置
の１組に基づく、熱原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む
、条項２８２の方法。
【０７４３】
　２９９．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域の１組の、シミュレートされた位置
の１組に基づく、高速原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含
む、条項２８２の方法。
【０７４４】
　３００．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域の１組の、シミュレートされた位置
の１組に基づく、増殖燃焼原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
を含む、条項２８２の方法。
【０７４５】
　３０１．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域の１組の、シミュレートされた位置
の１組に基づく、進行波炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む
、条項２８２の方法。
【０７４６】
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　３０２．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域の１組の、シミュレートされた位置
の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含
む、条項２８２の方法。
【０７４７】
　３０３．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた位置の１
組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の交換を含む、
条項２８２の方法。
【０７４８】
　３０４．上記原子炉の上記炉心内部の一つ以上の位置における、少なくとも炉心パラメ
ータの少なくとも一回以上の測定を使用する、測定された炉心パラメータ分布の生成は、
　上記原子炉の上記炉心内部の一つ以上の位置における、少なくとも一つ以上の状態変数
の少なくとも一回以上の測定を使用する、測定された炉心パラメータ分布の生成を含む、
条項２８２の方法。
【０７４９】
　３０５．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心パラメータ分布と、少なくとも初期注入分布を使用してシミ
ュレートされた稼働されている原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との
比較を含む、条項２８２の方法。
【０７５０】
　３０６．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている原子炉
心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との間の、偏差測定基準の計算を含む、条
項２８２の方法。
【０７５１】
　３０７．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心出力密度分布とシミュレートされた稼働されている原子炉心
の少なくとも一つ以上の炉心出力密度分布との比較を含む、条項２８２の方法。
【０７５２】
　３０８．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心出力密度分布の変化率とシミュレートされた稼働されている
原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心出力密度分布の変化率との比較を含む、条項２８２
の方法。
【０７５３】
　３０９．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心反応度分布とシミュレートされた稼働されている原子炉心の
少なくとも一つ以上の炉心反応度分布との比較を含む、条項２８２の方法。
【０７５４】
　３１０．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
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　測定されて生成された炉心反応度分布の変化率とシミュレートされた稼働されている原
子炉心の少なくとも一つ以上の炉心反応度分布の変化率との比較を含む、条項２８２の方
法。
【０７５５】
　３１１．シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定と、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた位置の１
組にしたがう、上記原子炉の上記炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置と、
　選択された時間間隔に対する上記原子炉の上記炉心の操作と、
　上記原子炉の上記炉心内部の一つ以上の位置における、少なくとも一つ以上の炉心パラ
メータの少なくとも一回以上の測定を使用する、測定された炉心パラメータ分布の生成と
、
　測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている原子炉
心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較と、
　測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上
記炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した、上記原子炉
の上記炉心の稼働上の順応状態の決定とを実行可能であるプログラム命令を含む、非一過
性記録媒体。
【０７５６】
　３１２．シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定は、
　シミュレートされたＢＯＣ熱原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレーショ
ン工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定を含む、条項３１１の非一過性記
録媒体。
【０７５７】
　３１３．シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定は、
　シミュレートされたＢＯＣ高速原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレーシ
ョン工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定を含む、条項３１１の非一過性
記録媒体。
【０７５８】
　３１４．シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定は、
　シミュレートされたＢＯＣ増殖燃焼原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定を含む、条項３１１の非一
過性記録媒体。
【０７５９】
　３１５．シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定は、
　シミュレートされたＢＯＣ進行波炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレーショ
ン工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定を含む、条項３１１の非一過性記
録媒体。
【０７６０】
　３１６．シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、原子炉の炉心の初期注入分布の決定は、
　シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの
分布と、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布との間の、選択
された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する偏差測定基準の低減に適するよ
うに、シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心内部の領域の１組のシミュレートされた位
置の１組の決定を行うために構成された、初期運転（ＢＯＣ）シミュレーション工程を使
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用した原子炉の炉心の初期注入分布の決定を含む、条項３１１の非一過性記録媒体。
【０７６１】
　３１７．測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働され
ている上記炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した、上
記原子炉の上記炉心の稼働上の順応状態の決定は、
　測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上
記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した、稼働上
の順応状態の決定を含み、選択された許容量を下回る、測定されて生成された上記炉心パ
ラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の
上記炉心パラメータ分布との間の偏差測定基準は、順応範囲内の状態に一致する、条項３
１１の非一過性記録媒体。
【０７６２】
　３１８．測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働され
ている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した
、稼働上の順応状態の決定は、
　測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上
記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した、稼働上
の順応状態の決定を含み、選択された許容量を上回る、測定されて生成された上記炉心パ
ラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の
上記炉心パラメータ分布との間の偏差測定基準は、順応範囲外の状態に一致する、条項３
１１の非一過性記録媒体。
【０７６３】
　３１９．順応範囲外の状態の決定に応じた、追加シミュレーション工程を使用する、上
記原子炉の炉心の、追加注入分布の決定をさらに含み、上記追加シミュレーション工程は
、追加のシミュレートされた上記炉心の少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの
分布と、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布との間の、選択
された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する上記偏差測定基準の低減に適す
るように、追加のシミュレートされた上記炉心内部の領域の１組のシミュレートされた位
置の１組の決定を行うために構成された、条項３１８の非一過性記録媒体。
【０７６４】
　３２０．上記追加注入分布の決定に応じた、シミュレートされた追加の上記炉心の上記
領域の１組の、シミュレートされた上記位置の１組に基づく、原子炉の炉心の炉心の、少
なくとも一つ以上の燃料集合体の設置をさらに含む、条項３１９の非一過性記録媒体。
【０７６５】
　３２１．上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の記録をさらに含む、条項３
１１の非一過性記録媒体。
【０７６６】
　３２２．上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の記録は、
　上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の、表示装置への記録を含む、条項３
２１の非一過性記録媒体。
【０７６７】
　３２３．上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の記録は、
　上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の、メモリへの記録を含む、条項３２
１の非一過性記録媒体。
【０７６８】
　３２４．上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の記録は、
　上記原子炉の上記炉心の、稼働上の上記順応状態の、上記原子炉の制御システムへの記
録を含む、条項３２１の非一過性記録媒体。
【０７６９】
　３２５．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
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位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　上記初期注入分布の決定に応じた、シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域
の１組の、シミュレートされた位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくと
も一つ以上の燃料集合体の設置を含む、条項３１１の非一過性記録媒体。
【０７７０】
　３２６．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　ユーザ入力に応じた、シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域の１組の、シ
ミュレートされた位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の
燃料集合体の設置を含む、条項３１１の非一過性記録媒体。
【０７７１】
　３２７．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域の１組の、シミュレートされた位置
の１組に基づく、熱原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む
、条項３１１の非一過性記録媒体。
【０７７２】
　３２８．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域の１組の、シミュレートされた位置
の１組に基づく、高速原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含
む、条項３１１の非一過性記録媒体。
【０７７３】
　３２９．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域の１組の、シミュレートされた位置
の１組に基づく、増殖燃焼原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
を含む、条項３１１の非一過性記録媒体。
【０７７４】
　３３０．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域の１組の、シミュレートされた位置
の１組に基づく、進行波炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含む
、条項３１１の非一過性記録媒体。
【０７７５】
　３３１．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域の１組の、シミュレートされた位置
の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置を含
む、条項３１１の非一過性記録媒体。
【０７７６】
　３３２．シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた
位置の１組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の設置
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は、
　シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心の領域の１組の、シミュレートされた位置の１
組に基づく、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の交換を含む、
条項３１１の非一過性記録媒体。
【０７７７】
　３３３．上記原子炉の上記炉心内部の一つ以上の位置における、少なくとも炉心パラメ
ータの少なくとも一回以上の測定を使用する、測定された炉心パラメータ分布の生成は、
　上記原子炉の上記炉心内部の一つ以上の位置における、少なくとも一つ以上の状態変数
の少なくとも一回以上の測定を使用する、測定された炉心パラメータ分布の生成を含む、
条項３１１の非一過性記録媒体。
【０７７８】
　３３４．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心パラメータ分布と、少なくとも初期注入分布を使用してシミ
ュレートされた稼働されている原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との
比較を含む、条項３１１の非一過性記録媒体。
【０７７９】
　３３５．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心分布とシミュレートされた稼働されている原子炉心の少なく
とも一つ以上の炉心分布との間の、偏差測定基準の計算を含む、条項３１１の非一過性記
録媒体。
【０７８０】
　３３６．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心出力密度分布とシミュレートされた稼働されている原子炉心
の少なくとも一つ以上の炉心出力密度分布との比較を含む、条項３１１の非一過性記録媒
体。
【０７８１】
　３３７．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心出力密度分布の変化率とシミュレートされた稼働されている
原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心出力密度分布の変化率との比較を含む、条項３１１
の非一過性記録媒体。
【０７８２】
　３３８．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心反応度分布とシミュレートされた稼働されている原子炉心の
少なくとも一つ以上の炉心反応度分布との比較を含む、条項３１１の非一過性記録媒体。
【０７８３】
　３３９．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心反応度分布の変化率とシミュレートされた稼働されている原
子炉心の少なくとも一つ以上の炉心反応度分布の変化率との比較を含む、条項３１１の非
一過性記録媒体。
【０７８４】
　３４０．複数の燃料集合体を含む、原子炉心を含む原子炉と、
　シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレーション
工程を使用した、上記原子炉心の初期注入分布の決定と、
　選択された時間間隔に対する上記原子炉の上記炉心の操作にしたがう、上記原子炉の上
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記炉心内部の一つ以上の位置における、少なくとも一つ以上の炉心パラメータの少なくと
も一回以上の測定を使用する、測定された炉心パラメータ分布の生成と、
　測定されて生成された炉心パラメータ分布と祝なくとも上記初期注入分布を利用し生成
され、シミュレートされた稼働されている原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメー
タ分布との比較と、
　測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上
記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した、上記原
子炉の上記炉心の稼働上の順応状態の決定とを実行可能な制御部とを含み、
　上記原子炉心の複数の上記燃料集合体はシミュレートされた少なくとも一つ以上の上記
ＢＯＣ原子炉心の領域の1組のシミュレートされた位置の１組と、追加でシミュレートさ
れた稼働されている原子炉心にしたがって設置可能である、原子炉システム。
【０７８５】
　３４１．シミュレートされたＢＯＣ原子炉心を生成する、初期運転（ＢＯＣ）シミュレ
ーション工程を使用した、上記原子炉心の初期注入分布の決定は、
　シミュレートされたＢＯＣ原子炉心の少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの
分布と、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉心パラメータの分布との間の、選択
された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する偏差測定基準の低減に適するよ
うに、シミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心内部の領域の１組のシミュレートされた位
置の１組の決定を行うために構成された、初期運転（ＢＯＣ）シミュレーション工程を使
用した原子炉の炉心の初期注入分布の決定を含む、条項３４０の原子炉システム。
【０７８６】
　３４２．測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働され
ている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した
、上記原子炉の上記炉心の、稼働上の順応状態の決定は、
　測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上
記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した、稼働上
の順応状態の決定を含み、選択された許容量を下回る、測定されて生成された上記炉心パ
ラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の
上記炉心パラメータ分布との間の偏差測定基準は、順応範囲内の状態に一致する、条項３
４０の原子炉システム。
【０７８７】
　３４３．測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働され
ている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した
、上記原子炉の上記炉心の、稼働上の順応状態の決定は、
　測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上
記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した、稼働上
の順応状態の決定を含み、選択された許容量を上回る、測定されて生成された上記炉心パ
ラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の
上記炉心パラメータ分布との間の偏差測定基準は、順応範囲外の状態に一致する、条項３
４０の原子炉システム。
【０７８８】
　３４４．上記制御部は、順応範囲外の状態の決定に応じた、追加シミュレーション工程
を使用する、上記原子炉の炉心の、追加注入分布の決定をさらに実行するように構成され
、上記追加シミュレーション工程は、追加のシミュレートされた上記炉心の少なくとも一
つ以上の上記原子炉心パラメータの分布と、取得された少なくとも一つ以上の原子炉心パ
ラメータの分布との間の、選択された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連する
上記偏差測定基準の低減に適するように、追加のシミュレートされた上記炉心内部の領域
の１組のシミュレートされた位置の１組の決定を行うために構成された、条項３４３の原
子炉システム。
【０７８９】
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　３４５．少なくとも一つ以上のシミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心および追加のシ
ミュレートされた上記原子炉心の、上記領域の１組のシミュレートされた上記位置の１組
にしたがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成さ
れた、燃料集合体取扱装置をさらに含む、条項３４０の原子炉システム。
【０７９０】
　３４６．少なくとも一つ以上のシミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心および追加のシ
ミュレートされた上記原子炉心の、上記領域の１組のシミュレートされた上記位置の１組
にしたがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成さ
れた、上記燃料集合体取扱装置は、
　上記制御部と通信可能に連結され、ユーザインタフェースからの信号に応じて、少なく
とも一つ以上のシミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心および追加のシミュレートされた
上記原子炉心の、上記領域の１組のシミュレートされた上記位置の１組にしたがって、上
記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、燃料集合体
取扱装置を含む、条項３４５の原子炉システム。
【０７９１】
　３４７．少なくとも一つ以上のシミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心および追加のシ
ミュレートされた上記原子炉心の、上記領域の１組のシミュレートされた上記位置の１組
にしたがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成さ
れた、上記燃料集合体取扱装置は、
　上記制御部と通信可能に連結され、上記初期注入分布の決定に応じて、シミュレートさ
れた上記ＢＯＣ原子炉心の上記領域の１組のシミュレートされた上記位置の１組にしたが
って、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、燃
料集合体取扱装置を含む、条項３４５の原子炉システム。
【０７９２】
　３４８．少なくとも一つ以上のシミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心および追加のシ
ミュレートされた上記原子炉心の、上記領域の１組のシミュレートされた上記位置の１組
にしたがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成さ
れた、上記燃料集合体取扱装置は、
　上記制御部と通信可能に連結され、追加の上記注入分布の決定に応じて、シミュレート
された追加の上記原子炉心の上記領域の１組のシミュレートされた上記位置の１組にした
がって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成された、
燃料集合体取扱装置を含む、条項３４５の原子炉システム。
【０７９３】
　３４９．少なくとも一つ以上のシミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心および追加のシ
ミュレートされた上記原子炉心の、上記領域の１組のシミュレートされた上記位置の１組
にしたがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成さ
れた、上記燃料集合体取扱装置は、
　少なくとも一つ以上のシミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心および追加のシミュレー
トされた上記原子炉心の、上記領域の１組のシミュレートされた上記位置の１組に基づく
、初期位置から次の位置への、上記原子炉の上記炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体
の移動を行うために設計された燃料集合体取扱装置を含む、条項３４５の原子炉システム
。
【０７９４】
　３５０．少なくとも一つ以上のシミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心および追加のシ
ミュレートされた上記原子炉心の、上記領域の１組のシミュレートされた上記位置の１組
にしたがって、上記原子炉心の少なくとも一つ以上の燃料集合体を設置するために構成さ
れた、上記燃料集合体取扱装置は、
　少なくとも一つ以上のシミュレートされた上記ＢＯＣ原子炉心および追加のシミュレー
トされた上記原子炉心の、上記領域の１組のシミュレートされた上記位置の１組に基づく
、上記原子炉の上記炉心の、少なくとも一つ以上の燃料集合体の交換を行うために設計さ
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れた燃料集合体取扱装置を含む、条項３４５の原子炉システム。
【０７９５】
　３５１．測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働され
ている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した
、上記原子炉の上記炉心の、稼働上の順応状態の決定は、
　測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上
記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した、稼働上
の順応状態の決定を含み、選択された許容量を下回る、測定されて生成された上記炉心パ
ラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の
上記炉心パラメータ分布との間の偏差測定基準は、順応範囲内の状態に一致する、条項３
４０の原子炉システム。
【０７９６】
　３５２．測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働され
ている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した
、上記原子炉の上記炉心の、稼働上の順応状態の決定は、
　測定されて生成された上記炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上
記原子炉心の少なくとも一つ以上の上記炉心パラメータ分布との比較を利用した、稼働上
の順応状態の決定を含み、選択された許容量を上回る、測定されて生成された上記炉心パ
ラメータ分布とシミュレートされた稼働されている上記原子炉心の少なくとも一つ以上の
上記炉心パラメータ分布との間の偏差測定基準は、順応範囲外の状態に一致する、条項３
４０の原子炉システム。
【０７９７】
　３５３．上記制御部は、順応範囲外の状態の決定に応じた、追加シミュレーション工程
を使用する、上記原子炉の炉心の、追加注入分布の決定をさらに実行するように構成され
、上記追加シミュレーション工程は、追加のシミュレートされた上記炉心の少なくとも一
つ以上の上記原子炉心パラメータの分布と、取得された少なくとも一つ以上の上記原子炉
心パラメータの分布との間の、選択された許容量を下回る参照原子炉の炉心の状態と関連
する上記偏差測定基準の低減に適するように、追加のシミュレートされた上記炉心内部の
領域の１組のシミュレートされた位置の１組の決定を行うために構成された、条項３５２
の原子炉システム。
【０７９８】
　３５４．上記原子炉は、熱原子炉を含む、条項３４０の原子炉システム。
【０７９９】
　３５５．上記原子炉は、高速原子炉を含む、条項３４０の原子炉システム。
【０８００】
　３５６．上記原子炉は、増殖燃焼原子炉を含む、条項３４０の原子炉システム。
【０８０１】
　３５７．上記原子炉は、進行波炉を含む、条項３４０の原子炉システム。
【０８０２】
　３５８．上記制御部は、上記原子炉の上記炉心の、稼働上の順応状態の記録をさらに実
行するように構成される、条項３４０の原子炉システム。
【０８０３】
　３５９．上記制御部は、上記原子炉の上記炉心の、稼働上の順応状態の、表示装置への
記録をさらに実行するように構成される、条項３５８の原子炉システム。
【０８０４】
　３６０．上記制御部は、上記原子炉の上記炉心の、稼働上の順応状態の、メモリへの記
録をさらに実行するように構成される、条項３５８の原子炉システム。
【０８０５】
　３６１．上記制御部は、上記原子炉の上記炉心の、稼働上の順応状態の、上記原子炉の
制御システムへの記録をさらに実行するように構成される、条項３５８の原子炉システム
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。
【０８０６】
　３６２．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心出力密度分布とシミュレートされた稼働されている原子炉心
の少なくとも一つ以上の炉心出力密度分布との比較を含む、条項３４０の原子炉システム
。
【０８０７】
　３６３．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心分布とシミュレートされた稼働されている原子炉心の少なく
とも一つ以上の炉心分布との間の、偏差測定基準の計算を含む、条項３４０の原子炉シス
テム。
【０８０８】
　３６４．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心出力密度分布の変化率とシミュレートされた稼働されている
原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心出力密度分布の変化率との比較を含む、条項３４０
の原子炉システム。
【０８０９】
　３６５．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心反応度分布とシミュレートされた稼働されている原子炉心の
少なくとも一つ以上の炉心反応度分布との比較を含む、条項３４０の原子炉システム。
【０８１０】
　３６６．測定されて生成された炉心パラメータ分布とシミュレートされた稼働されてい
る原子炉心の少なくとも一つ以上の炉心パラメータ分布との比較は、
　測定されて生成された炉心反応度分布の変化率とシミュレートされた稼働されている原
子炉心の少なくとも一つ以上の炉心反応度分布の変化率との比較を含む、条項３４０の原
子炉システム。
【０８１１】
　３６７．シミュレートされた稼働されている上記原子炉心の少なくとも一部は、再利用
核燃料を含む、条項３４０の原子炉システム。
【０８１２】
　３６８．シミュレートされた稼働されている上記原子炉心の少なくとも一部は、未燃焼
核燃料を含む、条項３４０の原子炉システム。
【０８１３】
　３６９．シミュレートされた稼働されている上記原子炉心の少なくとも一部は、濃縮核
燃料を含む、条項３４０の原子炉システム。
【０８１４】
　３７０．シミュレートされた稼働されている上記原子炉心の少なくとも一部は、濃縮ウ
ラン由来の核燃料を含む、条項３４０の原子炉システム。
【０８１５】
　３７１．シミュレートされた稼働されている上記原子炉心は、複数のシミュレートされ
た燃料集合体を含む、条項３４０の原子炉システム。
【０８１６】
　３７２．上記原子炉の上記炉心と操作可能に接続され、上記制御部と通信可能に接続さ
れた、炉心測定システムをさらに含む、条項３４０の原子炉システム。
【０８１７】
　３７３．上記炉心測定システムは、上記原子炉の上記炉心内部の一つ以上の位置におけ
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る、少なくとも一つ以上の状態変数の少なくとも一回以上の測定を実行するように構成さ
れている、条項３７２の原子炉システム。
【０８１８】
　３７４．上記制御部はさらに、上記炉心測定システムからの、上記原子炉の上記炉心内
部の一つ以上の位置における、少なくとも一つ以上の状態変数の少なくとも一回以上の測
定を利用した、測定された上記炉心パラメータ分布の生成を行うために構成された、条項
３７３の原子炉システム。
【図面の簡単な説明】
【０８１９】
【図１Ａ】本発明の一実施形態に基づく、ＢＯＣの原子炉心においてシミュレートされた
注入分布を生成するためのシステムのブロック図の概略である。
【図１Ｂ】本発明の一実施形態に基づく、ＢＯＣの原子炉心においてシミュレートされた
注入分布を生成するためのシステムによって実行可能なプログラミングモジュールのブロ
ック図の概略である。
【図１Ｃ】本発明の一実施形態に基づく、ＢＯＣの原子炉心においてシミュレートされた
注入分布を生成するためのシステムによって実行可能なデータベースのブロック図の概略
である。
【図１Ｄ】本発明の一実施形態に基づく、原子炉心パラメータの分布のタイプのブロック
図の概略である。
【図１Ｅ】本発明の一実施形態に基づく、複数の燃料集合体から形成された原子炉心の横
断面図である。
【図１Ｆ】本発明の一実施形態に基づく、複数の燃料集合体から形成された原子炉心の等
角図である。
【図１Ｇ】本発明の一実施形態に基づく、複数の燃料ピンを含む燃料集合体の横断面図で
ある。
【図１Ｈ】本発明の一実施形態に基づく、シミュレートされたＢＯＣの原子炉心の、原子
炉の燃料のタイプのブロック図の概略である。
【図１Ｉ】本発明の一実施形態に基づいて表された、本発明のシミュレーションを実行す
るために選択された領域を有する複数の燃料集合体から形成された原子炉心の横断面図で
ある。
【図１Ｊ】本発明の一実施形態に基づく、原子炉心の複数の燃料集合体を取り囲む、本発
明のシミュレーションを実行するために選択された領域を有する複数の燃料集合体から形
成された原子炉心の横断面図である。
【図１Ｋ】本発明の一実施形態に基づいて表される、複数の代替となる組立体のシミュレ
ーション領域を有する燃料集合体の等角図である。
【図１Ｌ】統計的統合を介して単一の領域に対して１つ以上の特性を計算するための複数
の領域の利用を表す、複数の燃料集合体から形成された原子炉心の横断面図である。
【図１Ｍ】本発明の一実施形態に基づく、設計変数のタイプのブロック図の概略である。
【図１Ｎ】本発明の一実施形態に基づく、核燃料設計パラメータのタイプのブロック図の
概略である。
【図１Ｏ】本発明の一実施形態に基づく、原子炉心パラメータの分布のタイプのブロック
図の概略である。
【図１Ｐ】本発明の一実施形態に基づく、ＢＯＣの原子炉心においてシミュレートされた
注入分布を生成するシステムによって実行可能な摂動工程を表す工程フロー図である。
【図２Ａ】本発明の一実施形態に基づく、原子炉心に１つ以上の燃料集合体を設置するた
めのシステムのブロック図の概略である。
【図２Ｂ】本発明の一実施形態に基づく、原子炉心に１つ以上の燃料集合体を設置するた
めのシステムの概略図である。
【図２Ｃ】は、本発明の一実施形態に基づく、原子炉心に１つ以上の燃料集合体を設置す
るためのシステムによって、実行可能なプログラミングモジュールのブロック図の概略で
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ある。
【図２Ｄ】本発明の一実施形態に基づく、本発明において利用するための原子炉のタイプ
のブロック図の概略である。
【図３Ａ】本発明の一実施形態に基づく、原子炉心の操作順応状態を決定するためのシス
テムのブロック図の概略である。
【図３Ｂ】本発明の一実施形態に基づく、原子炉心の操作順応状態を決定するためのシス
テムによって実行可能なプラグラミングモジュールのブロック図の概略である。
【図３Ｃ】本発明の一実施形態に基づく、本発明における利用に適した原子炉心を測定す
るシステムのタイプのブロック図の概略である。
【図３Ｄ】本発明の一実施形態に基づく、原子炉心の操作順応状態を決定するためのシス
テムの作業運転を表す作業フロー図である。
【図４Ａ】ＢＯＣの原子炉心においてシミュレートされた注入分布を生成するための方法
の高レベルのフローチャートである。
【図４Ｂ】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図６】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図７】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図８】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図９】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図１０】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図１１】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図１２】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図１３】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図１４】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図１５】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図１６】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図１７】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図１８】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図１９】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図２０】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図２１】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図２２】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図２３】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図２４】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図２５】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図２６】図４Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図２７Ａ】原子炉心に１つ以上の燃料集合体を設置するための方法の高レベルのフロー
チャートである。
【図２７Ｂ】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図２８】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図２９】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図３０】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図３１】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図３２】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図３３】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図３４】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図３５】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図３６】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図３７】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図３８】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
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【図３９】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図４０】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図４１】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図４２】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図４３】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図４４】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図４５】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図４６】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図４７】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図４８】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図４９】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５０】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５１】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５２Ａ】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５２Ｂ】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５２Ｃ】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５２Ｄ】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５３】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５４】図２７Ａの代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５５】は、原子炉心の操作順応状態を決定するための方法の高レベルのフローチャー
トである。
【図５６】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５７】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５８】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５９Ａ】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５９Ｂ】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５９Ｃ】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図５９Ｄ】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図６０】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図６１Ａ】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図６１Ｂ】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図６２】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図６３】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図６４】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図６５】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図６６】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図６７】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。
【図６８】図５５の代替となる実行を表す高レベルのフローチャートである。



(138) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図１Ｄ】

【図１Ｅ】

【図１Ｆ】



(139) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図１Ｇ】

【図１Ｈ】

【図１Ｉ】

【図１Ｊ】 【図１Ｋ】



(140) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図１Ｌ】 【図１Ｍ】

【図１Ｎ】

【図１Ｏ】

【図１Ｐ】



(141) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図２Ａ】 【図２Ｂ】

【図２Ｃ】

【図２Ｄ】

【図３Ａ】



(142) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図３Ｂ】

【図３Ｃ】

【図３Ｄ】

【図４Ａ】 【図４Ｂ】



(143) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(144) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(145) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(146) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】



(147) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】



(148) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図２５】 【図２６】

【図２７Ａ】 【図２７Ｂ】



(149) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図２８】 【図２９】

【図３０】 【図３１】



(150) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図３２】 【図３３】

【図３４】 【図３５】



(151) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図３６】 【図３７】

【図３８】 【図３９】



(152) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図４０】 【図４１】

【図４２】 【図４３】



(153) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図４４】 【図４５】

【図４６】 【図４７】



(154) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図４８】 【図４９】

【図５０】 【図５１】



(155) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図５２Ａ】 【図５２Ｂ】

【図５２Ｃ】 【図５２Ｄ】



(156) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図５３】 【図５４】

【図５５】 【図５６】



(157) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図５７】 【図５８】

【図５９Ａ】 【図５９Ｂ】



(158) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図５９Ｃ】 【図５９Ｄ】

【図６０】 【図６１Ａ】



(159) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図６１Ｂ】 【図６２】

【図６３】 【図６４】



(160) JP 6866158 B2 2021.4.28

【図６５】 【図６６】

【図６７】 【図６８】



(161) JP 6866158 B2 2021.4.28

10

20

フロントページの続き

(31)優先権主張番号  14/092,266
(32)優先日　　　　  平成25年11月27日(2013.11.27)
(33)優先権主張国・地域又は機関
                    米国(US)
(31)優先権主張番号  14/092,211
(32)優先日　　　　  平成25年11月27日(2013.11.27)
(33)優先権主張国・地域又は機関
                    米国(US)

    合議体
    審判長  瀬川　勝久
    審判官  松川　直樹
    審判官  吉野　三寛

(56)参考文献  特表２０１３－５２５７５２（ＪＰ，Ａ）
              特開２００６－１８９４３８（ＪＰ，Ａ）
              特開２００５－７００４２（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第２０１１／０１３８４１（ＷＯ，Ａ１）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G21C7/00
              G21C5/00
              G21C19/18
              G21D3/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

